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ツルマメ（Glycine max  subsp. soja ）を混入した縄文土器
—相模原市勝坂遺跡等の種子圧痕—

中　山　誠　二
佐　野　　　隆

　はじめに

　山梨県内における植物圧痕を中心とする調査研究は、従来ほとんど等閑視されてきたダイズ属、ササゲ

属アズキ亜属を含むマメ科やシソ属などの栽培植物が、縄文時代中期においても一定程度利用され、狩猟・

漁労・採集などからなる生業の補完的な役割を果たしていたことを明らかにしてきた（１）。

　その後、縄文時代の植物利用についてより広域的な調査を進める必要があると感じていたところ、佐野

が2014年5月31日に神奈川県相模原市立博物館に保管されている勝坂遺跡の出土品を実見し、種子圧痕の

有無を観察する機会を得た。わずかな時間の観察であったが、マメ科の種子と思われる圧痕を複数発見し

たため、同年6月28日に中山とともに相模原市立博物館において資料調査およびレプリカの作成を実施し

た。調査対象としたのは、勝坂遺跡第１次調査出土土器、山王平遺跡 SD21号住居出土土器、田名塩田遺

跡 TSBJ-12号住居出土土器である。

　本稿では、これらの遺跡の圧痕調査の結果を報告する中で、縄文時代のツルマメについて検討を加えて

みたい。

１　調査対象遺跡と試料の概要

　神奈川県相模原市南区磯部に所在する勝坂遺跡は、大正

15年（1926）に大山柏により発掘調査され、縄文農耕論の

端緒となった学史的にも著名な遺跡である（図１）（２）。

　圧痕土器の KTS １は、1973年に勝坂遺跡Ｄ地点における

第1次調査で出土した連弧文土器から採取した。この土器は、

相模原市教育委員会による再整理で「SKS1」と注記され、「勝

坂1次遺跡（0006-00）報（043）-9　図59番号4」のカー

ドが付されている。発掘調査報告書（３）では第59図4に復元

された大形破片の拓本が掲載され、第7トレンチ西側の攪乱

部から出土したと記されている。第7トレンチで遺構は検出されなかったという。この土器は現在では石

膏で補填されて器形が復元され、再実測された図も公表されている（４）（図２）。

　土器は口径26.5㎝、現存高23.0㎝のキャリパー形深鉢で、口縁部に2本の幅広沈線が巡り、口縁部から

頸部括れ部に2段の弧線文が施文される。頸部括れにも沈線が巡り、胴下半部にも弧線文が１段施文される。

これらはいずれも3本一組の幅広沈線で描かれる。地文は縦位の条線文で、地文施文後に弧線文などが施

文されている。器面の風化のため地文が不明瞭となった箇所もある。口唇は内面に向かって断面三角形に
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図１　調査対象遺跡位置図

中山誠二　山梨県教育委員会　　佐野　隆　北杜市教育委員会



2

突き出る形状で、頸部は比較的強く括れている。以上の型式的な特徴から連弧文土器2b 段階に位置づけら

れる（５）。

　種子圧痕は、口縁部から胴下端部まで確認され、内面の頸部括れより上位にも確認される。底部は欠損

しているため圧痕の有無は不明であるが、確認された種子圧痕は70点であった。なお土器割れ面に圧痕が

あるかは、当該土器が復元されているため観察できなかった。

　KTS ２と KTS ５、KTS ６は、同じ勝坂遺跡第1次調査の出土品である。KTS ２は「KN05D-E」と注記さ

れた土器小破片で、「勝坂1次 NO5D-E　73.7.24（火）」の荷札が付されたビニール袋に収納されていた。

RL 単節縄文地文の深鉢胴部と思われる破片で、割れ面に種子圧痕1ヶ所が確認された。出土位置は1次調

査の第5トレンチと思われる。3号住居と命名された住居跡を検出しており、住居の時期は埋設土器から加

曽利ＥⅡ式期と推測される。KTS ２は縄文地文のみの小破片で正確な時期比定は難しいが、曽利式ないし

加曽利Ｅ式であろう。

　KTS ５は「SKS1位置不明」と注記され、「勝坂1次 D 地区位置不明」と記されたテンバコに収納されていた。

深鉢と思われる土器の底部近くの破片であり、細い縦位の沈線に幅広凹線で蛇行懸垂文が施文されている。

曽利Ⅳ式と思われる。種子圧痕は土器割れ面で検出され、圧痕内部と周辺は黒く変色している。

　KTS ６は無文の浅鉢破片である。「KN015.2」と注記され、第1次調査15号トレンチで出土したと思われ

る。15号トレンチでは20号住居跡と23号住居跡の2軒が検出されていて、23号住居埋土から曽利Ⅳ式と思

われる条線地文の深鉢と両耳壺破片が出土している。山梨県内の類例からみて、この浅鉢破片は曽利Ⅳ式

期からⅤ式期に位置づけられよう。種子圧痕は胴部外面の最下端で検出された。

　田名塩田遺跡出土土器の TAN １は、J-12号住居上層で出土した勝坂１式古段階（貉沢式）の土器である（図

２）。胴部中位の内面の2ヶ所で種子圧痕が検出された。田名塩田遺跡は、相模原市中央区田名に所在する

中期を主体とする集落跡で、この土器は1997年から1998年の発掘調査で出土したものである。

　山王平遺跡は相模原市中央区淵野辺本町に所在する中期加曽利Ｅ式期の環状集落跡で、1994年の発掘調

査で竪穴住居跡57軒が検出されている。

　SAN １は21号住居の埋設土器で、いわゆる連弧文土器である。圧痕は土器外面で3ヶ所、内面で8ヶ所

の計11ヶ所が確認された。この土器は口縁部がやや内湾し、頸部括れが比較的明瞭な深鉢で、口縁部に幅

広の沈線2本一組で弧線が描かれ、頸部括れ部にも2本一組の沈線が巡る。頸部から下位には条線地文が施

される。連弧文土器2b 段階に位置づけられよう。

　SAN ２も21号住居出土の深鉢底部破片である。やや幅広で深い沈線で弧線が施文されるが、正確な型式

比定は難しい。連弧文土器とみるべきであろうか。土器内面で1ヶ所の種子圧痕が検出された。

２　試料の分析方法

　本研究では、縄文土器の表面に残された圧痕の凹部にシリコーン樹脂を流し込んで型取りし、そのレプ

リカを走査電子顕微鏡（SEM）で観察するレプリカ法と呼ばれる手法を用いる。

　土器圧痕のレプリカ作成にあたっては、福岡市埋蔵文化財センターの比佐陽一郎・片多雅樹氏により、

多量な試料を迅速に処理できる手法が開発されている（６）。今回用いた手法は、『土器圧痕のレプリカ法に

よる転写作業の手引き（試作版）』による。

　作業は、①圧痕をもつ土器試料の選定、②土器の洗浄、③資料化のため写真撮影、④圧痕部分のマイク

ロスコープでの観察、⑤圧痕部分に離型剤を塗布し、シリコーン樹脂の充填、転写、⑥これを乾燥させ、
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図２　調査対象土器実測図・写真（縮尺不同）　

圧痕レプリカを土器から離脱し蒸着、⑦走査電子顕微鏡（日本 FEI 製の Quanta600）を用いて転写したレ

プリカ試料の表面観察、という手順で実施した。

　なお、離型剤にはアクリル樹脂（パラロイド B −72）をアセトンで薄めた5％溶液を用い、印象剤には

JM シリコーンを使用した。

３　同定結果（表1、図３〜９）

KTS １- １　（図３ １〜２）

　種子圧痕は、長さ4.8㎜、幅3.1㎜、厚さ2.0㎜の楕円形を呈し、中央部に臍が認められる。臍は長さ1.9㎜、

幅0.8㎜で、長軸方向中央に臍溝がわずかに観察される。表皮は夾雑物で覆われ凹凸をもつ。水浸・煮沸等

の膨張は、認められない。形状、大きさからダイズ属ツルマメ（Glycine max  subsp. soja）と判断される。

KTS １

KTS ２

TAN １

KTS １

KTS ５

TAN １ SAN １

SAN １

KTS ６

KTS １ 部分

SAN ２
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図４　鋳物師屋遺跡圧痕土器 ２

番号 サンプル№ 注記 時期 型式名 報告書番号 図版番号 土器形態 土器の部位 植物同定

1 KTS1-01 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 口縁内面 ツルマメ（Glycine max subsp. soja）

2 KTS1-02 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 口縁内面 ツルマメ（Glycine max subsp. soja）

3 KTS1-03 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 口縁内面 ツルマメ（Glycine max subsp. soja）

4 KTS1-04 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 口縁内面 マメ科（Fabaceae)

5 KTS1-05 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 口縁内面 不明種

6 KTS1-06 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 口縁内面 マメ科（Fabaceae)

7 KTS1-07 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 不明種

8 KTS1-08 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 頸部外面 マメ科（Fabaceae)

9 KTS1-09 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 頸部外面 マメ科（Fabaceae)

10 KTS1-10 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 頸部外面 ツルマメ（Glycine max subsp. soja）

11 KTS1-11 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 頸部外面 ツルマメ（Glycine max subsp. soja）

12 KTS1-12 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 頸部外面 不明種

13 KTS1-13 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 口縁外面 不明種

14 KTS1-14 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 口縁外面 ツルマメ（Glycine max subsp. soja）

15 KTS1-15 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 口縁外面 マメ科（Fabaceae)

16 KTS1-16 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 口縁外面 不明種

17 KTS1-17 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 胴部外面 不明種

18 KTS1-18 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 頸部外面 不明種

19 KTS1-19 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 口縁外面 マメ科（Fabaceae)

20 KTS1-20 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 口縁外面 マメ科（Fabaceae)

21 KTS1-21 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 胴部上半外面 ツルマメ（Glycine max subsp. soja）

22 KTS1-22 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 頸部外面 ×

23 KTS1-23 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 口縁外面 マメ科（Fabaceae)

24 KTS1-24 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 胴部上半外面 マメ科（Fabaceae)

25 KTS1-25 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 頸部外面 ツルマメ（Glycine max subsp. soja）

26 KTS1-26 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 頸部外面 マメ科（Fabaceae)

27 KTS1-27 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 頸部外面 不明種

28 KTS1-28 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 胴部上半外面 ツルマメ（Glycine max subsp. soja）

29 KTS1-29 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 胴部上半外面 ツルマメ（Glycine max subsp. soja）

30 KTS1-30 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 頸部外面 ツルマメ（Glycine max subsp. soja）

31 KTS1-31 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 胴部上半外面 マメ科（Fabaceae)

32 KTS1-32 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 胴部上半外面 ツルマメ（Glycine max subsp. soja）

33 KTS1-33 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 口唇 マメ科（Fabaceae)

34 KTS1-34 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 胴部外面 ツルマメ（Glycine max subsp. soja）

35 KTS1-35 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 胴部外面 ツルマメ（Glycine max subsp. soja）

36 KTS1-36 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 胴部上半外面 マメ科（Fabaceae)

37 KTS1-37 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 頸部外面 マメ科（Fabaceae)

38 KTS1-38 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 頸部外面 ツルマメ（Glycine max subsp. soja）

39 KTS1-39 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 口縁外面 ツルマメ（Glycine max subsp. soja）

40 KTS1-40 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 口縁外面 ツルマメ（Glycine max subsp. soja）

41 KTS1-41 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 胴部下半外面 ツルマメ（Glycine max subsp. soja）

42 KTS1-42 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 胴部下半外面 不明種

43 KTS1-43 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 胴部下半外面 マメ科（Fabaceae)

44 KTS1-44 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 胴部下半外側 不明種

45 KTS1-45 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 胴部下半外面 ×

46 KTS1-46 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 胴部下半外面 マメ科（Fabaceae)

47 KTS1-47 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 胴部下半外面 ツルマメ（Glycine max subsp. soja）

48 KTS1-48 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 胴部下半外面 ツルマメ（Glycine max subsp. soja）

49 KTS1-49 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 胴部下半外面 不明種

50 KTS1-50 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 胴部下半外面 ×

表1　勝坂遺跡等の圧痕同定一覧
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KTS １- ２　（図３ ３〜４）

　種子圧痕は、長さ5.8㎜、幅3.5㎜、厚さ2.2㎜の扁平の楕円形を呈し、中央部に臍が認められる。臍の長

さは2.1㎜、幅0.8㎜で、臍溝が明瞭に観察される。幼根部（radicular lobe）が盛り上がり、水浸・煮沸等

による膨張が認められる。形状、大きさからツルマメ（Glycine max  subsp. soja）と判断される。

KTS １- ３　（図３ ５〜７）

　種子圧痕は、長さ3.8㎜、幅2.8㎜、厚さ2.6㎜の扁平の楕円形を呈し、中央部に臍が認められる。臍の長

さは1.4㎜、幅0.5㎜で、臍溝が明瞭に観察される。表皮は夾雑物で覆われ凹凸をもつ。水浸・煮沸等の膨張は、

51 KTS1-51 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 胴部下半外面 マメ科（Fabaceae)

52 KTS1-52 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 胴部下半外面 マメ科（Fabaceae)

53 KTS1-53 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 胴部下半外面 マメ科（Fabaceae)

54 KTS1-54 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 胴部下半外面 マメ科（Fabaceae)

55 KTS1-55 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 口縁内面 マメ科（Fabaceae)

56 KTS1-56 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 口縁内面 マメ科（Fabaceae)

57 KTS1-57 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 口縁内面 ツルマメ（Glycine max subsp. soja）

58 KTS1-58 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 口縁内面 ツルマメ（Glycine max subsp. soja）

59 KTS1-59 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 口縁内面 ×

60 KTS1-60 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 頸部内面 ツルマメ（Glycine max subsp. soja）

61 KTS1-61 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 口縁内面 マメ科（Fabaceae)

62 KTS1-62 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 口縁内面 ×

63 KTS1-63 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 口唇 ツルマメ（Glycine max subsp. soja）

64 KTS1-64 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 口縁内面 ×

65 KTS1-65 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 口縁内面 マメ科（Fabaceae)

66 KTS1-66 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 口縁内面 マメ科（Fabaceae)

67 KTS1-67 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 マメ科（Fabaceae)

68 KTS1-68 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 胴部外面 ツルマメ（Glycine max subsp. soja）

69 KTS1-69 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 頸部外面 マメ科（Fabaceae)

70 KTS1-70 勝坂１次調査　SKS-1 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式並行 ０４３ ５９図４ 深鉢形土器 ×

71 KTS2 勝坂１次　KN05DE 縄文中期後半？ ？ No.5 D-E 深鉢 胴部断面 不明種

72 KTS3 勝坂１次　KN05DE 縄文中期後葉 曽利Ⅲ又はⅣ No.5 D-E 胴部断面 ×

73 KTS4 勝坂１次　KN08E'F' 縄文中期後葉 曽利Ⅳ式？ No.08 E'-F' 深鉢 胴部断面 ×

74 KTS5 勝坂１次　SKS1 縄文中期後葉 曽利Ⅳ式 深鉢 胴部断面 ツルマメ（Glycine max subsp. soja）

75 KTS6 勝坂１次　KNO15.2 縄文中期後葉 曽利Ⅳ - Ⅴ式 未掲載 浅鉢 胴下半部外面 ダイズ（Glycine max subsp. max）

76 TAN1-1 田名塩田　TBS J-20住 縄文中期中葉 勝坂１式 １２４ １５図３ 深鉢 胴部内面 マメ科（Fabaceae)

77 TAN1-2 田名塩田　P9上層 縄文中期中葉 勝坂１式 １２４ １５図３ 深鉢 胴部内面 アズキ型（Vigna angularis）

78 SAN1-1  山王平　SD21住　埋 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式 ８７図２ 深鉢 胴部下半外面 ×

79 SAN1-2  山王平　SD21住　埋 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式 ８７図２ 深鉢 ×

80 SAN1-3  山王平　SD21住　埋 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式 ８７図２ 深鉢 ×

81 SAN1-4  山王平　SD21住　埋 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式 ８７図２ 深鉢 胴部上半内面 ×

82 SAN1-5  山王平　SD21住　埋 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式 ８７図２ 深鉢 胴部上半内面 ×

83 SAN1-6  山王平　SD21住　埋 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式 ８７図２ 深鉢 胴部上半内面 不明種

84 SAN1-7  山王平　SD21住　埋 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式 ８７図２ 深鉢 胴部上半内面 不明種

85 SAN1-8  山王平　SD21住　埋 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式 ８７図２ 深鉢 胴部上半内面 ×

86 SAN1-9  山王平　SD21住　埋 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式 ８７図２ 深鉢 胴部上半内面 ×

87 SAN1-10  山王平　SD21住　埋 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式 ８７図２ 深鉢 胴部上半内面 不明種

88 SAN1-11  山王平　SD21住　埋 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式 ８７図２ 深鉢 胴部上半内面 ×

89 SAN2  山王平　SD21住　 縄文中期後葉 曽利Ⅱ式 ８７図5〜 10 深鉢 胴部内面 不明種

植物同定欄の×は、非植物起源の圧痕を示す。
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認められない。形状、大きさからツルマメ（Glycine max  subsp. soja）と判断される。

KTS １- ４　（図３ ８〜９）

　種子圧痕は、長さ4.4㎜、幅2.9㎜、厚さ2.1㎜の扁平の楕円形を呈する。表皮はやや凹凸をもつ。形状、

大きさからツルマメに類似するが臍部が未確認であるためマメ科（Fabaceae）とする。

KTS １- ５　（図３ 10）

　種子圧痕は、長さ3.9㎜、幅2.2㎜の楕円形を呈する。表皮はやや凹凸をもつ。同定の鍵となる部位が未

確認であるため不明種とする。

KTS １- ６　（図３ 11〜 12）

　種子圧痕は、長さ3.8㎜、幅3.0㎜、厚さ2.8㎜の扁平の楕円形を呈する。表皮はやや凹凸をもつ。形状、

大きさからツルマメに類似するが臍部が未確認であるためマメ科（Fabaceae）とする。

KTS １- ７　（図３ 13）

　種子圧痕は、長さ4.7㎜、幅3.0㎜の楕円形を呈する。表皮はやや凹凸をもつ。同定の鍵となる部位が未

確認であるため不明種とする。

KTS １- ８　（図３ 14）

　種子圧痕は、長さ3.8㎜、幅2.3㎜、厚さ1.9㎜の扁平な楕円形を呈する。表皮は平滑。形状、大きさから

ツルマメに類似するが臍部が未確認であるためマメ科（Fabaceae）とする。

KTS １- ９　（図３ 15〜 16）

　種子圧痕は、長さ4.1㎜、幅2.8㎜、厚さ2.6㎜の扁平な楕円形を呈する。表皮は平滑。形状、大きさから

ツルマメに類似するが臍部が未確認であるためマメ科（Fabaceae）とする。

KTS １-10　（図３ 17〜 18）

　種子圧痕は、長さ4.3㎜、幅3.1㎜、厚さ2.6㎜の扁平な楕円形を呈する。中央部に臍が認められる。臍の

長さは2.0㎜、幅0.9㎜で、臍溝がわずかに観察される。表皮は平滑。幼根部がわずかに盛り上がり、水浸・

煮沸等による膨張が認められる。形状、大きさからツルマメ（Glycine max  subsp. soja）と判断される。

KTS １-11　（図３ 19〜 20）

　種子圧痕は、長さ4.1㎜、幅2.8㎜、厚さ2.8㎜の楕円形を呈し、中央部に臍が認められる。臍は長さ1.2㎜、

幅0.6㎜で、長軸方向中央に臍溝がわずかに観察される。表皮はやや凹凸をもつ。水浸・煮沸等の膨張は、

認められない。形状、大きさからツルマメ（Glycine max  subsp. soja）と判断される。

KTS １-12　（図３ 21〜 23）

　種子圧痕は、長さ5.0㎜、幅4.4㎜、厚さ1.7㎜の両端部がやや尖った扁平楕円形を呈する。表皮は平滑。

同定の鍵となる部位が未確認であるため不明種とする。

KTS １-13　（図３ 24）

　種子圧痕は、長さ5.7㎜、幅3.8㎜の楕円形を呈する。表皮は平滑。同定の鍵となる部位が未確認である

ため不明種とする。

KTS １-14　（図４ １〜２）

　種子圧痕は、長さ4.7㎜、幅3.1㎜、厚さ2.5㎜の楕円形を呈し、中央部に臍が認められる。臍は長さ1.7㎜、

幅0.5㎜で、長軸方向中央に臍溝がわずかに観察される。表皮は凹凸をもつ。水浸・煮沸等の膨張は、認め

られない。形状、大きさからツルマメ（Glycine max  subsp. soja）と判断される。

KTS １-15　（図４ ３〜４）
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　種子圧痕は、長さ4.5㎜、幅3.1㎜、厚さ2.4㎜の扁平な楕円形を呈する。表皮は平滑。形状、大きさから

ツルマメに類似するが臍部が未確認であるためマメ科（Fabaceae）とする。

KTS １-16　（図４ ５〜６）

　圧痕は、長さ3.9㎜、幅2.4㎜、厚さ2.0㎜の両端部が楕円形を呈する。表皮はやや凹凸を持つ。同定の鍵

となる部位が未確認であるため不明種とする。

KTS １-17　（図４ ７）

　圧痕は、長さ4.2㎜、幅3.1㎜の楕円形を呈する。表皮はやや凹凸を持つ。同定の鍵となる部位が未確認

であるため不明種とする。

KTS １-19　（図４ ９〜 10）

　圧痕は、長さ4.3㎜、幅2.9㎜、厚さ2.8㎜の楕円形を呈する。表皮はやや凹凸を持つ。形状、大きさから

ツルマメに類似するが臍部が未確認であるためマメ科（Fabaceae）とする。

KTS １-20　（図４ 11〜 12）

　圧痕は、長さ4.2㎜、幅2.8㎜、厚さ2.0㎜の楕円形を呈する。表皮はやや凹凸を持つ。形状、大きさから

ツルマメに類似するが臍部が未確認であるためマメ科（Fabaceae）とする。

KTS １-21　（図４ 13〜 16）

  種子圧痕は、長さ4.0㎜、幅3.1㎜、厚さ2.2㎜の楕円形を呈し、中央部に臍が認められる。臍は長さ1.9㎜、幅0.6

㎜で、長軸方向中央に臍溝が観察される。種皮は、小さな六角形組織の集合体である膜状組織がみられる。

水浸・煮沸等の膨張は認められない。形状、大きさからツルマメ（Glycine max  subsp. soja）と判断される。

KTS １-23　（図４ 17〜 18）

　圧痕は、長さ4.1㎜、幅3.0㎜、厚さ2.7㎜の楕円形を呈する。表皮はやや凹凸を持つ。形状、大きさから

ツルマメに類似するが臍部が未確認であるためマメ科（Fabaceae）とする。

KTS １-24　（図４ 19〜 20）

　種子圧痕は、長さ4.1㎜、幅2.9㎜、厚さ2.8㎜の楕円形を呈し、中央部に臍が認められる。臍は長さ2.0㎜、

幅0.8㎜で、長軸方向中央に臍溝がわずかに観察される。表皮は凹凸をもつ。水浸・煮沸等の膨張は、認め

られない。形状、大きさからツルマメ（Glycine max  subsp. soja）と判断される。

KTS １-25　（図４ 21〜 22）

　種子圧痕は、長さ3.7㎜、幅2.4㎜、厚さ2.1㎜の楕円形を呈し、中央部に臍が認められる。臍は長さ1.6㎜、

幅0.6㎜で、長軸方向中央に臍溝が観察される。表皮はやや凹凸をもつ。水浸・煮沸等の膨張は、認められ

ない。形状、大きさからツルマメ（Glycine max  subsp. soja）と判断される。

KTS １-26　（図４ 23〜 24）

　圧痕は、長さ4.3㎜、幅2.8㎜、厚さ2.3㎜の楕円形を呈する。表皮はやや凹凸を持つ。形状、大きさから

ツルマメに類似するが臍部が未確認であるためマメ科（Fabaceae）とする。

KTS １-27　（図５ １〜２）

　圧痕は、幅3.2㎜、厚さ2.2㎜の扁平な楕円形を呈するが、全体の半分程度が欠損する。表皮はやや凹凸

を持つ。同定の鍵となる部位が未確認であるため不明種とする。

KTS １-28　（図５ ３〜４）

　種子圧痕は、長さ4.6㎜、幅2.9㎜、厚さ2.6㎜の楕円形を呈し、中央部に臍が認められる。臍は長さ1.6㎜で、

長軸方向中央に臍溝が観察される。表皮はやや凹凸をもつ。水浸・煮沸等の膨張は、認められない。形状、
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大きさからツルマメ（Glycine max  subsp. soja）と判断される。

KTS １-29　（図５ ５〜６）

　種子圧痕は、長さ3.9㎜、幅2.5㎜、厚さ2.0㎜の楕円形を呈し、中央部に臍が認められる。臍は長さ1.8㎜、

幅0.6㎜で、長軸方向中央に臍溝がわずかに観察される。表皮はやや凹凸をもつ。水浸・煮沸等の膨張は、

認められない。形状、大きさからツルマメ（Glycine max  subsp. soja）と判断される。

KTS １-30　（図５ ７〜８）

　種子圧痕は、長さ4.7㎜、幅3.2㎜、厚さ2.7㎜の楕円形を呈し、中央部に臍が認められる。臍は長さ1.8㎜、

幅0.7㎜で、長軸方向中央に臍溝が観察される。表皮はやや凹凸をもつ。水浸・煮沸等の膨張は、認められ

ない。形状、大きさからツルマメ（Glycine max  subsp. soja）と判断される。

KTS １-31　（図５ ９〜 10）

　圧痕は、長さ4.7㎜、幅3.2㎜、厚さ2.0㎜の楕円形を呈する。表皮はやや凹凸を持つ。形状、大きさから

ツルマメに類似するが臍部が未確認であるためマメ科（Fabaceae）とする。

KTS １-32　（図５ 11〜 12）

　種子圧痕は、長さ4.5㎜、幅3.0㎜、厚さ2.8㎜の楕円形を呈し、中央部に臍が認められる。臍は長さ1.9㎜、

幅0.5㎜で、長軸方向中央に臍溝が観察される。表皮はやや凹凸をもつ。水浸・煮沸等の膨張は、認められ

ない。形状、大きさからツルマメ（Glycine max  subsp. soja）と判断される。

KTS １-33　（図５ 13〜 14）

　圧痕は、長さ3.7㎜、幅2.7㎜、厚さ2.0㎜の楕円形を呈する。表皮はやや凹凸を持つ。形状、大きさから

ツルマメに類似するが臍部が未確認であるためマメ科（Fabaceae）とする。

KTS １-34　（図５ 15〜 16）

　種子圧痕は、長さ4.3㎜、幅2.9㎜、厚さ2.9㎜の楕円形を呈し、中央部に臍が認められる。臍は長さ2.5㎜、

幅0.7㎜で、長軸方向中央に臍溝が観察される。種皮は夾雑物に覆われるが、一部に膜状組織がみられる。

水浸・煮沸等の膨張は、認められない。形状、大きさからツルマメ（Glycine max  subsp. soja）と判断される。

KTS １-35　（図５ 17〜 18）

　種子圧痕は、長さ4.0㎜、幅2.9㎜、厚さ2.5㎜の楕円形を呈し、中央部に臍が認められる。臍は長さ1.9㎜、

幅0.6㎜で、長軸方向中央に臍溝が観察される。種皮は夾雑物で覆われるが、一部に膜状組織が見られる。

水浸・煮沸等の膨張は、認められない。形状、大きさからツルマメ（Glycine max  subsp. soja）と判断される。

KTS １-36　（図５ 19〜 20）

　圧痕は、長さ4.2㎜、幅2.9㎜、厚さ2.1㎜の楕円形を呈する。表皮は平滑。形状、大きさからツルマメに

類似するが臍部が未確認であるためマメ科（Fabaceae）とする。

KTS １-37　（図５ 21〜 22）

　圧痕は、長さ3.7㎜、幅2.9㎜、厚さ2.3㎜の楕円形を呈する。表皮はやや凹凸をもつ。一部に臍縁がみら

れるが、臍溝が不明瞭である。形状、大きさからツルマメに類似するが臍部の構造が不明瞭であるためマ

メ科（Fabaceae）とする。

KTS １-38　（図５ 23〜 24）

　種子圧痕は、長さ3.8㎜、幅2.6㎜、厚さ2.2㎜の楕円形を呈し、短軸方向の中央部、長軸方向やや端部

よりに臍が認められる。臍は長さ1.8㎜、幅0.6㎜で、長軸方向中央に臍溝が観察される。表皮は夾雑物

で覆われ凹凸がある。水浸・煮沸等の膨張は、認められない。形状、大きさからツルマメ（Glycine max  
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subsp. soja）と判断される。

KTS １-39　（図６ １〜２）

　種子圧痕は、長さ4.3㎜、幅2.5㎜、厚さ2.1㎜の楕円形を呈し、中央部に臍が認められる。臍は長さ1.6㎜、

幅0.6㎜で、長軸方向中央に臍溝が観察される。表皮は夾雑物で覆われ，やや凹凸が見られる。水浸・煮沸

等の膨張は、認められない。形状、大きさからツルマメ（Glycine max  subsp. soja）と判断される。

KTS １-40　（図６ ３〜４）

　種子圧痕は、長さ4.3㎜、幅2.9㎜、厚さ2.3㎜の楕円形を呈し、短軸方向の中央部、長軸方向やや端部よ

りに臍が認められる。臍は長さ1.5㎜、幅0.5㎜で、長軸方向中央に臍溝が観察される。表皮は夾雑物で覆

われる、やや凹凸が見られる。水浸・煮沸等の膨張は、認められない。形状、大きさからツルマメ（Glycine 

max  subsp. soja）と判断される。

KTS １-41　（図６ ５〜６）

　種子圧痕は、長さ3.9㎜、幅3.0㎜、厚さ2.5㎜の楕円形を呈し、短軸方向の中央部、長軸方向やや端部よ

りに臍が認められる。臍は長さ1.9㎜、現存幅0.3㎜で、長軸方向中央に臍溝が観察される。表皮は平滑。水浸・

煮沸等の膨張は、認められない。形状、大きさからツルマメ（Glycine max  subsp. soja）と判断される。

KTS １-42　（図６ ７〜８）

　圧痕は、幅4.8㎜、厚さ2.4㎜の扁平な楕円形を呈する。表皮はやや凹凸を持つ。同定の鍵となる部位が

未確認であるため不明種とする。

KTS １-43　（図６ ９〜 10）

　圧痕は、長さ4.6㎜、幅2.9㎜、厚さ2.0㎜の扁平な楕円形を呈する。表皮はやや凹凸を持つ。一部に臍縁

がみられるが、臍溝が不明瞭である。形状、大きさからツルマメに類似するが臍部の構造が不明瞭である

ためマメ科（Fabaceae）とする。

KTS １-44　（図６ 11〜 12）

　圧痕は、長さ4.1㎜、幅2.6㎜、厚さ2.2㎜の扁平な楕円形を呈する。表皮はやや凹凸を持つ。同定の鍵と

なる部位が未確認であるため不明種とする。

KTS １-46　（図６ 13〜 14）

　圧痕は、長さ4.4㎜、幅3.2㎜、厚さ2.5㎜の扁平な楕円形を呈する。表皮はやや凹凸を持つ。一部に臍縁

がみられるが、臍溝が不明瞭である。形状、大きさからツルマメに類似するが臍部の構造が不明瞭である

ためマメ科（Fabaceae）とする。

KTS １-47　（図６ 15〜 16）

　種子圧痕は、長さ3.8㎜、幅2.6㎜、厚さ1.9㎜の楕円形を呈し、短軸方向の中央部に臍が認められる。臍

は長さ1.7㎜、幅0.7㎜で、長軸方向中央に臍溝が観察される。表皮は平滑。水浸・煮沸等の膨張は、認め

られない。形状、大きさからツルマメ（Glycine max  subsp. soja）と判断される。

KTS １-48　（図６ 17〜 18）

　種子圧痕は、長さ4.1㎜、幅2.7㎜、厚さ2.2㎜の楕円形を呈し、短軸方向の中央部に臍が認められる。臍

は長さ2.6㎜、幅0.8㎜で、長軸方向中央に臍溝がわずかに観察される。表皮は平滑。水浸・煮沸等の膨張は、

認められない。形状、大きさからツルマメ（Glycine max  subsp. soja）と判断される。

KTS １-49　（図６ 19〜 20）

　圧痕は、長さ4.5㎜、幅2.6㎜、厚さ2.1㎜の扁平な楕円形を呈する。表皮はやや凹凸を持つ。同定の鍵と
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なる部位が未確認であるため不明種とする。

KTS １-51　（図６ 21〜 22）

　圧痕は、長さ3.6㎜、幅2.8㎜、厚さ2.4㎜の扁平な楕円形を呈する。表皮はやや凹凸を持つ。形状、大き

さからツルマメに類似するが臍部が未確認であるためマメ科（Fabaceae）とする。

KTS １-52　（図６ 23〜 24）

　圧痕は、長さ4.2㎜、幅3.2㎜、厚さ2.4㎜の扁平な楕円形を呈する。表皮はやや凹凸を持つ。形状、大き

さからツルマメに類似するが臍部が未確認であるためマメ科（Fabaceae）とする。

KTS １-53　（図７ １〜２）

　圧痕は、長さ4.1㎜、幅2.7㎜、厚さ1.9㎜の扁平な楕円形を呈する。表皮はやや凹凸を持つ。形状、大き

さからツルマメに類似するが臍部が未確認であるためマメ科（Fabaceae）とする。

KTS １-54　（図７ ３〜４）

　圧痕は、長さ4.2㎜、幅2.5㎜、厚さ2.3㎜の扁平な楕円形を呈する。表皮はやや凹凸を持つ。形状、大き

さからツルマメに類似するが臍部が未確認であるためマメ科（Fabaceae）とする。

KTS １-55　（図７ ５〜６）

　圧痕は、長さ3.6㎜、幅2.5㎜、厚さ2.4㎜の扁平な楕円形を呈する。表皮は凹凸を持つ。形状、大きさか

らツルマメに類似するが臍部が未確認であるためマメ科（Fabaceae）とする。

KTS １-56　（図７ ７〜８）

　圧痕は、長さ3.9㎜、幅2.8㎜、厚さ2.5㎜の扁平な楕円形を呈する。表皮は凹凸を持つ。形状、大きさか

らツルマメに類似するが臍部が未確認であるためマメ科（Fabaceae）とする。

KTS １-57　（図７ ９〜 10）

　圧痕は、長さ4.0㎜、幅2.6㎜、厚さ1.6㎜の扁平な楕円形を呈する。短軸方向の中央部、長軸方向のやや

端部よりに臍が認められる。臍は長さ1.6㎜、幅0.5㎜で、長軸方向中央に臍溝が観察される。表皮は平滑。

水浸・煮沸等の膨張は、認められない。形状、大きさからツルマメ（Glycine max  subsp. soja）と判断される。

KTS １-58　（図７ 11〜 12）

　圧痕は、長さ4.3㎜、幅2.9㎜、厚さ2.1㎜の扁平な楕円形を呈する。短軸方向の中央部、長軸方向のやや

端部よりに臍が認められる。臍は長さ1.8㎜、幅0.7㎜で、長軸方向中央に臍溝が観察される。表皮は平滑。

水浸・煮沸等の膨張は、認められない。形状、大きさからツルマメ（Glycine max  subsp. soja）と判断される。

KTS １-60　（図７ 13〜 14）

　圧痕は、長さ5.9㎜、幅3.8㎜、厚さ2.6㎜の扁平な楕円形を呈する。短軸方向の中央部、長軸方向のやや

端部よりに臍が認められる。臍は長さ1.9㎜、幅0.8㎜で、長軸方向中央に臍溝が観察される。表皮は平滑。

幼根部がわずかに膨らみ、水浸・煮沸等による膨張が認められる。形状、大きさからツルマメ（Glycine 

max  subsp. soja）と判断される。

KTS １-61　（図７ 15〜 16）

　圧痕は、長さ4.4㎜、幅2.9㎜の扁平な楕円形を呈する。表皮は凹凸を持つ。形状、大きさからツルマメ

に類似するが臍部が未確認であるためマメ科（Fabaceae）とする。

KTS １-63　（図７ 17〜 18）

　圧痕は、長さ4.4㎜、幅2.5㎜、厚さ2.2㎜の扁平な楕円形を呈する。短軸方向の中央部、長軸方向のやや

端部よりに臍が認められる。臍は長さ1.7㎜、幅0.6㎜で、長軸方向中央に臍溝が観察される。種皮は夾雑
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図３　勝坂遺跡土器圧痕 SEM 画像（１）

　KTS 1-1	 1	 2	 KTS 1-2　　　　　　3	 4

　KTS 1-3	 5	 6	 7	 KTS 1-4　　  　　　8

　	 9	 KTS 1-5　　　　　10	 KTS 1-6　　　　　11	 12

　KTS 1-7	 13	 KTS 1-8　　　　　14	 KTS 1-9　　　　　15	 16

　KTS 1-10	 17	 18	 KTS 1-11 　　　　19	 20

　KTS 1-12	 21	 22	 23	 KTS 1-13 　　　　24
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図４　勝坂遺跡土器圧痕 SEM 画像（２）

　KTS 1-14	 1	 2	 KTS 1-15　　　　　3	 4

　KTS 1-16	 5	 6	 KTS 1-17　　　　　7	 KTS 1-18　　　　　8

　KTS 1-19	 9	 10	 KTS 1-20　　　　 11	 12

　KTS 1-21	 13	 14	 15	 16

　KTS 1-23	 17	 18	 KTS 1-24　　　　19	 20

　KTS 1-25	 21	 22	 KTS 1-26　　　　23	 24
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図５　勝坂遺跡土器圧痕 SEM 画像（３）

　KTS 1-27	 1	 2	 KTS 1-28　　　　　3	 4

　KTS 1-29	 5	 6	 KTS 1-30　　　　　7	 8

　KTS 1-31	 9	 10	 KTS 1-32　　　　 11	 12

　KTS 1-33	 13	 14	 KTS 1-34　　　　 15	 16

　KTS 1-35	 17	 18	 KTS 1-36　　　　 19	 20

　KTS 1-37	 21	 22	 KTS 1-38　　　　 23	 24
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図６　勝坂遺跡土器圧痕 SEM 画像（４）

　KTS 1-39	 1	 2	 KTS 1-40　　　　　3	 4

　KTS 1-41	 5	 6	 KTS 1-42　　　　　7	 8

　KTS 1-43	 9	 10	 KTS 1-44　　　　 11	 12

　KTS 1-46	 13	 14	 KTS 1-47　　　　 15	 16

　KTS 1-48	 17	 18	 KTS 1-49　　　　 19	 20

　KTS 1-51	 21	 22	 KTS 1-52　　　　 23	 24
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図７　勝坂遺跡土器圧痕 SEM 画像（５）

　KTS 1-53	 1	 2	 KTS 1-54　　　　　3	 4

　KTS 1-55	 5	 6	 KTS 1-56　　　　　7	 8

　KTS 1-57	 9	 10	 KTS 1-58　　　　 11	 12

　KTS 1-60	 13	 14	 KTS 1-61　　　　 15	 16

　KTS 1-63	 17	 18	 KTS 1-65　　　　 19	 20

　KTS 1-66	 21	 22	 KTS 1-67　　　　 23	 24
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図８　勝坂遺跡・山王平遺跡土器圧痕 SEM 画像

　KTS 1-68	 1	 2	 3	 4

　KTS 1-69	 5	 6	 KTS 2　　　　　　 7	 8

　KTS 5	 9	 10	 11	 12

　KTS 6	 13	 14	 15	 16

　SAN 1-6	 17	 18	 SAN 1-7　　　　　19	 20

　SAN 1-10	 21	 22	 SAN 2　　　　　　23	 24
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物に覆われるが、一部に膜状組織が観察される。水浸・煮沸等の膨張は、認められない。形状、大きさか

らツルマメ（Glycine max  subsp. soja）と判断される。

KTS １-65　（図７ 19〜 20）

　圧痕は、長さ5.0㎜、幅3.2㎜、厚さ2.7㎜の扁平な楕円形を呈する。表皮はやや凹凸を持つ。形状、大き

さからツルマメに類似するが臍部が未確認であるためマメ科（Fabaceae）とする。

KTS １-66　（図７ 21〜 22）

　圧痕は、長さ3.9㎜、幅2.5㎜、厚さ2.4㎜の楕円形を呈する。表皮はやや凹凸を持つ。形状、大きさから

ツルマメに類似するが臍部が未確認であるためマメ科（Fabaceae）とする。

KTS １-67　（図７ 23〜 24）

　圧痕は、長さ4.1㎜、幅3.1㎜の楕円形を呈する。表皮はやや凹凸を持つ。形状、大きさからツルマメに

類似するが臍部が未確認であるためマメ科（Fabaceae）とする。

KTS １-68　（図８ １〜４）

　圧痕は、現存長4.7㎜、幅3.7㎜の楕円形を呈するが、端部が欠損する。表皮は夾雑物に覆われるが、一

部に膜状組織と見られる部分が観察される。水浸・煮沸等の膨張は、認められない。形状、大きさ、表皮

構造からツルマメ（Glycine max  subsp. soja）と判断される。

KTS １-69　（図８ ５〜６）

　圧痕は、長さ4.7㎜、幅3.4㎜、厚さ2.8㎜の楕円形を呈する。表皮はやや凹凸を持つ。形状、大きさから

ツルマメに類似するが臍部が未確認であるためマメ科（Fabaceae）とする。

KTS ２　（図８ 図７〜８）

　圧痕は、現存長3.2㎜、幅5.4㎜、厚さ3.0㎜の楕円形を呈し、端部の一部のみが残存する。表皮は平滑。

同定の鍵となる部位が見られず、不明種とする。

図９　田名塩田遺跡土器圧痕 SEM 画像

　TAN 1-1	 1	 2	 3	 4

　TAN 1-2	 5	 6	 7	 8
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KTS ５　（図８ ９〜 12）

　種子圧痕は、長さ5.2㎜、幅3.8㎜、厚さ3.3㎜の楕円形を呈する。長軸方向中央部に臍が認められる。臍

は長さ2.1㎜、幅0.9㎜で、長軸方向中央に臍溝が観察される。表皮には膜状組織の痕跡が一部認められる。

幼根部がわずかに膨らみ、水浸・煮沸等による膨張が認められる。形状、大きさからツルマメ（Glycine 

max  subsp. soja）と判断される。

KTS ６　（図８ 13〜 16）

　種子圧痕は、長さ9.5㎜、幅5.3㎜、厚さ3.4㎜の扁平な楕円形を呈する。短軸方向中央部、長軸方向や

や端部よりに臍が認められる。臍は長さ3.1㎜、幅1.0㎜で、長軸方向中央に臍溝が観察される。幼根部が

わずかに膨らみ、水浸・煮沸等による膨張が認められる。表皮は平滑。形状、大きさからダイズ（Glycine 

max  subsp. max）と判断される。

SAN １- ６　（図８ 17〜 18）

　圧痕は、長さ4.1㎜、幅3.3㎜、厚さ3.2㎜の楕円形を呈する。表皮はやや凹凸をもつ。同定の鍵となる部

位が見られず、不明種とする。

SAN １- ７　（図８ 19〜 20）

　圧痕は、長さ3.4㎜、幅2.8㎜、厚さ2.7㎜の楕円形を呈する。表皮はやや凹凸をもつ。同定の鍵となる部

位が見られず、不明種とする。

SAN １-10　（図８ 21〜 22）

　圧痕は、長さ4.4㎜、幅3.1㎜、厚さ2.8㎜の楕円形を呈する。表皮はやや凹凸をもつ。同定の鍵となる部

位が見られず、不明種とする。

SAN ２　（図８ 23〜 24）

　圧痕は、長さ3.4㎜、幅2.6㎜、厚さ2.5㎜の楕円形を呈する。表皮はやや凹凸をもつ。同定の鍵となる部

位が見られず、不明種とする。

TAN １- １　（図９ １〜４）

　圧痕は、長さ6.1㎜、幅4.1㎜、厚さ2.8㎜の楕円形を呈する。表皮はやや凹凸を持つ。形状、大きさから

ツルマメに類似するが臍部が未確認であるためマメ科（Fabaceae）とする。

TAN １- ２　（図９ ５〜８）

　種子圧痕は、長さ5.4㎜、幅3.3㎜、厚さ2.5㎜の俵状を呈する。短軸方向中央部、長軸方向端部に偏って

臍と種瘤が明瞭に認められる。臍は長さ2.4㎜、幅0.8㎜で、臍溝が見られない被膜型の構造をもつ。表皮

は平滑。形状、大きさからササゲ属アズキ型（Vigna angularis）と判断される。

４　考察

　勝坂遺跡第１次調査、山王平遺跡、田名塩田遺跡出土土器の植物圧痕調査により、マメ科ダイズ属27点、

ササゲ属アズキ亜属１点、マメ科28点、不明種15点が確認され、その多くがマメ科植物によって占められ

ている点が注目される。以下では、これらの検出状況を踏まえ、いくつかの課題について検討してみたい。

（１）多量種子が土器内に混入する意味

　勝坂遺跡１次調査Ｄ地点出土の連弧文土器からは、70点の圧痕が採集されたが胴部内面下半の観察がで

きなかったことを考慮すると、さらに多くの痕跡があると考えられる。レプリカ採取した試料の内、25点

がツルマメ（Glycine max  subsp. soja）、27点がマメ科 (Fabaceae)、11点が不明種、7点が植物以外の痕跡
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であった。マメ科とした試料も、臍構造は明らかでなかったが、大きさや形態の点ではツルマメに極めて

近似する。つまり、一つの土器に５０点以上の単一植物種子が含まれていることになる。

　種子圧痕は、土器全体の内外面に認められ、一部の部位に偏って付けられたものではない。圧痕付着の

状態は、土器表面から胎土内部にオーバーハングしているものが多い。遠藤英子によれば、このような状

態の圧痕は、外面から押し当てられたものではなく、土器の素材となる粘土の中に種子が混入した状態を

示している（７）。遠藤は、突帯文土器、浮線文土器、条痕文土器などの弥生時代成立期の土器に観察される

土器胎土をオーバーハングさせる種子圧痕について、粘土の状態での偶然の混入を想定している。

　土器製作には、土器の素材である粘土の精製、練り込み、土器成形、表面整形および調整、乾燥、焼成

のいくつかの段階がある。今回観察した勝坂遺跡のツルマメの種子混入のタイミングは、種子がほとんど

欠損していないことからも、土器成形以前で、しかも粘土の練り込みの最終段階であると推定される。場

所によって圧痕の密度に粗密があるのは種子の練り込みが不均一であったからであろう。ツルマメの大き

さは、いずれも長さ４㎜程度で、土器製作のみを考えれば中沢道彦が指摘するように焼成時の破裂の危険

性をはらむ（８）、むしろ除去すべき異物である。したがって、圧痕として残された種子は、土器製作時に偶

然に混入したというよりも、粘土の練り込み段階で意図的に混入された可能性が極めて高いと考える。

　単一土器から植物種子を複数混入する縄文時代中期の事例は、東京都本宿町遺跡のシソ属（９）、長野県目

切遺跡のアズキ（10）などが報告されており、土器製作時の種子混入に呪術的、あるいはそれ以外の何らか

の意図があったと考えられ、人とマメの関係性の深さを垣間見ることができる。

（２）ツルマメ種皮を覆う膜状組織　　

　混入したツルマメは、KTS １- ２、KTS １-60の

2点以外は膨潤の痕跡が見られず、ほとんど原形を

保っていると考えられる。これらの試料は、表面

が夾雑物に覆われているものも少なくないが、一

部に表皮組織が見られる試料が存在する。そのう

ち、KTS １-21・34・35・68、KTS 5の５点の種皮

には膜状組織が観察された。

　この膜状組織は、完熟したツルマメなどの表皮

に 認 め ら れ る も の で（11）、 一 辺10〜 20μm 程 度

の六角形状の組織が集合して蜂の巣型の膜状組織

（bloom）が種皮全体を覆うものである（図10）。

中山は、これをろう粉（wax bloom）と捉えてい

たが（12）、この膜組織にロウ（wax）成分はなく（13）、

疎水性のタンパク質で組成されると考えられてい

る（14）。S.Shao らは、ダイズ種子を覆うこれらの外皮膜が吸水性を阻害する組織であるとする（15）。種皮の

膜状組織は、現生ダイズ属種子の観察では、ツルマメと栽培ダイズの中でも極小粒のダイズなどに認めら

れる組織で、現在食用としている光沢のある栽培ダイズには認められないものである。

　野生ツルマメは、秋に完熟して莢が開裂して種子が飛び散り、地面に自然散布されるが、即座に発芽せず、

越冬の一定期間、休眠する性質をもつ。ツルマメの種子を覆う膜状組織（bloom）は難吸水性を保ち、完

熟種子が自然播種後短期間で水分を吸収し発芽することを抑制する役割を持っていると推定される。実際、

　	 1	 2

　	 3	 4
１・２：現生ツルマメ、３・４KTS1-21

図10　ツルマメの表皮組織の比較
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実験でツルマメを水浸すると、10個中１〜２個で膜状組織が失われ短時間で膨潤するが、他のほとんどの

種子は水を吸わず原形を保ったままの状態で維持された。

　勝坂遺跡のこれらの試料には蜂の巣状の膜状組織が観察され、種子の大きさをからみても、完熟段階の

ツルマメであることを示している。勝坂遺跡で検出されたツルマメ圧痕のほとんどに膨潤現象が認められ

ないことは、種皮を覆う膜状細胞に起因するものと推定される。

（３）ツルマメの大きさと形態　

　中山は、ツルマメを含む22種類の現生ダイズ属種子（N=50）の水浸実験と土器焼成実験を通じて、縄

文土器に含まれる圧痕の膨張係数を求め、乾燥時における種子の大きさを推定している。その内容は、膨

潤の認められない試料に対しては土器焼成時の収縮率を基に圧痕計測値全体に112％を、膨潤の認められ

る試料には長さ方向に72％、幅方向に91％、厚さ方向に95％を乗ずることで、種子本来の大きさを算出

するものである（16）。この方法を、勝坂遺跡のツルマメ種子圧痕にも応用し、乾燥段階におけるそれぞれの

大きさを求めたものが、表２である。

　現生ツルマメ（N = 50）では、乾燥段階で長さ3.5 〜 5.5mm、幅 2.8 〜 3.8 mm、厚さ1.9 〜 2.9 mm 

番号 試料名
時期

（縄文時代）

マメ圧痕（㎜） 乾燥値 長幅厚の比率 簡易体積

㎜３形態 形態分類 長さ 幅 厚さ 臍長 臍幅 長さ 幅 厚さ 長さ比 幅比 厚さ比

1 KTS1-1 中期後葉 ツルマメ型 A1 4.8 3.1 2.0 1.9 0.8 5.4 3.5 2.2 48.5% 31.3% 20.2% 41.6

2 KTS1-2 中期後葉 ツルマメ型 A1 5.8 3.5 2.2 2.1 0.8 4.2 3.2 2.1 44.2% 33.7% 22.1% 28.2

3 KTS1-3 中期後葉 ツルマメ型 A2 3.8 2.8 2.6 1.4 0.5 4.3 3.1 2.9 41.3% 30.4% 28.3% 38.7

4 KTS1-10 中期後葉 ツルマメ型 A2 4.3 3.1 2.6 2.0 0.9 4.8 3.5 2.9 43.0% 31.0% 26.0% 48.8

5 KTS1-11 中期後葉 ツルマメ型 A2 4.1 2.8 2.8 1.2 0.6 4.6 3.1 3.1 42.3% 28.9% 28.9% 44.2

6 KTS1-14 中期後葉 ツルマメ型 A1 4.7 3.1 2.5 1.7 0.5 5.3 3.5 2.8 45.6% 30.1% 24.3% 51.9

7 KTS1-21 中期後葉 ツルマメ型 A1 4.0 3.1 2.2 1.9 0.6 4.5 3.5 2.5 43.0% 33.3% 23.7% 39.4

8 KTS1-24 中期後葉 ツルマメ型 A2 4.1 2.9 2.8 2.0 0.8 4.6 3.3 3.1 41.8% 29.6% 28.6% 47.0

9 KTS1-25 中期後葉 ツルマメ型 A2 3.7 2.4 2.1 1.6 0.6 4.1 2.7 2.4 45.1% 29.3% 25.6% 26.6

10 KTS1-28 中期後葉 ツルマメ型 A2 4.6 2.9 2.6 1.6 5.2 3.3 2.9 45.5% 28.7% 25.7% 49.8

11 KTS1-29 中期後葉 ツルマメ型 A1 3.9 2.5 2.0 1.8 0.6 4.4 2.8 2.2 46.4% 29.8% 23.8% 27.1

12 KTS1-30 中期後葉 ツルマメ型 A2 4.7 3.2 2.7 1.8 0.7 5.3 3.6 3.0 44.3% 30.2% 25.5% 57.2

13 KTS1-32 中期後葉 ツルマメ型 A2 4.5 3.0 2.8 1.9 0.5 5.0 3.4 3.1 43.7% 29.1% 27.2% 52.7

14 KTS1-34 中期後葉 ツルマメ型 A2 4.3 2.9 2.9 2.5 0.7 4.8 3.3 3.3 42.6% 28.7% 28.7% 52.3

15 KTS1-35 中期後葉 ツルマメ型 A2 4.0 2.9 2.5 1.9 0.6 4.5 3.3 2.8 42.6% 30.9% 26.6% 41.6

16 KTS1-39 中期後葉 ツルマメ型 A1 4.3 2.5 2.1 1.6 0.6 4.8 2.8 2.4 48.3% 28.1% 23.6% 32.3

17 KTS1-40 中期後葉 ツルマメ型 A1 4.3 2.9 2.3 1.5 0.5 4.8 3.3 2.6 45.3% 30.5% 24.2% 41.2

18 KTS1-41 中期後葉 ツルマメ型 A2 3.9 3.0 2.5 1.9 0.3 4.4 3.4 2.8 41.5% 31.9% 26.6% 41.9

19 KTS1-48 中期後葉 ツルマメ型 A1 4.1 2.7 2.2 2.6 0.8 4.6 3.0 2.5 45.6% 30.0% 24.4% 34.5

20 KTS1-57 中期後葉 ツルマメ型 A1 4.0 2.6 1.6 1.6 0.5 4.5 2.9 1.8 48.8% 31.7% 19.5% 23.5

21 KTS1-58 中期後葉 ツルマメ型 A1 4.3 2.9 2.1 1.8 0.7 4.8 3.3 2.4 46.2% 31.2% 22.6% 38.0

22 KTS1-60 中期後葉 ツルマメ型 A1 5.9 3.8 2.6 1.9 0.8 4.2 3.5 2.5 41.7% 34.0% 24.3% 36.8

23 KTS1-63 中期後葉 ツルマメ型 A1 4.4 2.5 2.2 1.7 0.6 4.9 2.8 2.5 48.4% 27.5% 24.2% 34.3

24 KTS ５ 中期後葉 ツルマメ型 A2 5.2 3.8 3.3 2.1 0.9 3.7 3.5 3.1 36.2% 33.5% 30.3% 40.1

25 KTS ６ 中期後葉 扁平ダイズ型 B 9.5 5.3 3.4 3.1 1.0 6.8 4.8 3.2 45.9% 32.4% 21.7% 104.4

表2　勝坂遺跡のダイズ属 soja 亜属の種実圧痕出土一覧

乾燥値は、膨潤が認められる試料は長さ方向に72％、幅方向に91％、厚さ方向に95％の膨張係数を、膨潤が認められない試料は土器収縮分の112％を掛けて算出している。
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の範囲に収まり、50 粒あたりの簡易体積平均は34.1㎣、最大で60㎣となる（17）。勝坂遺跡の連弧文土器か

ら検出されたツルマメの乾燥時の簡易体積は23.5〜 57.2㎣で、すべてツルマメの範囲に収束する。一方、

KTS ６は簡易体積104.4㎣で栽培ダイズ型を示す。

　次に形態的には、どのような特徴をもっているのであろうか。

　中山は、これまで検出されている縄文時代のダイズ属種子を集成し、４つの形態に分類している（18）。そ

の内容は、以下の通りである。

　Ａ型� : ツルマメ型： 15 〜  60㎣程度の簡易体積を持ち現生ツルマメと同じ大きさの範囲に収束するタイ

プで、厚さ比が 25％未満の扁平形と25％を超える楕円形のものが含まれる。

　Ｂ型�：小型扁平ダイズ型： 61〜 150㎣の簡易体積を持つ小型栽培型の種子で、厚さ比が全体の25％未

満のタイプ　

　Ｃ型�：大型楕円ダイズ型： 151〜 350㎣の簡易体積を持つ大型栽培型の種子で、厚さ比が全体の25％を

超えるタイプ

　Ｄ型�：大型扁平ダイズ型： 300〜 450㎣の簡易体積を持つ大型栽培型の種子で、厚さ比が全体の25％未

満のタイプ

　この内容にしたがえば、KTS １-1・2・3・10・11・14・21・24・25・28・29・30・32・34・35・

39・40・41・48・57・58・60・63・68、KTS5がツルマメ型（Ａ型）、KTS6は小型扁平ダイズ型（Ｂ型）

に分類される。また、今回の勝坂遺跡検出のツルマメ種子は、栽培型ダイズと同様に、厚さ比（長幅厚の

合計値に対する厚さ値）が25％を境に２つに分類され、ここでは厚さ比25％未満をＡ１型、25％以上を

Ａ２型に分類した（表2、第11図）。つまり、これらのツルマメ種子の中にも、扁平なタイプと比較的丸み

を帯びた楕円形のタイプが存在することになる。こうした傾向は、現生ツルマメの中でも観察することが

できる。

　ツルマメにおけるこの潜在的な形態差は、栽培ダイズの形態差の発生のメカニズムを考える上でも重要

な要素と考える。

図11　ダイズ属種子の乾燥時の形態（勝坂遺跡）
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（４）栽培ダイズの種子圧痕

 　今回の勝坂遺跡の圧痕調査で、１点のみではあるが、栽培型ダイズが検出されている。

　その試料である KTS6は、乾燥時の大きさが、長さ6.8㎜、幅4.8㎜、厚さ3.2㎜、簡易体積104.4㎣の栽

培型ダイズで、同時期の中部高地で多く見られる小型扁平形の種子である。関東地方で栽培型ダイズの検

出例は、下宅部遺跡の縄文後期の事例が知られているが（19）、縄文時代中期後葉段階にも存在していること

が、改めて確認されたことになる。この種子圧痕を刻んだ土器が、勝坂遺跡周辺で製作されたものである

とすれば、この地域でダイズが栽培されていた可能性も考えられるが、中部高地からの土器の搬入も想定

され、明確な結論を出すことはできない。今後の調査研究によって、関東地方のダイズ栽培の起源を探る

必要があろう。

（５）マメ類と水産資源利用の相関性

　今回の調査では、縄文時代中期中葉から末葉の相模川流域で栽培型ダイズを含むダイズ属とササゲ属ア

ズキ亜属を利用していた実態が明らかとなった。佐野は、縄文時代の生業構造を概観し、中部地方の内陸

部では水産資源が乏しいために補完食料資源としてマメ類利用が促進されたと考えた（20）。相模川流域は内

陸部に核地域をもつ曽利式土器と連弧文土器の分布圏であるが、相模川は、たとえば八ヶ岳山麓の小河川

とは比較にならない、相応の淡水魚類資源の獲得が期待できる大河川である。したがって相模川流域では

淡水魚類が補完食料としての役割を担ったと考えられる。その点、八ヶ岳山麓周辺で検出頻度が高い栽培

型ダイズが、限定的な調査とはいえ今回の調査では1点しか確認できなかったことは示唆的であるかもし

れない。

　しかし、相模川流域の調査成果はマメ類利用と水産資源量の関係が単純ではないことも示唆する。縄文

時代生業におけるマメ類の評価、特に水産資源量との係りについては、獲得食糧資源に占めるマメ類の割合、

当該地域での水産資源量、サケマスなど遡河性魚類の有無とその遡河量の推定、水産資源獲得の技術など

多くの課題を解決しつつ検討する必要がある。関東地方の河川水系には縄文時代にサケマスの遡河状況に

違いがあったと考えられる。そうした地域性も重要な視点であろう。

　今回は相模川流域の遺跡を対象としたことで、勝坂式土器、曽利式土器と連弧文土器を調査することと

なった。今後、関東地方で圧痕調査を行っていく際には、加曽利Ｅ式土器に種子圧痕が検出されるかなど

土器型式との係りも興味深い課題であろう。

５　まとめ

　勝坂遺跡第1次調査、田名塩田遺跡群、山王平遺跡から出土した縄文時代中期の土器を対象に植物圧痕

調査を行った結果を報告したが、そのほとんどがダイズ属、アズキ亜属のマメ科であったことは、注目す

べき内容である。

　今回の調査研究を通して、明らかになった点を以下に整理してみたい。

　①　�多量のツルマメを検出した土器などの存在から、土器製作段階にこれらの種子を意図的に混入して

いること。その背景にマメのもつ呪術性などが想起され、縄文時代人がマメに対して高い意識をもっ

ていたことがわかる。

　②　検出されたツルマメの外皮に膜状構造が認められ、完熟したツルマメ種子が混入されていたこと。

　③　当時のツルマメの中にも、比較的扁平のタイプとやや丸みを帯びた楕円形のタイプが存在すること。

　④　関東地方においても、縄文時代中期後半に栽培ダイズが存在した可能性があること。
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　⑤　マメ類の利用が内陸部における水産資源の利用と相関している可能性があること。

　以上の点を踏まえ、今後同地域の圧痕調査および植物遺存体の研究をさらに進めていく必要があると考

える。

　

　相模原市立博物館の正洋樹氏と相模原市文化財保護課の領家玲美氏には資料調査の機会を提供していた

だいた。農業生物資源研究所の石本政男氏には現生ツルマメの種皮構造に関わるご教示をいただいた。ま

た相模原市立博物館協力員の方々には、種子圧痕の探索を手伝っていただいた。末筆ながら記して感謝し

たい。
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（
14
）
前
掲
註
（
10
）
参
照
。

（
15
）
鍵
岡
正
謹
「
五
姓
田
芳
柳
の
洋
風
画
」（『
特
別
展　

五
姓
田
の
す
べ
て
―
近
代
絵
画
へ
の
架
け
橋
―
』

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
・
岡
山
県
立
美
術
館
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
16
）
菅
原
真
弓
「
月
岡
よ
し
年
と
明
治
の
媒メ

デ
ィ
ア体

」（
太
田
記
念
美
術
館
『
没
後
一
二
〇
年
記
念　

月
岡
芳
年
』

印
象
社
、
二
〇
一
二
年
）。

（
17
）「
写
真　

樋
口
挑
雲　

さ
く
ら
町
三
丁
目
」「
写
真
所　

登
美
嶋　

さ
く
ら
町
四
丁
目
」
と
い
う
表
記
が

確
認
出
来
る
（
大
塚
宗
七[

編]

『
山
梨
縣
甲
府　

各
家
商
業
便
覧
』、
一
八
八
三
年
）。

（
18
）
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
出
さ
れ
た
『
甲
府
買
物
独
案
内
』（
伊
勢
屋
宗
助　

一
八
七
五
年
）
に
は
、

写
真
師
の
記
載
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
年
に
甲
府
に
お
い
て
、
画
家
の
野
口
小
蘋

（
一
八
四
七
〜
一
九
一
七
）
ら
を
写
真
に
お
さ
め
て
い
る
も
の
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
明
治
初
期
に
は
あ

る
程
度
、
甲
府
に
お
い
て
も
写
真
を
撮
る
習
慣
が
あ
っ
た
こ
と
が
示
唆
で
き
る
。
な
お
、
明
治
二
十
七

年（
一
八
九
四
）に
刊
行
さ
れ
た『
山
梨
鑑
』に
は
、い
く
つ
か
の
写
真
師
の
名
前
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

明
治
の
十
年
（
一
八
七
七
）
代
か
ら
二
十
年
（
一
八
八
七
）
代
に
か
け
て
、
甲
府
に
お
け
る
写
真
店
の

定
着
具
合
い
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
明
治
初
期
の
甲
府
に
お
け
る
写
真
店
に
つ
い
て
は
、
宮
澤
富
美
恵
氏

よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
19
）
日
野
原
健
司
「
月
岡
芳
年
の
画
業
―
江
戸
の
継
承
者
・
明
治
の
開
拓
者
」（
太
田
記
念
美
術
館
『
没
後

一
二
〇
年
記
念　

月
岡
芳
年
』
印
象
社
、
二
〇
一
二
年
）。

【
付
記
】

　

本
稿
執
筆
の
た
め
、
資
料
及
び
墓
碑
の
調
査
、
ま
た
写
真
の
掲
載
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
新
津

正
夫
様
に
は
、
多
大
な
る
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
調
査
の
際
に
、
山
梨
県
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
所
長
八
巻
與
志
夫
様
、
同
セ
ン
タ
ー
新
津
茂
様
、
山
梨
県
立
美
術
館
井
澤
英

理
子
様
よ
り
、
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
な
お
、
芳
年
錦
絵
作
品
の
写
真
掲
載
に
関
し

ま
し
て
は
、
太
田
記
念
美
術
館
日
野
原
健
司
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
こ

こ
に
記
し
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
山
梨
県
立
博
物
館
）
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が
出
来
る
状
況
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
明
確
で
は
な
い
も
の
の
、「
正
光
像
」
制
作
背
景
の
一

つ
と
し
て
、写
真
の
存
在
が
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、明
治
六
年（
一
八
七
三
）

に
刊
行
さ
れ
た
芳
年
の
手
に
よ
る
「
一
魁
随
筆　

山
姥　

怪
童
丸
」
は
、
西
洋
の
図
版
を
も
と
に

山
姥
と
金
太
郎
の
姿
が
描
か
れ
て
お
り
、
西
洋
の
陰
影
表
現
を
用
い
た
描
き
方
に
、
明
治
初
期
の

芳
年
が
興
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
芳
年
は
洋
画
を
意
識
し
て
お
り
、
例

え
ば
歴
史
に
登
場
す
る
人
物
を
題
材
と
し
た
五
十
一
枚
か
ら
な
る
揃
物
の
「
大
日
本
名
将
鑑
」（
明

治
十
年
頃
〜
明
治
十
三
年
）
は
、『
前
賢
故
実
』
の
図
様
か
ら
学
習
し
た
と
言
わ
れ
る
他
に
、
油

絵
の
よ
う
な
色
合
い
で
大
胆
に
画
面
が
構
成
さ
れ
て
お
り
、
洋
画
の
流
行
を
巧
み
に
取
り
入
れ
た

作
例
の
一
つ
と
言
え
る
と
の
、
指
摘
も
あ
る

（
（1
（

。
こ
の
よ
う
に
、
写
真
の
流
行
や
洋
画
へ
の
興
味
等
、

様
々
な
要
因
が
重
な
り
、「
正
光
像
」
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　

本
稿
に
お
い
て
、
新
津
家
に
伝
わ
る
三
点
の
肖
像
画
の
特
徴
を
述
べ
、
先
代
当
主
の
肖
像
画
を

次
期
当
主
が
仕
立
て
て
い
る
点
を
指
摘
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
芳
年
の
手
に
よ
る
「
正
光
像
」
に

焦
点
を
当
て
、
制
作
年
、
及
び
制
作
背
景
の
一
考
察
を
行
っ
た
。

　

な
お
芳
年
の
肉
筆
画
の
内
、
現
存
作
例
を
確
認
し
た
が
、
物
語
上
の
人
物
等
を
描
く
こ
と
は
あ

る
も
の
の
、
誰
か
特
定
の
個
人
肖
像
を
描
い
た
も
の
は
今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
お
そ

ら
く
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
「
正
光
像
」
が
芳
年
の
肉
筆
肖
像
画
作
品
の
中
で
は
初
出
で
あ
り
、

非
常
に
貴
重
な
作
品
の
一
つ
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
制
作
過
程
は
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
と
り
わ
け
、
甲
府

と
芳
年
と
の
繋
が
り
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
今
現
在
、
甲
府
で
描
か
れ
た
と

さ
れ
る
芳
年
の
作
品
が
ほ
ぼ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
の
研
究
は
容
易
で
は
な
い
も

の
の
、「
正
光
像
」
の
よ
う
に
、
芳
年
作
品
が
以
後
甲
府
で
発
見
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

芳
年
の
画
業
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
も
、
甲
府
に
お
け
る
芳
年
の
活
動
を
、
よ
り
一
層
鮮
明
に
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

甲
斐
の
国
は
、
江
戸
か
ら
そ
う
遠
く
は
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
幕
絵
の
作
成
等
で
、
広
重
な

ど
の
浮
世
絵
師
達
が
来
甲
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
等
と
甲
府
と
の
関
わ
り
は
未
だ
解
明

さ
れ
て
い
な
い
点
が
多
く
、
芳
年
の
み
な
ら
ず
、
甲
府
と
浮
世
絵
師
と
の
関
係
を
明
白
に
し
て
い

く
こ
と
を
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

【
註
】

（
1
）
墓
碑
に
は
「
義
」
の
字
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
上
巻
絹
部
分
の
書
き
込
み
中
で
は
「
儀
」
の
字
が
使
わ

れ
て
い
る
た
め
、
作
品
名
に
は
「
儀
」
の
字
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

（
2
）「
生
像
」
の
解
釈
に
関
し
て
は
、
慶
應
義
塾
大
学
内
藤
正
人
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、「
肖
」

と
「
生
」
の
音
を
音
通
さ
せ
て
、
よ
く
似
て
い
る
肖
像
画
、
つ
ま
り
「
生
像
」
と
作
品
名
に
つ
け
た
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
、三
井
記
念
美
術
館
樋
口
一
貴
氏
よ
り
ご
教
示
賜
っ
た
。記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
3
）『
肖
像
画
の
魅
力
―
歴
史
を
見
つ
め
た
眼
差
し
―
』（
茨
城
県
立
歴
史
館
、
二
〇
一
二
年
）。

（
4
）
現
在
の
掛
軸
の
形
態
と
な
っ
た
の
は
、現
当
主
で
あ
る
新
津
正
夫
氏
が
「
正
光
像
」
発
見
後
、装
丁
を
行
っ

た
た
め
で
あ
る
。

（
5
）
萩
原
賴
平
［
編
］『
甲
斐
志
料
集
成
一
二　

雜
纂
・
補
遺
』（
甲
斐
志
料
刊
行
會
、
一
九
三
五
年
）。

（
6
）
瀬
木
慎
一
「
新
発
見
・
芳
年
の
幔
幕
」（『
芸
術
新
潮
』
二
十
七
巻
三
号
、
新
潮
社
、
一
九
七
六
年
）。

（
7
）
内
田
實
『
廣
重
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
二
年
）。

（
8
）
瀬
木
慎
一
「
芳
年
の
人
間
と
芸
術
」（『
最
後
の
浮
世
絵
師
―
最
初
の
劇
画
家　

月
岡
芳
年
の
全
貌
展
』

西
武
美
術
館
、
一
九
七
七
年
）。

（
9
）
芳
年
が
月
岡
の
姓
を
名
乗
り
始
め
る
の
は
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
以
降
で
あ
る
。
芳
年
の
祖
父
の

弟
に
月
岡
雪
斎
と
い
う
画
家
が
い
る
が
、
雪
斎
が
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
に
没
し
た
後
、
後
継
者
と

し
て
慶
応
元
年
に
月
岡
の
姓
を
継
い
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（
10
）
松
村
梢
風
「
本
朝
畫
人
傳　

大
蘇
芳
年
」（『
苦
楽
』
四
巻
九
号
、
苦
楽
社
、
一
九
四
九
年
）。

（
11
）
甲
府
市
市
編
さ
ん
委
員
会
〔
編
〕『
甲
府
市
史　

別
編
Ⅱ　

美
術
工
芸
』（
甲
府
市
役
所
、一
九
八
八
年
）。

（
12
）
楢
崎
宗
重
「
峡
中
浮
世
繪
展
に
拾
ふ
（
其
二
）
甲
府
に
於
け
る
芳
年
の
畫
業
」（『
浮
世
繪
界
』
第
三
巻

第
九
号
、
浮
世
繪
同
好
會
、
一
九
三
八
年
）。

（
13
）
前
掲
註
（
12
）
参
照
。
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二
点
以
上
に
写
実
的
な
表
現
が
重
視
さ
れ
陰
影
表
現
が
効
果
的
に
用
い
ら
れ
る
な
ど
、
ま
る
で
写

真
を
意
識
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
写
真
を
も
と
に
描
い
た
可

能
性
を
提
示
し
て
お
き
た
い
（
図
9
）。

　

例
え
ば
、
芳
年
と
同
じ
く
国
芳
門
下
に
い
た
こ
と
が
あ
る
、
五
姓
田
芳
柳
（
一
八
二
七
〜

九
二
）
が
描
い
た
肖
像
画
に
は
、
写
真
を
も
と
に
描
い
た
も
の
が
散
見
さ
れ
る
。
芳
柳
は
、
浮
世

絵
や
狩
野
派
を
学
ん
だ
後
、
独
学
で
洋
画
の
技
法
を
取
り
入
れ
、
ぼ
か
し
を
駆
使
し
て
立
体
感
や

明
暗
を
あ
ら
わ
し
た
、
横
浜
絵
と
呼
ば
れ
る
作
品
を
多
く
生
み
出
し
た
画
家
で
あ
る
。
写
真
を
下

書
き
と
し
て
多
く
の
肖
像
画
を
残
し
て
い
る
が
、
既
存
作
例
に
、
明
治
天
皇
の
尊
影
を
写
真
を
も

と
に
描
い
た
作
品
も
見
受
け
ら
れ
る

（
（1
（

。

　

実
際
の
と
こ
ろ
、
芳
年
が
描
く
人
物
像
は
、
と
り
わ
け
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
代
以
降
、

写
実
性
を
よ
り
帯
び
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。
例
え
ば
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
か
ら
明
治

二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
揃
物
「
新
撰
東
錦
絵
」
は
、
歌
舞
伎
な
ど
が
題

材
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
従
来

の
役
者
絵
と
比
べ
る
と
、
よ
り
リ

ア
リ
テ
ィ
ー
が
重
視
さ
れ
て
い

る
（
図
10
）。
ま
た
、『
や
ま
と

新
聞
』
の
付
録
で
あ
る
浮
世
絵

版
画
の
「
近
世
人
物
誌
」（
明
治

十
九
年
〜
二
十
年
）
中
、「
第
七

　

力
士
梅
ヶ
谷
藤
太
郎
」
な
ど

は
、
描
く
に
あ
た
り
も
と
と
し

た
写
真
や
、
そ
れ
と
目
さ
れ
た

も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
と
言
う

（
（1
（

。

芳
年
の
兄
弟
子
に
あ
た
る
落
合

芳
幾
が
明
治
三
年
に
描
い
た
「
俳

優
写
真
鏡
」
な
ど
、
写
真
を
錦
絵

で
表
現
し
よ
う
と
試
み
た
作
例

も
あ
り
、
明
治
初
期
に
は
流
行
し

始
め
て
い
た
写
真
を
、
浮
世
絵
師
達
が
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

に
、
写
真
を
も
と
と
し
た
作
例
や
、
写
真
を
意
識
し
た
作
品
が
浮
世
絵
版
画
に
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
本
作
を
描
く
に
あ
た
っ
て
、
写
真
を
活
用
し
た
可
能
性
は
非
常
に
高
い
と
言
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
明
治
初
期
の
甲
府
に
お
い
て
、
ど
れ
だ
け
写
真
を
撮
る
と
い
う
習
慣
が
浸
透

し
て
い
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
に
出
さ
れ
た
『
山
梨
縣
甲
府　

各

家
商
業
便
覧
』
に
は
、
写
真
を
撮
る
こ
と
を
生
業
と
し
て
い
た
店
舗
が
二
軒
確
認
出
来
る
が

（
（1
（

、
そ

れ
以
前
の
記
録
に
お
い
て
、
甲
府
で
写
真
店
が
営
わ
れ
て
い
た
と
い
う
確
実
な
記
録
を
、
今
現
在

示
す
こ
と
は
難
し
い

（
（1
（

。

　

よ
っ
て
、
当
時
の
甲
府
で
正
光
氏
の
写
真
が
存
在
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
、
手
に
い
れ
る
こ
と

図10　月岡芳年筆「新撰東錦絵　於富与三郎話」
　　　（太田記念美術館蔵）
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世
絵
版
画
の
「
和
漢
百
物
語
」
中
に
記
さ
れ
た
署
名
（
図
6
）
と
比
べ
て
み
る
と
、「
正
光
像
」

に
記
さ
れ
た
署
名
（
図
7
）
と
は
「
芳
」
の
入
り
の
角
度
や
「
年
」
の
書
き
方
が
少
々
異
な
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
、二
度
目
の
入
甲
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。芳
年
は
、画
家
の
小
林
永
濯（
一
八
四
三

〜
一
八
九
〇
）と
と
も
に
再
度
甲
府
を
訪
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。肉
筆
画
を
描
く
た
め
の
遊
歴
だ
っ

た
が
、
狩
野
派
に
学
ん
だ
永
濯
に
肉
筆
画
で
は
敵
わ
ず
冷
遇
さ
れ
た
た
め
、
甲
府
に
永
濯
一
人
を

残
し
て
東
京
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。こ
れ
に
よ
っ
て
二
人
の
仲
が
悪
く
な
り
、

そ
の
後
交
友
が
絶
え
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
が
、
真
偽
の
ほ
ど
は
定
か
で
は
な
い

（
（1
（

。

　

な
お
、
甲
府
を
少
な
く
と
も
二
度
訪
れ
る
中
で
、
芳
年
は
い
く
つ
か
の
肉
筆
画
を
制
作
し
て
い

る
。
甲
府
に
お
い
て
、昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
に
第
一
回
目
が
、昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）

に
第
二
回
目
の
、
輔
仁
倶
樂
部
主
催
に
よ
る
「
峡
中
浮
世
繪
展
覽
會
」
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
個

人
蔵
の
作
品
を
中
心
と
し
て
、
甲
府
に
現
存
し
て
い
た
多
く
の
浮
世
絵
作
品
が
出
展
さ
れ
て
い

た
（
（1
（

。
そ
の
中
で
も
、
芳
年
の
手
に
よ
る
肉
筆
作
品
は
多
く
、
屏
風
や
襖
絵
な
ど
、
甲
府
の
地
で
制

作
さ
れ
た
も
の
が
展
示
さ
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る

（
（1
（

。
な
お
、
そ
の
出
展
作
の
中
で
注
目
す
べ
き

は
、象
と
見
立
文
殊
菩
薩
が
描
か
れ
た
金
屏
風
で
あ
る
。
屏
風
に
は
「
辛
未
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

つ
ま
り
辛
未
の
年
で
あ
る
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
、
本
屏
風
が
描
か
れ
た
説
が
現
在
濃
厚
と

な
っ
て
い
る

（
（1
（

。
よ
っ
て
、
お
そ
ら
く
明
治
四
年
こ
そ
、
永
濯
と
芳
年
が
と
も
に
甲
府
を
訪
れ
た
、

ま
さ
に
そ
の
年
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
甲
府
か
ら
帰
っ
た
後
、
芳
年
は
精
神
を
病
ん

だ
と
言
わ
れ
て
お
り

（
（1
（

、
病
に
な
っ
た
年
が
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
頃
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て

も
、
明
治
四
年
に
甲
府
を
訪
れ
て
い
た
可
能
性
は
非
常
に
高
い
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
こ
こ
で
正
光
氏
の
没
年
を
も
う
一
度
思
い
出
し
て
ほ
し
い
。
正
光
氏
は
、
明
治
三
年

に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
没
後
の
明
治
三
年
以
降
に
そ
の
肖
像
画
が
描
か
れ
て
い
る
可
能

性
が
高
い
。明
治
四
年
に
芳
年
が
甲
府
を
訪
れ
て
い
た
と
な
る
と
、正
光
氏
の
没
後
一
年
目
と
な
り
、

ま
さ
に
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
肖
像
画
が
描
か
れ
た
と
考
え
る
の
が
、
自
然
な
流
れ
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
な
お
、「
正
光
像
」
に
残
さ
れ
て
い
る
署
名
（
図
7
）
が
、
明
治
五
〜
六
年
（
一
八
七
二
〜

七
三
）
に
描
か
れ
た
浮
世
絵
作
品
の
「
一
魁
随
筆
」
に
記
さ
れ
て
い
る
署
名
（
図
8
）
と
、「
芳
年
」

の
形
が
類
似
す
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
同
時
期
に
描
か
れ
た
可
能
性
は
高
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

峡
中
浮
世
絵
展
に
出
品
さ
れ
て
い
た
、
芳
年
作
品
の
所
在
を
今
現
在
示
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
芳

年
が
来
甲
し
て
い
た
と
い
う
確
固
た
る
証
拠
を
提
示
出
来
な
い
こ
と
も
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
、
明

治
四
年
に
確
実
に
芳
年
が
甲
府
を
訪
れ
て
い
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
ま
た
、
新
津
家
と
芳
年
の

関
連
も
確
か
な
こ
と
は
判
明
し
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
断
定
す
る
こ
と
は
出

来
か
ね
る
も
の
の
、
明
治
四
年
頃
に
甲
府
を
訪
れ
て
い
た
芳
年
が
「
正
光
像
」
を
描
い
た
可
能
性

が
高
い
こ
と
を
、
本
稿
で
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

⑶　

肖
像
画
の
特
徴

　

そ
れ
で
は
最
後
に
、「
正
光
像
」
の
特
徴
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
本
像
は
、
正
光
氏
没
後
、
明

治
四
年
頃
に
芳
年
の
手
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
既
に
指
摘
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
没
後
の
制
作
と
な
る
と
、
肖
像
画
を
描
く
に
あ
た
り
、
芳
年

が
何
を
も
と
に
し
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

な
お
、
明
治
四
年
頃
の
制
作
と
し
た
が
、
正
光
氏
が
亡
く
な
る
明
治
三
年
頃
か
ら
既
に
甲
府
入

り
し
て
い
た
芳
年
が
、
亡
く
な
る
九
月
十
七
日
ま
で
に
正
光
氏
本
人
と
会
い
、
そ
の
生
前
の
姿
を

見
て
制
作
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
ず
、
生
き
て
い
る
内
に
描
い
た
、
も
し
く
は
生
前
の
姿
を
思

い
出
し
て
没
後
描
い
た
、
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
う
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
本
作
は
、
他
の

図８　�月岡芳年筆「一魁随筆
真田左エ門尉幸村」（部
分）（太田記念美術館蔵）
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た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
郷
光
氏
の
没
年
が
安
政
六
年
で
あ
り
、
郷
光
氏
と
正
光
氏
と
の
間
に
亡
く

な
っ
た
当
主
ら
し
き
人
物
の
墓
碑
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
郷
光
氏
の
後
に
新
津
家
当
主

を
継
い
だ
人
物
は
、
正
光
氏
と
見
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
正
光
氏
は
明
治
三
年
に
亡
く

な
っ
て
い
る
が
、「
郷
光
像
」
の
制
作
年
が
当
主
の
没
後
で
あ
る
こ
と
か
ら
、正
光
氏
の
肖
像
画
も
、

お
そ
ら
く
明
治
三
年
頃
の
制
作
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
芳
年
の
作
画
時
期
は
幕
末
か
ら
明
治
前
期

に
か
け
て
で
あ
り
、
正
光
氏
の
没
し
た
明
治
三
年
と
ち
ょ
う
ど
合
致
す
る
。

　

以
上
の
点
か
ら
、
芳
年
の
手
に
よ
る
本
作
を
、
正
光
氏
が
描
か
れ
た
も
の
と
仮
定
し
た
。
も
ち

ろ
ん
、
正
光
氏
以
外
の
新
津
家
の
人
物
を
描
い
た
、
も
し
く
は
新
津
家
以
外
の
人
物
を
対
象
と
し

た
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
枚
だ
け
ま
く
り
の
状
態
で
あ
っ
た
と
は
言

え
、
高
光
氏
と
郷
光
氏
の
肖
像
画
が
伝
わ
る
中
で
、
一
点
だ
け
当
主
の
も
の
で
は
な
い
と
は
考
え

難
い
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
な
ぜ
江
戸
の
浮
世
絵
師
で
あ
る
芳
年
に
、
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
こ
で
今
度
は
、芳
年
と
甲
府
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、ま
た
い
か
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
「
正

光
像
」
が
描
か
れ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。

　

⑵　

芳
年
と
甲
府
の
関
係

　

広
く
知
ら
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
芳
年
は
甲
府
の
地
を
少
な
く
と
も
二
度
訪
れ
て
お
り
、
一

度
目
は
、
甲
府
の
道
祖
神
祭
で
使
用
す
る
幕
絵
を
制
作
す
る
た
め
の
入
甲
で
あ
っ
た
。
甲
府
で
は

道
祖
神
祭
の
際
、
祭
礼
幕
絵
を
町
中
に
飾
る
文
化
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
描
く
た
め
に
、
浮
世
絵
師

ら
が
呼
ば
れ
て
い
た
。
芳
年
も
幕
絵
制
作
の
た
め
に
甲
府
を
訪
れ
て
お
り
、
若
尾
謹
之
助
氏
に
よ

る
『
甲
州
年
中
行
事
』
中
に
は
、「
太
閤
記　

魁
斎
芳
年　

柳
町
四
丁
目
」
と
記
さ
れ
、
柳
町
四

丁
目
で
芳
年
が
太
閤
記
を
題
材
と
し
た
幕
絵
を
描
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

（
（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
後
芳
年
の
幕
絵
は
行
方
不
明
と
な
り
、昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
に
瀬
木
慎
一
氏
に
よ
っ

て
発
見
さ
れ
る
ま
で
、
確
か
な
所
在
は
不
明
で
あ
っ
た

（
（
（

。「
佐
久
間
盛
政
羽
柴
秀
吉
を
狙
ふ
」
と

題
さ
れ
た
、
縦
一
九
五
・
〇
×
横
九
〇
〇
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
こ
の
巨
大
な
道
祖
神

祭
幕
絵
は
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
頃
の
制
作
と
伝
え
ら
れ
る
。
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
賤
ヶ

岳
合
戦
の
一
場
面
で
あ
り
、
秀
吉
が
勝
家
の
甥
で
あ
る
佐
久
間
盛
政
と
ま
さ
に
対
峙
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
内
田
實
氏
に
よ
る
、
歌
川
広
重
に
関
す
る
初
期
の
研
究
書
、『
廣
重
』
中
に
、
道

祖
神
祭
の
幕
絵
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
、「
幕
ノ
内
尤
モ
著
名
ニ
シ
テ
今
尚
人
ノ
喧
傳
ス
ル
ハ
北

齋
富
士
ノ
巻
狩
初
代
廣
重
五
十
三
次
二
代
廣
重
江
戸
名
所
芳
年
太
閤
記
等
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い

る
が
、
当
時
多
く
飾
ら
れ
た
幕
絵
の
中
で
も
、
芳
年
の
も
の
が
北
斎
や
広
重
と
並
ん
で
優
れ
た
作

品
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
だ
ろ
う

（
（
（

。
な
お
、
幕
絵
が
制
作
さ
れ
た
頃
に
出
さ
れ
た
『
江

戸
歳
盛
記
』（
慶
応
元
年
）
所
載
の
「
浮
世
絵
師
評
判
的
階
級
」
に
お
い
て
、
芳
年
は
浮
世
絵
師

の
人
気
順
位
で
十
位
に
そ
の
名
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
二
年
後
に
は
、
第
四
位
に
ま
で
順
位
を
上

げ
て
い
る

（
（
（

。
ま
さ
に
、
そ
の
人
気
が
認
め
ら
れ
て
き
た
頃
に
、
甲
府
で
幕
絵
制
作
を
行
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
幕
絵
が
描
か
れ
た
年
に
「
正
光
像
」
が
描
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
正
光
像
」

に
記
さ
れ
て
い
る
「
月
岡
」
と
い
う
苗
字
は
、
慶
応
元
年
か
ら
芳
年
が
用
い
始
め
た
と
伝
え
ら
れ

て
お
り

（
（
（

、
慶
応
元
年
頃
、
幕
絵
を
描
く
た
め
に
甲
府
を
訪
れ
て
い
た
芳
年
が
、
肖
像
画
を
も
手
掛

け
て
い
た
可
能
性
は
否
定
出
来
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
慶
応
元
年
に
描
か
れ
た
、
例
え
ば
、
浮

図６　�月岡芳年筆「和漢百物語　主馬介卜
部季武」（部分）（太田記念美術館蔵）

図７　�月岡芳年筆「新津清右衛門正光像」
（部分）
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が
ら
、
墓
碑
の
調
査
か
ら
没
後
の

制
作
が
濃
厚
と
な
り
、
お
そ
ら
く

「
生
像
」
と
は
、
面
相
の
写
生
像
、

つ
ま
り
「
生

し
ょ
う

写
し
」
の
意
味
合

い
で
使
わ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。肖
像
画
の
用
語
と
し
て「
生

像
」
と
い
う
語
彙
は
あ
ま
り
使
用

さ
れ
な
い
が
、顔
の
特
徴
な
ど
に
、

本
人
の
容
貌
を
捉
え
て
描
き
出
そ

う
と
す
る
試
み
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
生
像
」と
つ
け
ら
れ
た
の
だ
と
想
定
す
る

（
（
（

。「
寫
之
」

と
あ
る
の
も
、
本
人
の
姿
を
写
生
し
た
、
と
の
意
か
ら
つ
け
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
な
お
、肖
像
画

が
写
実
性
を
帯
び
る
よ
う
に
な
る
の
は
江
戸
時
代
後
半
か
ら
と
言
わ
れ
て
お
り

（
（
（

、
ま
さ
し
く
幕
末

期
に
描
か
れ
た
こ
れ
ら
の
肖
像
画
が
、
写
実
性
を
帯
び
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　

さ
て
、
前
当
主
が
亡
く
な
っ
た
際
、
新
し
い
新
津
家
の
当
主
は
、
先
代
当
主
の
姿
を
肖
像
画
と

し
て
残
し
て
い
た
。「
高
光
像
」
を
郷
光
氏
が
、「
郷
光
像
」
を
正
光
氏
が
仕
立
て
た
が
、
こ
こ
で

注
目
し
た
い
の
は
、「
郷
光
像
」
を
仕
立
て
た
正
光
氏
が
描
か
れ
て
い
る
と
仮
定
し
た
、
三
点
目

の
肖
像
画
で
あ
る
。

　

月
岡
芳
年
の
筆
に
よ
る
「
新
津
清
右
衛
門
正
光
像
」（
以
下
「
正
光
像
」）
は
、
三
点
の
中
で
も

と
り
わ
け
写
実
性
を
帯
び
た
作
品
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
出
の
二
点
と
異
な
り
、
上
巻
絹

部
分
に
当
時
の
書
き
込
み
等
は
見
当
た
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
「
正
光
像
」
発
見
時
、
本
作
は
軸
装

さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
く
り
の
状
態
で
見
つ
か
っ
た
か
ら
で
あ
る

（
（
（

。
ま
た
、
本
紙
に
芳

年
の
落
款
が
残
さ
れ
て
い
る
以
外
に
特
に
書
き
込
み
等
が
見
つ
か
ら
ず
、
三
点
の
中
で
最
も
情
報

量
が
少
な
い
作
品
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
状
況
で
、
な
ぜ
正
光
氏
が
描
か
れ
た
も
の
と
本

作
を
想
定
し
た
の
か
、
次
項
に
お
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

二　

月
岡
芳
年
筆
「
新
津
清
右
衛
門
正
光
像
」

　

⑴　

最
後
の
浮
世
絵
師
、
月
岡
芳
年

　

ま
ず
、「
正
光
像
」
を
描
い
た
月
岡
芳
年
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
く
。
芳
年
は
、
天
保
十

年
（
一
八
三
九
）、
新
橋
の
商
家
に
生
ま
れ
た
。
そ
の
後
、
十
一
歳
で
浮
世
絵
師
で
あ
る
歌
川
国

芳
（
一
七
九
七
〜
一
八
六
一
）
に
入
門
し
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）、
十
五
歳
の
頃
に
、
初
作

と
見
ら
れ
る
大
判
錦
絵
三
枚
続
の
「
文
治
元
年
平
家
の
一
門
海
中
落
入
る
図
」
を
描
い
て
い
る
。

そ
の
後
、
安
政
元
年
（
一
八
六
〇
）
頃
か
ら
活
発
な
作
画
活
躍
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
役
者

絵
や
武
者
絵
な
ど
を
幕
末
期
の
世
相
を
取
り
入
れ
制
作
す
る
が
、
繊
細
な
筆
遣
い
か
ら
描
き
出
さ

れ
る
場
面
は
時
に
怪
奇
的
で
、
独
走
的
な
様
相
を
も
呈
し
て
い
た
。
兄
弟
子
で
あ
る
落
合
芳
幾

（
一
八
三
三
〜
一
九
〇
四
）
と
の
分
作
「
英
名
二
十
八
衆
句
」
は
と
り
わ
け
有
名
で
、
そ
の
残
虐

な
場
面
描
写
か
ら
「
血
み
ど
ろ
絵
」
と
ま
で
称
さ
れ
て
い
る
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
頃
に
精

神
を
病
む
も
の
の
、
そ
の
後
回
復
を
見
せ
、
錦
絵
新
聞
の
需
要
が
高
ま
っ
た
頃
は
郵
便
報
知
新
聞

の
挿
絵
を
中
心
に
活
躍
し
、
爆
発
的
な
人
気
を
得
た
。「
大
日
本
名
将
鑑
」
や
「
月
百
姿
」
な
ど

他
に
も
多
く
の
錦
絵
作
品
を
残
す
が
、
晩
年
再
度
精
神
を
病
み
、
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）

に
五
十
四
歳
で
没
し
た
。

　
「
最
後
の
浮
世
絵
師
」
と
も
称
さ
れ
る
芳
年
は
そ
の
生
涯
で
幾
多
も
の
作
品
を
残
し
、
後
世
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
肉
筆
画
に
関
し
て
は
現
在
見
つ
か
っ
て
い
る
作
例

が
二
十
点
ほ
ど
で
あ
り
、
数
と
し
て
は
少
な
い
。
そ
の
芳
年
の
手
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
貴
重
な

肉
筆
画
の
一
つ
と
し
て
、
今
回
「
正
光
像
」
を
取
り
上
げ
る
が
、
先
述
し
た
通
り
、
作
品
名
が
本

紙
に
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
ま
た
上
巻
絹
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
で
は
な
ぜ
、
本
作

を
「
正
光
像
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

正
光
氏
は
「
郷
光
像
」
を
仕
立
て
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
郷
光
氏
に
継
ぐ
新
津
家
当
主

に
あ
た
る
。
正
光
氏
の
没
年
を
墓
碑
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、「
明
治
三
庚
午
年
九
月
十
七
日　

行
年

六
十
五
歳　

新
津
清
右
衛
門
正
光
（
花
押
）」
と
あ
り
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
亡
く
な
っ

図５　�「新津儀右衛門高光字孟敬生
像」（右）及び「新津義右衛門郷
光生像」（左）上巻絹部分書き
込み（部分）
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に
は
米
と
昆
布
ら
し
き
も
の
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
贈

答
品
を
も
ら
っ
て
い
る
場
面
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

る
（
図
1
）。

　

作
者
で
あ
る
呉
堂
は
、
上
巻
絹
に
書
か
れ
た
書
き
込

み
か
ら
、
鏡
中
条
村
に
住
ん
で
い
た
俗
名
中
込
庄
右
衛

門
な
る
人
物
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
詳
細
に
関

し
て
は
不
明
で
あ
る
（
図
2
）。
し
か
し
な
が
ら
、
筆

跡
が
比
較
的
し
っ
か
り
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
専
門

的
に
画
を
学
ん
だ
経
験
が
あ
る
、
郷
土
の
画
家
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。　

　

な
お
、
上
巻
絹
部
分
に
新
津
義
右
衛
門
郷
光
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
高
光
像
」
を
仕

立
て
た
の
が
、
同
じ
く
新
津
家
当
主
で
あ
っ
た
郷
光
氏
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
図
2
）。
新
津

家
の
墓
碑
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
天
保
八
丁
酉
年
十
一
月
二
日　

新
津
義
右
衛
門
高
光　

字
孟

敬
（
花
押
）」
と
あ
り

（
（
（

、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
高
光
氏
が
没
し
た
こ
と
は
判
明
し
た
が
、

高
光
氏
が
亡
く
な
る
前
後
ど
ち
ら
で
、
郷
光
氏
が
「
高
光
像
」
を
制
作
さ
せ
た
の
か
は
わ
か
ら
な

い
。
そ
こ
で
、
次
に
郷
光
氏
が
描
か
れ
た
肖
像
画
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　

得
山
希
齋
（
生
没
年
不
詳
）
筆
、「
新
津
義
右
衛
門
郷
光
生
像
」（
以
下
「
郷
光
像
」）
も
ま
た
、

新
津
家
に
伝
わ
る
肖
像
画
の
一
つ
で
あ
る
。「
高
光
像
」
を
仕
立
て
た
郷
光
氏
が
座
像
で
表
さ
れ

て
お
り
、
火
鉢
と
刀
が
脇
に
描
か
れ
て
い
る
（
図
3
）。
作
者
で
あ
る
得
山
希
齋
に
関
し
て
も
、

呉
堂
同
様
詳
細
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
駿
州
に
住
ん
で
い
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
ち
ら
も

上
巻
絹
へ
の
書
き
込
み
か
ら
わ
か
る
（
図
4
）。
な
お
、
筆
遣
い
は
玄
人
の
も
の
と
は
言
い
難
く
、

職
業
画
家
で
あ
っ
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

　

上
巻
絹
の
書
き
込
み
か
ら
、
制
作
年
が
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
新
津
清

右
衛
門
正
光
の
手
に
よ
っ
て
仕
立
て
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
図
4
）。
な
お
、
郷
光
氏
の
墓
碑

に
は「
安
政
六
己
未
年
四
月
十
九
日　

壽
七
十
有
五　

新
津
義
右
エ
門　

郷
光（
花
押
）」と
あ
り
、

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
郷
光
氏
が
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
没
後
故
人
を
偲
ん
で
描
い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、本
作
が
郷
光
氏
の
没
後
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
か
ら
推
定
し
て
、

お
そ
ら
く
前
出
の
「
高
光
像
」
も
、
高
光
氏
が
天
保
八

年
に
没
し
た
後
、
郷
光
氏
に
よ
っ
て
仕
立
て
ら
れ
た
も

の
で
は
な
い
か
と
本
稿
で
は
仮
定
す
る
。

　

な
お
、「
高
光
像
」
と
「
郷
光
像
」
の
作
品
名
中
に

「
生
像
」
と
あ
る
こ
と
（
図
5
）、
ま
た
、
上
巻
絹
の
作

家
名
に
続
け
て
「
寫
之
」（
こ
れ
を
う
つ
す
）
と
あ
る

こ
と
か
ら（
図
2
・
4
）、当
主
の
生
前
に
描
か
れ
た「
寿

像
」
の
可
能
性
も
当
初
は
考
慮
し
て
い
た
。
し
か
し
な

図１　�呉堂筆「新津儀右衛門高光
字孟敬生像」（部分）

図３　�得山希齋筆「新津義右衛門
郷光生像」（部分）

図２  �「新津儀右衛門高光字孟敬生像」
　　　上巻絹部分書き込み（部分）

図４　�「新津義右衛門郷光生像」
　　　上巻絹部分書き込み（部分）
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は
じ
め
に

　

山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
に
お
住
ま
い
の
新
津
正
夫
氏
宅
に
は
、
近
世
に
描
か
れ
た
掛
軸
の
肖
像

画
が
三
幅
伝
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
新
津
家
当
主
の
姿
を
表
し
た
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
本

稿
で
は
、
当
該
三
点
の
基
礎
情
報
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
と
り
わ
け
浮
世
絵
師
、
月
岡
芳
年

（
一
八
三
九
〜
九
二
）
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
肖
像
画
を
取
り
上
げ
、
簡
単
な
考
察
を
行
い
た
い
。

一　

新
津
家
伝
来
肖
像
画

　

ま
ず
、
新
津
家
に
伝
来
し
て
い
る
肖
像
画
三
幅
に
つ
い
て
、
基
礎
情
報
を
提
示
し
て
お
く
。

・
呉
堂
筆
「
新
津
儀
右
衛
門
高
光
字
孟
敬
生
像
」
一
幅
（
巻
頭
図
版
3
）

　
　

材
質
技
法　
　
　
　
　
　

絹
本
著
色　
　

　
　

法
量　
　
　
　
　
　
　
　

縦
一
〇
一
・
七  

横
三
六
・
六
（
㎝
、
以
下
同
じ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
表
具
総
丈　

縦
一
八
三
・
〇  

横
四
五
・
八
）

　
　

落
款　
　
　
　
　
　
　
　

署
名
「
呉
堂
写
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

印
章　

白
文
方
印
（
中
込
氏
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朱
文
方
印
「
呉
堂
」　

　
　

上
巻
絹
部
分
書
き
込
み　

新
津
儀
右
衛
門
高
光
字
孟
敬
生
像　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鏡
中
条
村　

呉
堂
寫
之
俗
名
中
込
庄
右
衛
門　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
津
義
右
衛
門
郷
光

・
得
山
希
齋
筆
「
新
津
義
右
衛
門
郷
光
生
像
」
一
幅
（
巻
頭
図
版
4
）

　
　

材
質
技
法　
　
　
　
　
　

絹
本
著
色　
　

　
　

法
量　
　
　
　
　
　
　
　

縦
九
〇
・
二  

横
三
三
・
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
表
具
総
丈　

縦
一
七
二
・
二  

横
四
六
・
九
）

　
　

上
巻
絹
部
分
書
き
込
み　

新
津
義
右
衛
門
郷
光
生
像　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駿
州
住　

得
山
希
齋
寫
之　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
久
二
壬
戌
年
竹
春
下
旬
作
之　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
津
清
右
衛
門
正
光

・
月
岡
芳
年
筆
「
新
津
清
右
衛
門
正
光
像
」
一
幅
（
巻
頭
図
版
5
）

　
　

材
質
技
法　
　
　
　
　
　

絹
本
著
色　
　

　
　

法
量　
　
　
　
　
　
　
　

縦
八
八
・
三  

横
三
五
・
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
表
具
総
丈　

縦
一
五
三
・
五  

横
四
八
・
三
）

　
　

落
款　
　
　
　
　
　
　
　

署
名
「
応
需　

月
岡
芳
年
写
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

印
章　

朱
文
方
印
「
号
魁
斎
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

呉
堂
（
生
没
年
不
詳
）
筆
、「
新
津
儀
右
衛
門
高
光
字
孟
敬
生
像
」（
以
下
「
高
光
像
」）
は
、

新
津
家
に
伝
来
す
る
掛
軸
作
品
の
一
つ
で
、
新
津
家
当
主
で
あ
っ
た
新
津
高
光
氏
の
座
像
が
表
さ

れ
て
い
る
。
刀
を
脇
に
置
き
、
斜
め
に
座
る
高
光
氏
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
前
の
三
方

新
津
家
伝
来
肖
像
画
に
つ
い
て
　
　
―
月
岡
芳
年
作
品
を
中
心
に
―

松
　
田
　
美
沙
子
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遠
妙
寺
旦
那

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
部
村　

助
左
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　

八
郎
兵
衛
（
印
）

　

延
（
一
六
七
六
）

宝
四
丙
辰
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甚
五
兵
衛
（
印
）

　
　
　

卯
月
四
日　
　
　
　
　
　
　
　

惣
旦
那
中

　

身
延
山

　
　

御
老
僧
中
様

　

江
戸
三
ヶ
寺
様

（「
石
和
遠
妙
寺
本
末
に
つ
き
一
札
」『
山
梨
県
史 

資
料
編
十
三 

近
世
六
下 

全
県
』
六
〇
八
号
）

石
和
遠
妙
寺
の
前
住
持
の
通
存
が
、
久
遠
寺
に
対
し
て
「
不
義
仕
候
様
之
過
言
」
を
申
し
、
そ
れ
に
つ

い
て
の
幕
府
の
「
御
裏
書
」
に
「
迷
惑
」
し
て
「
陰
失
」（
陰
（
影
）
が
失
せ
る
、
逐
電
の
意
か
）
し
た

た
め
、
石
和
遠
妙
寺
の
旦
那
の
市
部
村
の
助
左
衛
門
ら
が
、「
御
本
山
之
御
法
式
」
を
守
る
こ
と
を
条
件

に
新
し
い
住
持
の
派
遣
を
願
っ
た
も
の
で
あ
る
。
少
々
意
味
の
取
り
づ
ら
い
箇
所
も
あ
る
が
、
こ
の
よ

う
に
石
和
遠
妙
寺
が
本
寺
の
久
遠
寺
に
反
抗
的
な
態
度
を
と
り
う
る
背
景
、
お
よ
び
石
和
遠
妙
寺
の
旦

那
で
あ
る
地
域
住
民
が
住
持
の
派
遣
を
久
遠
寺
に
求
め
る
背
景
に
は
、
日
豫
以
来
の
久
遠
寺
と
の
密
接

な
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
51
）
東
京
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
井
上
文
庫
「
諸
国
仏
神
縁
起
集
」
を
底
本
と
す
る
『
略
縁
起
集
成
』
三
巻

（
勉
誠
出
版
、
一
九
九
六
年
）
所
載
の
翻
刻
を
、「
甲
斐
国
石
和
鵜
飼
山
遠
妙
寺
畧
縁
記
」（
山
梨
県
立
博

物
館
所
蔵
甲
州
文
庫
、
歴
二
〇
〇
五
｜
〇
〇
三
｜
〇
〇
六
四
八
九
）
に
よ
っ
て
校
合
し
、
適
宜
修
正
を

加
え
た
。
な
お
中
野
猛
氏
は
、
略
縁
起
中
に
「
阿
漕
が
浦
に
あ
ら
ね
ど
も
」
の
一
句
が
あ
る
こ
と
を
根

拠
と
し
、「
遠
妙
寺
の
略
縁
起
は
阿
漕
伝
説
の
も
と
に
成
立
し
た
」
と
し
て
い
る
（
前
掲
註（
8
）中
野

論
文
）。
し
か
し
《
阿
漕
》
の
成
立
年
代
を
根
拠
な
し
に
中
世
以
前
と
す
る
な
ど
行
論
上
の
問
題
も
多
く
、

従
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
石
和
遠
妙
寺
の
略
縁
起
に
阿
漕
ヶ
浦
の
名
が
現
れ
る
の
は
、《
鵜
飼
》
と
《
阿

漕
》
と
い
う
謡
曲
の
曲
趣
か
ら
の
連
想
と
、
こ
れ
に
続
く
「
た
び
か
さ
な
」
る
を
導
く
た
め
の
枕
詞
と

し
て
用
い
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
以
上
の
意
味
は
見
出
し
が
た
い
。

（
52
）
さ
き
の
「
由
緒
明
細
帳
」
に
ひ
い
た
石
和
遠
妙
寺
の
縁
起
で
も
、
時
忠
と
さ
れ
る
漁
翁
を
殺
害
す
る
の

は
観
音
寺
の
寺
僧
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
同
様
に
観
音
寺
に
よ
る
殺
生
禁
断
が
想
定
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。

（
53
）
こ
う
し
た
矛
盾
を
整
理
し
た
結
果
が
《
阿
漕
》
の
成
立
に
つ
な
が
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

（
54
）
御
厨
と
殺
生
禁
断
の
関
係
が
明
示
さ
れ
て
い
る
《
阿
漕
》
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、「
鵜

飼
伝
説
」
が
形
成
さ
れ
る
段
階
で
、
殺
生
禁
断
の
御
厨
由
来
説
が
唱
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
石
和
が

御
厨
で
あ
っ
た
こ
と
が
ま
だ
さ
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
な

お
、
観
音
寺
が
慶
応
四
年
六
月
に
提
出
し
た
「
明
細
由
緒
書
」（
前
掲
註（
28
）『
甲
斐
国
社
記
・
寺
記
』）

で
は
、菊
嶋
や
岩
落
と
い
っ
た
地
名
は
み
ら
れ
る
が
、殺
生
禁
断
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
55
）『
日
本
文
学
古
註
釈
大
成 

謡
曲
拾
葉
抄
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
九
年
）。

（
56
）
伊
藤
正
義
「『
謡
曲
拾
葉
抄
』
に
つ
い
て
」（
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
紀
要
『
人
文
研
究
』
三
十
巻
一
分
冊
、

一
九
七
八
年
十
月
。
の
ち
前
掲
註（
34
）伊
藤
著
書
に
収
録
）。

（
57
）「
裏
見
寒
話
」（『
甲
斐
叢
書 

第
六
巻
』
甲
斐
叢
書
刊
行
会
、
一
九
三
四
年
、
の
ち
一
九
七
四
年
に
第
一

書
房
か
ら
再
刊
）。
史
料
中
の
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
。

（
58
）「
甲
斐
名
勝
志
」（『
甲
斐
叢
書 

第
六
巻
』
甲
斐
叢
書
刊
行
会
、
一
九
三
四
年
、
の
ち
一
九
七
四
年
に
第

一
書
房
か
ら
再
刊
）。

（
59
）「
甲
斐
国
志 

巻
之
四
十 

古
跡
部
第
三 

八
代
郡
大
石
和
筋
」（
佐
藤
八
郎
ら
校
訂
『
大
日
本
地
誌
大
系 

甲

斐
国
志 

第
二
巻
』
雄
山
閣
、
一
九
七
〇
年
）
石
禾
河
の
項
。

（
60
）「
官
遊
紀
勝
」の
う
ち「
峡
中
行 

下
」（
功
力
利
夫『
渋
江
長
伯
著 

官
遊
紀
勝 

注
釈
と
余
話
』サ
ン
ニ
チ
印
刷
、

二
〇
〇
三
年
）。
同
書
は
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
を
底
本
と
し
て
い
る
。
な
お
漁
業
と
し
て
の
鵜

飼
に
つ
い
て
は
「
峡
中
行 

上
」
に
桂
川
で
渋
江
長
伯
ら
が
出
会
っ
た
鵜
匠
の
様
子
を
絵
入
り
で
紹
介
し

て
い
る
の
み
で
、
石
和
川
で
の
鵜
飼
に
つ
い
て
は
「
鵜
飼
伝
説
」
以
上
の
こ
と
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

（
61
）
国
芳
の
弟
子
月
岡
芳
年
も
、「
日
蓮
上
人
石
和
河
に
て
鵜
飼
の
迷
頑
を
済
度
し
た
ま
ふ
図
」
を
明
治
十
八

年
（
一
八
八
五
）
に
描
い
て
い
る
。

（
62
）
鵜
飼
勘
作
の
物
語
に
つ
い
て
は
『
石
和
町
誌 

第
二
巻 

社
会
・
文
化
編 

現
代
編
』（
石
和
町
、一
九
九
一
年
）

な
ど
参
照
。
同
様
に
《
阿
漕
》
は
阿
漕
平
次
（
平
治
と
も
）、《
善
知
鳥
》
は
善
知
鳥
安
方
（
藤
原
安
方

と
も
）
な
ど
と
い
っ
た
よ
う
に
、謡
曲
の
「
三
卑
賤
」
の
主
役
は
そ
れ
ぞ
れ
に
新
た
な
名
前
を
与
え
ら
れ
、

鵜
飼
勘
作
と
阿
漕
平
次
の
物
語
は
孝
子
譚
、
善
知
鳥
安
方
は
忠
義
譚
と
し
て
翻
案
さ
れ
た
。《
善
知
鳥
》

の
事
例
が
時
代
的
に
や
や
先
行
す
る
よ
う
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
話
の
形
成
過
程
や
、
歌
舞
伎
・

浄
瑠
璃
と
し
て
の
上
演
、
お
よ
び
相
互
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

〔
付
記
〕

　

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
一
般
財
団
法
人
観
世
文
庫
の
み
な
さ
ま
に
は
、
文
献
の
入
手
な
ど
に

際
し
て
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
い
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

（
山
梨
県
立
博
物
館
）
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（
36
）
勝
劣
派
に
属
す
る
日
淵
ら
が
、
意
図
的
に
石
和
遠
妙
寺
と
日
蓮
の
密
接
な
関
連
を
示
す
伝
承
を
記
さ
な

か
っ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
の
た
め
に
祖
師
日
蓮
に
ま
つ
わ
る
こ
と
が
ら
ま
で
記
さ
な
い
、

と
い
う
の
は
不
自
然
で
あ
ろ
う
。
な
お
伊
藤
正
義
氏
は
、「
謡
抄
」
の
残
存
諸
本
に
寺
院
旧
蔵
の
も
の
が

多
い
こ
と
に
つ
い
て
、
法
話
・
説
教
に
あ
た
っ
て
参
照
す
る
た
め
の
仏
教
事
典
的
な
性
格
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
（
前
掲
註（
32
）伊
藤
論
文
）。
史
料
が
比
較
的
残
り
や
す
い
寺
院
で
の

残
存
状
況
に
、
ど
こ
ま
で
積
極
的
な
意
義
付
け
が
で
き
る
か
疑
問
も
あ
る
が
、
も
し
伊
藤
氏
の
指
摘
通

り
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
日
蓮
と
お
ぼ
し
き
僧
の
活
躍
が
「
謡
抄
」
に
み
え
な
い
の
は
な
お
の
こ
と
不

審
で
あ
る
。
考
え
に
く
い
こ
と
と
は
い
え
、
ワ
キ
僧
が
日
蓮
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能

性
も
あ
な
が
ち
否
定
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

（
37
）
な
ぜ
石
和
遠
妙
寺
は
《
鵜
飼
》
を
そ
の
ま
ま
縁
起
に
取
り
込
む
こ
と
を
せ
ず
、
よ
り
具
体
的
な
人
名
を

あ
て
て
大
き
く
改
変
し
た
の
か
、
と
い
う
点
を
考
え
る
と
、
抽
象
化
さ
れ
、
個
別
具
体
的
な
人
名
が
出

て
こ
な
い
《
鵜
飼
》
に
対
し
、
先
行
す
る
も
の
と
し
て
縁
起
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
石
和
遠
妙
寺
側

の
思
惑
や
作
為
が
垣
間
み
え
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

（
38
）
斎
藤
典
男
「
近
世
初
期
に
お
け
る
甲
斐
日
蓮
教
団
の
発
展
―
天
正
二
〇
、
寛
永
一
〇
身
延
山
末
寺
帳
を

中
心
と
し
て
―
」（『
甲
斐
路
』
第
十
四
号
、
一
九
六
七
年
七
月
）。
以
下
本
稿
が
参
照
し
た
斎
藤
氏
の
見

解
は
全
て
こ
の
論
文
に
よ
る
。な
お
斎
藤
氏
は
、近
世
初
頭
ま
で
の
久
遠
寺
は
地
方
の
一
本
山
に
す
ぎ
ず
、

総
本
山
と
し
て
の
格
式
を
確
立
す
る
の
は
近
世
中
期
以
降
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

（
39
）「
加
藤
光
政
身
延
山
末
寺
屋
敷
免
許
状
」（『
山
梨
県
史 

資
料
編
八 

近
世
一
』
一
三
一
号
文
書
）。
斎
藤
典

男
氏
は
、
こ
の
史
料
を
「
天
正
二
〇
年
末
寺
帳
」
と
し
て
取
り
扱
え
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
検
討
し
、

記
載
さ
れ
て
い
る
六
十
四
の
寺
院
の
う
ち
、『
甲
斐
国
志
』
な
ど
に
確
認
さ
れ
る
十
八
の
寺
院
の
建
立
年

代
な
ど
か
ら
、「
天
正
二
〇
年
末
寺
帳
未
記
入
以
外
の
身
延
山
末
寺
は
、
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い
」
と

し
て
い
る
。
再
検
討
の
必
要
は
あ
ろ
う
が
、
本
稿
で
は
と
り
あ
え
ず
斎
藤
氏
の
推
定
に
従
っ
て
お
く
。

（
40
）
以
下
、
近
世
初
期
の
受
不
施
派
・
不
受
不
施
派
の
対
立
動
向
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
英
修
『
禁
制
不
受
不

施
派
の
研
究
』（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
五
九
年
）、
高
木
豊
「
近
世
初
期
に
お
け
る
日
蓮
教
団
の
動
向
」

（『
史
潮
』
第
八
十
号
、一
九
六
二
年
十
月
）、宮
崎
英
修
『
不
受
不
施
派
の
源
流
と
展
開
』（
平
楽
寺
書
店
、

一
九
六
九
年
）、
河
内
将
芳
『
中
世
京
都
の
都
市
と
宗
教
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）、「
日
蓮
宗
」

（『
山
梨
県
史 

通
史
編
四 

近
世
二
』
二
〇
〇
七
年
、
第
十
五
章
第
二
節 

望
月
真
澄
氏
執
筆
部
分
）、
河
内

将
芳
『
秀
吉
の
大
仏
造
立
』（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
八
年
）、
朴
澤
直
秀
「
近
世
の
仏
教
」（『
岩
波
講
座 

日

本
歴
史 

第
十
一
巻 

近
世
二
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
に
よ
っ
た
。

（
41
）『
身
延
山
史
』（
身
延
山
久
遠
寺
、
一
九
二
三
年
。
の
ち
『
続
身
延
山
史
』
身
延
山
久
遠
寺
、
一
九
七
三

年
と
し
て
再
刊
）
な
ど
に
よ
る
。
な
お
、
日
乾
・
日
遠
ら
の
法
主
就
任
に
際
し
、
彼
ら
の
師
の
日
重
が

二
十
世
と
さ
れ
た
。

（
42
）
前
掲
註（
41
）『
身
延
山
史
』。

（
43
）
日
乾
ら
の
身
延
晋
山
に
あ
た
り
、
久
遠
寺
の
再
建
を
果
た
し
た
日
朝
と
そ
の
弟
子
日
意
・
日
伝
が
先
例

と
し
て
意
識
さ
れ
、
日
乾
が
日
朝
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
44
）
日
重
門
下
の
身
延
晋
山
に
つ
い
て
、日
重
ら
京
都
の
受
不
施
派
、
久
遠
寺
、
幕
府
の
三
者
が
ど
の
よ
う

に
関
与
し
た
の
か
、
誰
が
主
導
し
て
い
た
の
か
な
ど
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
高
木
豊
氏
は
、「
門
流

と
い
う
中
世
教
団
の
構
造
か
ら
学
系
・
学
閥
・
法
縁
と
い
う
構
造
へ
の
移
行
」
の
気
運
を
背
景
に
日
重

ら
六
条
門
流
が
関
東
進
出
を
果
た
し
た
と
す
る（
前
掲
註（
40
）高
木
論
文
）。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
日
重

門
下
の
甲
斐
お
よ
び
関
東
へ
の
進
出
過
程
も
ふ
ま
え
つ
つ
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
他
日
を
期

し
た
い
。

（
45
）
長
沢
宏
昌
編
『
鵜
飼
山
山
史
』（
技
秀
堂
、
一
九
八
〇
年
）。
海
老
沼
真
治
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
46
）
な
お
前
掲
註
（
45
）
書
の
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
日
豫
に
続
く
石
和
遠
妙
寺
十
五
世
日
明
・
十
六
世
日
根
ら

は
日
遠
か
ら
本
尊
を
授
か
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
久
遠
寺
お
よ
び
日
遠
と
の
密
接
な
関
係
が
そ
の
後
も

続
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

（
47
）
久
遠
寺
に
お
け
る
日
乾
の
よ
う
に
、
先
代
か
ら
間
を
置
い
て
入
山
し
、
死
没
す
る
前
に
離
山
す
る
と
い

う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
現
段
階
で
は
在
職
期
間
の
特
定
は
で
き
な
い
。
な
お
斎
藤
典
男
氏
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、
天
正
二
十
年
段
階
で
は
石
和
遠
妙
寺
は
久
遠
寺
の
末
寺
と
な
っ
て
い
な
い
と
す
る
と
、

日
豫
が
石
和
遠
妙
寺
に
入
っ
た
の
も
そ
れ
以
降
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
48
）
こ
の
点
に
つ
い
て
、
甲
斐
国
お
よ
び
関
東
の
他
の
法
華
宗
寺
院
で
も
同
様
の
事
例
が
あ
っ
た
か
を
検
討

す
る
こ
と
で
迫
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。前
掲
註（
44
）の
点
と
あ
わ
せ
て
、今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
49
）「
甲
斐
国
志 

巻
之
七
十
六 

仏
寺
部
第
四 

八
代
郡
大
石
和
筋
」（
佐
藤
八
郎
ら
校
訂
『
大
日
本
地
誌
大
系 

甲
斐
国
志 

第
三
巻
』
雄
山
閣
、一
九
七
一
年
）
鵜
飼
山
遠
妙
寺
の
項
。
同
書
に
よ
れ
ば
立
正
寺
（
甲
州
市
）

も
「
客
末
」
で
あ
っ
た
。
立
正
寺
は
本
寺
格
の
寺
院
と
し
て
い
く
つ
か
の
末
寺
を
持
っ
て
お
り
、
客
末

寺
院
の
格
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
。
な
お
斎
藤
典
男
氏
は
、
石
和
遠
妙
寺
と
同
じ
時
期
に
久
遠
寺
の

末
寺
と
な
っ
た
寺
院
の
う
ち
、
妙
法
寺
（
富
士
川
町
）、
妙
遠
寺
（
甲
府
市
）
も
客
末
で
あ
る
と
す
る
。

さ
ら
に
「
客
末
五
ヶ
寺
」
の
残
る
一
つ
は
東
漸
寺
（
都
留
市
）
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

（
50
）
な
お
、
久
遠
寺
末
寺
と
し
て
の
石
和
遠
妙
寺
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
史
料
が
あ
る
。

　

差
上
一
札
之
事

　

一
、
今
度
石
和
遠
妙
寺
通
存
、
対　

御
本
山
不
儀
仕
候
様
之
過
言
申
ニ
付
、　

御
（
平
出
）公

儀
様
江
被
仰
上
、　

御
裏

書
被
□

（
マ
マ
）付

候
故
迷
惑
仕
、
当
月
四
日
ニ
陰
失
仕
候
、
此
上
者
御
本
山
之
御
法
式
相
守
可
申
候
間
、
可
然

住
持
早
々
被
仰
付
可
被
下
候
、
以
上
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と
え
ば
、《
善
知
鳥
》
の
シ
テ
で
あ
る
猟
師
は
、
劇
中
に
描
か
れ
て
い
る
限
り
、《
鵜
飼
》
や
《
阿
漕
》

と
は
異
な
っ
て
、
ど
こ
か
特
定
の
地
域
に
お
け
る
殺
生
禁
断
の
法
を
破
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。《
鵜
飼
》

や
《
阿
漕
》
が
、
漁
師
が
死
ぬ
直
接
的
契
機
と
し
て
地
域
に
お
け
る
殺
生
禁
断
の
法
を
提
示
す
る
の
に

対
し
、《
善
知
鳥
》
に
お
い
て
は
死
ん
だ
猟
師
が
自
ら
の
形
見
を
ワ
キ
の
僧
に
託
す
と
こ
ろ
か
ら
物
語
が

始
ま
る
。
つ
ま
り
漁
師
の
死
は
、
こ
の
曲
が
始
ま
る
前
に
す
で
に
終
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意

味
で
は
、《
鵜
飼
》
や
《
阿
漕
》
が
漁
猟
に
対
す
る
罪
業
観
と
殺
生
禁
断
の
両
方
を
「
舞
台
装
置
」
と
し

て
持
つ
の
に
対
し
、《
善
知
鳥
》
は
む
し
ろ
純
粋
に
狩
猟
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
に
対
す
る
罪
業
観
が
題

材
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
相
違
に
つ
い
て
、
そ
の
背
景
と
な
っ
た
中
世
の
思
想
面
も
あ
わ
せ
て
検

討
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
16
）
詞
章
は
現
行
観
世
流
に
よ
る
。
当
該
箇
所
は
流
派
に
よ
っ
て
語
句
の
異
同
が
あ
る
が
、
大
筋
は
変
わ
ら

な
い
。

（
17
）
こ
こ
で
殺
生
を
禁
断
し
て
い
る
主
体
は
、
領
主
で
あ
る
伊
勢
神
宮
だ
と
い
う
解
釈
（
前
掲
註（
１
）『
能

を
読
む
① 

翁
と
観
阿
弥 

能
の
誕
生
』
な
ど
）
と
、
海
士
た
ち
で
あ
る
と
い
う
解
釈
（
前
掲
註（
５
）『
謡

曲
大
観
』
な
ど
）
の
両
方
が
存
在
す
る
。
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
本
稿
の
論
旨
は
左
右
さ
れ
な
い
が
、
筆

者
は
「
神
前
の
恐
れ
」
の
文
言
な
ど
か
ら
後
者
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（
18
）「
神
鳳
鈔
」（
前
掲
註（
10
）書
）
安
東
郡
の
条
。

（
19
）
後
で
み
る
よ
う
に
、こ
の
御
厨
由
来
説
と
も
呼
べ
る
見
解
は
、十
九
世
紀
前
半
に
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
。

（
20
）
時
期
を
榎
並
の
左
衛
門
五
郎
に
よ
る
《
鵜
飼
》
が
成
立
し
た
段
階
を
想
定
し
、
百
年
ほ
ど
遡
ら
せ
て
も

同
様
で
あ
ろ
う
。

（
21
）
前
掲
註
（
5
）『
謡
曲
大
観
』
鵜
飼
の
項
。

（
22
）「
三
道
」（
表
章
・
加
藤
周
一
『
日
本
思
想
大
系
二
十
四 

世
阿
弥 

禅
竹
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
）。

（
23
）
前
掲
註（
22
）書
で
は
、
底
本
に
「
才
学
の
能
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
、
異
本
に
よ
り
「
才
学
の
態
」
と
置

き
換
え
て
い
る
。
こ
れ
は
「
作
能
」
に
よ
り
「
一
座
見
風
の
曲
感
を
な
す
」
こ
と
を
「
達
人
の
才
学
（
才

覚
）」
の
な
せ
る
「
態
（
業
）」
だ
と
す
る
解
釈
に
基
づ
く
も
の
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
作
能
」
に
よ

る
能
が
「
達
人
の
才
学
の
能
」
で
あ
る
、
と
考
え
れ
ば
、
底
本
の
表
記
通
り
「
能
」
で
あ
っ
て
も
解
釈

上
の
問
題
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
同
書
の
拠
っ
た
底
本
通
り
に
表
記
す
る
。
な
お
、

い
ず
れ
の
表
記
で
あ
っ
て
も
本
稿
の
論
旨
に
は
影
響
し
な
い
。

（
24
）
も
ち
ろ
ん
、
世
阿
弥
の
作
っ
た
能
の
す
べ
て
に
根
拠
や
素
材
が
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
い
。
た
と

え
ば
《
養
老
》
と
「
養
老
寺
縁
起
」
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
天
野
文
雄
氏
の
論
考
が
あ
る
（
同
「《
養
老
》

の
典
拠
と
成
立
の
背
景
―
『
養
老
寺
縁
起
』
と
明
徳
四
年
の
義
満
の
養
老
瀧
見
物
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
演

劇
学
論
叢
』
四
号
、
二
〇
〇
一
年
十
二
月
、
の
ち
に
同
『
世
阿
弥
が
い
た
場
所 

能
大
成
期
の
能
と
能
役

者
を
め
ぐ
る
環
境
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
七
年
に
収
録
）。

（
25
）
石
井
進
「
北
条
時
頼
廻
国
伝
説
の
真
偽
」（『
別
冊
歴
史
読
本 

も
の
の
ふ
の
都 

鎌
倉
と
北
条
氏
』
新
人
物

往
来
社
、一
九
九
九
年
九
月
。
の
ち
石
井
進
著
作
集
刊
行
会
編
『
石
井
進
著
作
集 

第
四
巻
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
四
年
）
に
収
録
）。

（
26
）
中
世
の
京
都
近
郊
に
お
け
る
鵜
飼
に
つ
い
て
は
、
桂
川
の
鵜
飼
に
つ
い
て
ふ
れ
た
前
掲
註（
８
）網
野
論

文
な
ど
を
参
照
。
ま
た
そ
こ
で
網
野
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
十
五
世
紀
段
階
で
鵜
飼
が
す
で
に
鑑
賞

の
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も
、《
鵜
飼
》
成
立
の
背
景
と
み
て
よ
い
。

（
27
）《
阿
漕
》
に
つ
い
て
は
、
作
能
で
あ
る
と
の
指
摘
が
す
で
に
な
さ
れ
て
い
る
（
梅
原
猛
ら
編
『
能
を
読
む

④ 

信
光
と
世
阿
弥
以
後
』
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
三
年
、
阿
漕
の
項
）。

（
28
）
山
梨
県
立
図
書
館
編
『
甲
斐
国
社
記
・
寺
記 

第
四
巻
』（
サ
ン
ニ
チ
印
刷
、
一
九
六
九
年
）。
史
料
中
の

傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
。

（
29
）
な
ぜ
こ
こ
で
時
忠
が
漁
翁
と
さ
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
と
も
す
れ
ば
、
著
名
な
平
氏
の
公
達
の
な

か
で
、『
平
家
物
語
』
に
そ
の
最
期
が
語
ら
れ
て
い
な
い
人
物
で
あ
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
鵜
飼
伝
説
」
を
扱
う
と
き
に
ま
ま
示
さ
れ
る
「
な
ぜ
時
忠
な
の
か（
時
忠
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
）」
と
い
う
問
い
は
、あ
ま
り
生
産
的
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

（
30
）「
徳
川
家
四
奉
行
連
署
所
領
安
堵
状
」（
前
掲
註（
10
）『
石
和
町
誌 

第
三
巻 

資
料
編
』
第
四
章
三
十
四
号

（
二
）
石
和
町
市
部
遠
妙
寺
蔵
文
書
）。

（
31
）
な
お
「
由
緒
明
細
帳
」
に
改
称
以
前
の
呼
称
と
し
て
み
え
る
「
鵜
飼
寺
」
に
関
し
て
は
、
近
世
の
史
料

に
は
石
和
遠
妙
寺
の
旧
称
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、〔
史
料
４
〕
よ
り
さ
か
の
ぼ
る
時
期
に
は
確

認
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
慶
長
年
間
以
前
に
そ
の
呼
称
が
実
在
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
32
）「
謡
抄
」（
芸
能
史
研
究
会
編
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成 

第
三
巻
』
三
一
書
房
、
一
九
七
八
年
）。

（
33
）
石
和
を
「
伊
沢
」
と
表
記
す
る
点
は
縁
起
と
共
通
で
あ
る
が
、
音
通
に
よ
り
そ
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
る

こ
と
も
多
く
、
こ
の
点
を
も
っ
て
両
者
の
共
通
性
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。

（
34
）
前
掲
註（
32
）伊
藤
正
義
「
謡
抄
」
解
題
、
同
「『
謡
抄
』
考
」（『
文
学
』
四
十
五
巻
十
一
号
・
十
二
号
・

四
十
六
巻
一
号
、
一
九
七
七
年
十
一
月
・
十
二
月
・
一
九
七
八
年
一
月
、
の
ち
同
著
『
伊
藤
正
義 

中
世

文
華
論
集 

第
二
巻 

謡
と
能
の
世
界
（
下
）』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
三
年
に
収
録
）。
な
お
、
日
淵
の
妙
満

寺
と
日
性
の
要
法
寺
は
、
い
ず
れ
も
勝
劣
派
で
あ
っ
た
。

（
35
）
清
水
寺
の
塔
頭
の
一
つ
で
あ
っ
た
経
書
堂
は
、
近
世
に
は
「
小
石
を
聚
め
て
道
俗
男
女
に
法
華
経
を
書

し
め
、自
他
解
脱
の
因
を
授
給
ふ
所
な
り
」（「
拾
遺
都
名
所
図
会
」『
新
修
京
都
叢
書 

第
七
巻
』臨
川
書
店
、

一
九
六
七
年
）
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
《
熊
野
（
湯
谷
）》
な
ど
他
の
謡
曲
で
も
京
都
の
名
所
と

し
て
謡
わ
れ
て
お
り
、
中
世
か
ら
広
く
信
仰
を
集
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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集 

上
』新
潮
社
、一
九
八
三
年
）。
な
お
、百
瀬
今
朝
雄
氏
は
、『
申
楽
談
義
』に
お
い
て《
鵜
飼
》が《
柏
崎
》

と
と
も
に
「
世
子
の
作
」
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、現
行
の
《
柏
崎
》
と
世
阿
弥
自
筆
本
の
《
柏
崎
》

と
の
相
違
を
示
し
た
表
章
氏
の
研
究
な
ど
に
ふ
れ
、「
両
曲
と
も
日
蓮
に
関
わ
る
と
こ
ろ
あ
り
、
か
り
に
、

柏
崎
と
日
蓮
と
の
関
係
を
世
阿
弥
が
知
ら
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
と
も
に
佐
渡
に
流
さ
れ
た
日
蓮
と
世

阿
弥
を
思
う
と
き
、『
申
楽
談
義
』
に
い
う
「
鵜
飼
」
の
改
作
は
、
世
阿
弥
佐
渡
流
刑
後
の
こ
と
で
は
な

い
か
と
考
え
た
く
な
る
」、「「
鵜
飼
」
は
、
流
刑
前
に
も
、
手
を
加
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
世

阿
弥
が
日
蓮
と
同
じ
佐
渡
の
地
に
生
き
て
、あ
る
僧
が
日
蓮
と
な
り
、あ
る
地
が
甲
斐
の
国
石
和
と
な
り
、

後
段
が
「
法
花
は
利
益
深
き
故
」
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
し
て
い
る
（「
鵜
飼
」

百
瀬
今
朝
雄
・
百
瀬
美
津
『
勧
学
院
の
雀
―
故
事
古
典
初
ま
な
び
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）。
し
か

し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
永
享
六
年
（
一
四
三
四
）
に
将
軍
義
教
の
勘
気
を
う
け
て
佐
渡
へ
配
流
と
な
る

世
阿
弥
が
、そ
れ
に
先
立
つ
『
申
楽
談
義
』
成
立
時
の
永
享
二
年
の
段
階
で
、自
ら
が
配
流
さ
れ
る
こ
と
、

お
よ
び
そ
の
配
流
先
が
佐
渡
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
て《
鵜
飼
》と《
柏
崎
》を
並
列
し
た
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
。
よ
っ
て
《
柏
崎
》
の
改
作
を
も
と
に
《
鵜
飼
》
に
つ
い
て
も
同
様
の
改
作
が
行
わ
れ
た
と

類
推
す
る
百
瀬
氏
の
説
は
成
り
立
た
な
い
が
、
佐
渡
に
お
け
る
世
阿
弥
の
能
作
活
動
に
つ
い
て
は
考
察

の
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
3
）
天
野
文
雄
「
能
と
説
話
―
世
阿
弥
の
場
合
―
」（
本
田
義
憲
ら
編
『
説
話
の
講
座
六 

説
話
と
そ
の
周
縁 

物
語
・
芸
能
』
勉
誠
出
版
、
一
九
九
三
年
。
の
ち
に
天
野
文
雄
『
能
苑
逍
遥
（
上
） 

世
阿
弥
を
歩
く
』

大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
に
収
録
）。

（
4
）
同
名
の
他
寺
院
と
区
別
す
る
た
め
、本
稿
で
は
、現
在
の
笛
吹
市
石
和
町
に
所
在
す
る
遠
妙
寺
に
つ
い
て
、

史
料
上
の
表
記
な
ど
を
ふ
ま
え
て
「
石
和
遠
妙
寺
」
と
表
記
す
る
。

（
5
）
佐
成
謙
太
郎
『
謡
曲
大
観
』（
明
治
書
院
、
一
九
三
〇
年
）
鵜
飼
の
項
、
西
野
春
雄
校
注
『
新
日
本
古
典

文
学
大
系
五
十
七 

謡
曲
百
番
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
）
鵜
飼
の
項
な
ど
。

（
6
）
伊
藤
正
義
校
注
『
新
潮
日
本
古
典
集
成 

謡
曲
集 

上
』（
新
潮
出
版
、
一
九
八
三
年
）「
各
曲
解
題
」
鵜
飼

の
項
、
前
掲
註（
1
）『
能
を
読
む
① 

翁
と
観
阿
弥 

能
の
誕
生
』
鵜
飼
の
項
な
ど
。

（
7
）『
石
和
町
誌 

第
一
巻 

自
然
編
・
歴
史
編
』（
石
和
町
、
一
九
八
七
年
）。

（
8
）
文
学
で
は
橋
本
朝
生
「
山
梨
の
伝
説
と
能
・
狂
言
―
能
「
鵜
飼
」・
狂
言
「
蟹
山
伏
」
―
」（『
山
梨
の
文
学
』

第
六
号
、一
九
九
〇
年
三
月
）、中
野
猛
「
甲
斐
の
略
縁
起
に
つ
い
て
―
鵜
飼
山
遠
妙
寺
の
場
合
―
」（『
国

文
学
論
考
』
第
三
十
四
号
・
中
尾
猛
教
授
退
官
記
念
特
輯
、
一
九
九
八
年
三
月
）
な
ど
。
歴
史
学
で
は

義
江
彰
夫
「
鵜
飼
を
め
ぐ
っ
て
」（『
能
楽
観
世
座
第
十
回
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト 

鵜
飼
』
二
〇
〇
六
年
七

月
）
な
ど
。
ま
た
、
網
野
善
彦
氏
は
、
諸
国
の
鵜
飼
の
存
在
形
態
を
検
討
す
る
な
か
で
、「
文
学
作
品
で

あ
り
、
そ
の
ま
ま
を
事
実
と
し
て
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
留
保
を
し
つ
つ
も
、《
鵜
飼
》
と
石

和
遠
妙
寺
が
現
存
す
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
甲
斐
国
に
お
け
る
鵜
飼
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
（
同
「
中

世
に
お
け
る
鵜
飼
の
存
在
形
態
―
桂
女
と
鵜
飼
―
」『
日
本
史
研
究
』
一
三
五
号
、
一
九
七
三
年
九
月
。

の
ち
に
「
鵜
飼
と
桂
女
」
と
改
題
し
て
同
『
日
本
中
世
の
非
農
業
民
と
天
皇
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
四

年
、
お
よ
び
稲
葉
伸
道
ら
編
『
網
野
善
彦
著
作
集 

第
七
巻 

中
世
の
非
農
業
民
と
天
皇
』
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
八
年
に
収
録
）。

（
9
）
前
掲
註（
８
）
義
江
コ
ラ
ム
な
ど
。

（
10
）「
神
鳳
鈔
（
氏
経
本
）」、「
神
鳳
鈔
（
御
巫
本
）」（
と
も
に
『
神
宮
古
典
籍
影
印
叢
刊
六 

神
宮
神
領
記
』

八
木
書
店
、一
九
八
三
年
）。
石
和
御
厨
の
部
分
の
み
を
翻
刻
し
た
も
の
が『
石
和
町
誌 

第
三
巻 

資
料
編
』

（
石
和
町
、
一
九
九
四
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
稿
に
関
係
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
氏
経
本
・

御
巫
本
と
も
異
同
が
み
ら
れ
な
い
の
で
、
以
下
の
行
論
に
あ
た
っ
て
は
氏
経
本
に
よ
る
こ
と
と
し
、
氏

経
本
・
御
巫
本
の
区
別
に
つ
い
て
は
註
記
を
省
略
す
る
。

（
11
）「
諸
国
御
厨
御
園
帳
」（『
神
宮
古
典
籍
影
印
叢
刊
六 

神
宮
神
領
記
』
八
木
書
店
、
一
九
八
三
年
）
お
よ

び
「
外
宮
神
領
目
録
」（『
続
々
群
書
類
従 

第
一
』
続
群
書
類
従
刊
行
会
、
一
九
七
〇
年
）。
前
者
の
「
解

説
」
に
よ
れ
ば
、「
諸
国
御
厨
御
園
帳
」
の
成
立
年
代
は
不
明
な
が
ら
、「
外
宮
神
領
目
録
」
あ
る
い
は
「
宮

庁
所
知
諸
神
領
目
録
」
な
ど
を
も
と
に
、
十
四
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
加
除
さ
れ
つ
つ
書
き
継
が
れ
て
き
た
も

の
ら
し
い
。
そ
の
記
載
に
よ
れ
ば
諸
国
か
ら
の
進
上
品
は
米
や
麦
が
中
心
で
あ
り
、「
魚
介
類
が
年
貢
の

中
心
」（
前
掲
註（
８
）
義
江
コ
ラ
ム
）
と
は
と
て
も
思
わ
れ
な
い
。
な
お
前
掲
註（
10
）『
石
和
町
誌 

第

三
巻 

資
料
編
』
に
も
同
書
の
翻
刻
が
あ
る
が
、
石
和
御
厨
に
つ
い
て
書
か
れ
た
ご
く
一
部
の
み
で
あ
る
。

（
12
）
先
述
の
「
神
鳳
鈔
」
で
は
、
多
く
の
御
厨
に
つ
い
て
「
諸
国
御
厨
御
園
帳
」
に
み
ら
れ
る
進
上
品
と
同

じ
も
の
を
併
記
し
て
い
る
。
長
日
御
幣
紙
に
つ
い
て
は
、
氏
経
本
・
御
巫
本
の
両
方
と
も
石
和
御
厨
以

外
の
四
か
所
に
は
書
き
込
み
が
あ
る
。
こ
の
書
き
込
み
が
ど
の
段
階
で
な
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
な
ぜ
石

和
御
厨
に
は
み
ら
れ
な
い
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
と
も
す
れ
ば
、
他
の
御
厨
に
先
駆
け
て
石
和
御
厨
が

衰
退
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
13
）
義
江
氏
は
「（
石
和
御
厨
が
、
引
用
者
註
）
仮
に
伊
勢
神
宮
領
で
な
く
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
の
一

帯
は
清
和
源
氏
で
同
国
の
守
護
だ
っ
た
武
田
氏
の
一
族
石
和
氏
な
ど
が
、
中
世
を
と
お
し
て
領
主
と
し

て
支
配
し
て
い
た
か
ら
、
彼
ら
が
御
厨
の
支
配
を
継
承
し
て
、
住
人
に
鵜
使
い
の
特
権（

マ
マ
）与

え
た
こ
と
は

疑
い
な
い
」（
前
掲
註（
８
）
義
江
コ
ラ
ム
）
と
す
る
が
、
も
と
よ
り
石
和
で
鵜
飼
が
行
わ
れ
て
い
た
と

い
う
仮
定
を
前
提
と
し
て
導
か
れ
た
結
論
で
あ
り
、
説
得
的
で
は
な
い
。

（
14
）
現
行
五
流
の
う
ち
喜
多
流
の
み
は
同
曲
を《
烏
頭
》と
表
記
す
る
が
、本
稿
で
は《
善
知
鳥
》で
統
一
す
る
。

（
15
）《
阿
漕
》、《
鵜
飼
》、《
善
知
鳥
》
の
三
曲
は
曲
調
の
よ
く
似
た
も
の
と
し
て
ひ
と
く
く
り
に
語
ら
れ
る
こ

と
も
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
劇
的
構
成
や
背
景
に
あ
る
思
想
な
ど
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
た
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近
世
の
「
鵜
飼
伝
説
」
は
、も
う
一
つ
大
き
な
変
化
を
経
て
い
る
。
現
在
、笛
吹
川
沿
い
に
「
鵜

飼
勘
作
翁
之
像
」
と
題
し
た
石
像
が
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、「
鵜
飼
伝
説
」

を
知
る
多
く
の
人
は
、
そ
の
主
役
を
勘
作
（
勘
助
、
勘
三
郎
と
も
）
と
記
憶
し
て
お
ら
れ
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
慶
応
四
年
の
「
由
緒
明
細
帳
」
に
は
勘
作
の
名
は
み
ら
れ
ず
、
少
な
く

と
も
石
和
遠
妙
寺
と
し
て
は
幕
末
ま
で
そ
の
名
を
出
し
て
い
な
い
。
右
に
ふ
れ
た
十
八
世
紀
中
ご

ろ
の
浄
瑠
璃
「
日
蓮
聖
人
御
法
海
」
が
今
の
と
こ
ろ
勘
作
の
名
の
初
見
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
鵜

飼
伝
説
」
に
つ
い
て
、十
八
世
紀
中
ご
ろ
に
は
、平
時
忠
を
漁
翁
と
す
る
こ
と
の
不
合
理
性
が
方
々

で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
批
判
に
こ
た
え
る
た
め
、
石
和
遠
妙
寺
で
は
な

い
何
者
か
が
、
鵜
飼
勘
作
の
名
を
案
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う

（
（6
（

。

　

こ
こ
に
い
た
っ
て
「
鵜
飼
伝
説
」
は
、
単
に
石
和
遠
妙
寺
の
縁
起
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
と
ど

ま
ら
ず
、
日
蓮
の
一
代
記
の
な
か
で
重
要
な
場
面
と
し
て
扱
わ
れ
、
近
世
後
期
以
降
、
広
く
人
口

に
膾
炙
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　

石
和
地
域
に
お
け
る
鵜
飼
集
団
の
存
在
や
伝
承
は
、《
鵜
飼
》
成
立
以
前
に
は
確
認
で
き
ず
、

十
六
世
紀
末
に
石
和
遠
妙
寺
が
そ
の
縁
起
と
し
て
打
ち
出
し
て
以
降
、「
鵜
飼
伝
説
」
は
広
く
流

布
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
十
七
世
紀
、法
華
宗
の
な
か
で
受
不
施
派
と
不
受
不
施
派
と
が
対
立
し
、

本
末
関
係
を
め
ぐ
っ
て
宗
派
全
体
が
激
し
く
動
揺
す
る
な
か
で
、
石
和
遠
妙
寺
が
法
華
宗
の
主
流

派
と
の
関
係
を
構
築
し
、自
ら
の
立
ち
位
置
を
よ
り
優
位
に
す
る
た
め
に
持
ち
出
し
た
「
切
り
札
」

で
も
あ
っ
た
。

　

石
和
遠
妙
寺
は
、《
鵜
飼
》
を
翻
案
し
て
「
鵜
飼
伝
説
」
を
自
ら
の
縁
起
と
し
て
い
く
な
か
で
、

漁
翁
な
ど
の
抽
象
的
存
在
を
平
時
忠
と
い
っ
た
具
体
的
名
辞
に
置
き
換
え
て
い
っ
た
。
石
和
遠
妙

寺
の
狙
い
通
り
、「
鵜
飼
伝
説
」
は
《
鵜
飼
》
に
先
行
す
る
も
の
と
し
て
、
祖
師
日
蓮
に
対
す
る

信
仰
の
高
揚
も
あ
っ
て
、
広
く
世
間
に
流
布
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
し
か
し
、『
吾
妻
鏡
』
な

ど
の
知
識
を
共
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
人
々
か
ら
、
激
し
い
批
判
を
う
け
、
や
が
て
鵜
飼
勘
作
と

い
う
新
た
な
主
人
公
が
生
み
出
さ
れ
、
そ
の
筋
立
て
に
も
影
響
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
こ
と
は
、換
言
す
れ
ば
、先
行
す
る
事
実
や
説
話
も
な
く
創
作
さ
れ
た
《
鵜

飼
》
に
対
し
、
そ
の
劇
的
構
成
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
推
測
が
繰
り
返
さ
れ
る
な
か
で
、
地
域
と

の
結
び
つ
き
が
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
、と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
は
そ
れ
だ
け
の
「
強
さ
」

を
持
つ
《
鵜
飼
》
の
脚
本
を
作
り
上
げ
た
世
阿
弥
や
榎
並
左
衛
門
五
郎
ら
の
能
力
の
高
さ
を
示
す

も
の
で
こ
そ
あ
れ
、
今
に
伝
わ
る
「
鵜
飼
伝
説
」
の
価
値
を
決
し
て
損
な
う
も
の
で
は
な
い
こ
と

を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
戦
国
大
名
武
田
氏
滅
亡
後
、
天
正
壬
午
の
乱
を
経
て
、
騒
乱
に
巻
き
こ

ま
れ
た
多
く
の
寺
院
が
衰
退
し
退
転
し
て
い
く
な
か
で
、
石
和
遠
妙
寺
も
生
き
残
り
を
か
け
て
戦

い
抜
い
た
は
ず
で
あ
る
。「
鵜
飼
伝
説
」
の
歩
み
が
物
語
る
そ
の
苦
闘
と
巧
み
な
戦
略
は
、
正
当

に
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
「
鵜
飼
伝
説
」
の
、
特
に
近
世
中
後
期
に
お
け
る
変
遷
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、

基
礎
的
な
史
料
を
読
む
こ
と
の
み
に
終
始
し
、
充
分
に
考
察
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

今
後
、
関
連
史
料
を
収
集
し
つ
つ
、
ま
た
他
の
伝
説
・
伝
承
に
も
視
野
を
広
げ
、
改
め
て
そ
の
内

容
と
変
遷
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

註（
1
）
こ
れ
ら
の
こ
と
が
ら
は
、
す
で
に
多
く
の
註
釈
書
で
示
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
最
近
の
も
の
と
し

て
梅
原
猛
ら
編
『
能
を
読
む
① 

翁
と
観
阿
弥 

能
の
誕
生
』（
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
鵜
飼
の

項
を
あ
げ
て
お
く
。『
申
楽
談
義
』
に
お
い
て
、《
鵜
飼
》
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
闌た

け
た
る
音
曲
」、
す

な
わ
ち
合
唱
し
な
い
曲
で
あ
り
、
た
だ
「
面
白
の
有
様
や
」
か
ら
の
「
一
謡
」
ほ
ど
の
み
（
現
行
の
演

出
の
な
か
で
「
鵜
之
段
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
部
分
で
あ
ろ
う
）
を
合
唱
す
る
、と
世
阿
弥
は
述
べ
て
お
り
、

現
行
の
《
鵜
飼
》
と
演
出
上
の
相
違
が
大
き
い
点
に
は
留
意
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
な
お
、「
日
蓮

に
よ
る
奇
跡
談
」
と
し
て
《
鵜
飼
》
を
み
る
な
ら
ば
、
現
行
の
後
場
の
よ
う
に
、
法
華
経
に
よ
る
成
仏

得
脱
を
明
示
す
る
必
要
が
あ
る
。
榎
並
左
衛
門
五
郎
段
階
で
は
後
場
が
な
か
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
う
な
る
と
現
行
の
も
の
ほ
ど
法
華
宗
賛
美
の
色
が
強
く
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

（
2
）
右
に
み
た
よ
う
に
、世
阿
弥
当
時
の
《
鵜
飼
》
と
現
行
の
《
鵜
飼
》
に
は
演
出
上
の
相
違
が
あ
り
、《
鵜
飼
》

が
現
在
上
演
さ
れ
る
よ
う
な
形
式
に
な
っ
た
時
期
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
伊
藤
正
義
氏
は
、
世
阿

弥
か
そ
れ
以
降
に
改
訂
さ
れ
た
可
能
性
を
想
定
し
て
い
る
（「
各
曲
解
題
」『
新
潮
日
本
古
典
集
成 

謡
曲
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さ
れ
た
由
緒
は
、
百
年
余
り
の
間
に
広
く
流
布
は
し
た
も
の
の
、
厳
し
い
批
判
の
目
に
さ
ら
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
の
「
甲
斐
名
勝
志
」
に
な
る
と
、
そ
の
批
判
は
よ

り
鋭
さ
を
増
す
。

〔
史
料
９

（
（5
（

〕

　

○
石い

さ
は禾

郷　

今
は
石
和
と
書
、
往
昔
山
梨
郡
也
、
近
来
属
ス二

八
代
郡
ニ一

、（
中
略
）
往
昔
は
笛
吹

川
、
川
中
島
村
の
東
よ
り
鵜
飼
川
へ
流
れ
合
け
る
と
そ
、
此
辺
に
菊
か
嶋
と
云
所
有
、
土
人

相
伝
、
昔
平
大
納
言
時
忠
卿
、
此
地
に
配は

い
る流

せ
ら
れ
て
、
夜
々
石
和
川
に
出
て
鵜
を
つ
か
ひ

て
魚
を
と
り
給
ふ
、
殺
生
禁
制
の
地
な
る
故
に
、
或
寺
の
僧
徒
等
捕
へ
て
此
川
瀬
に
生
な
か

ら
沈
め
け
る
に
、
其
亡
霊
、
猶
鵜
を
つ
か
ふ
を
、
日
蓮
上
人
済
度
し
て
一
寺
を
建
立
し
給
ふ
、

今
の
鵜
飼
山
遠
妙
寺
是
也
、
そ
れ
よ
り
し
て
石
和
川
を
鵜
飼
川
と
云
、
予
按
に
、
平
大
納
言

時
忠
卿
は
能
登
国
に
配
流
の
事
、
平
家
物
語
及
ヒ
源
平
盛
衰
記
・
東
鑑
等
に
見
え
た
り
、
今

能
登
国
に
旧
跡
有
と
そ
、
東
鑑
曰
、
元
暦
二
年
九
月
廿
三
日
、
前
ノ
大
納
言
時
忠
卿
、
下
二

向
ス
ト
配
所
能
登
国
ニ一

云
々
、
又
曰
、
文
治
五
年
三
月
五
日
、
前
平
大
納
言
時
忠
卿
、
去
月

廿
四
日
未
ノ
刻
、
於
テ二

能
登
国
配
所
ニ一

薨
之

た
ま
ふ

由
、
今
日
達
ス二

関
東
ニ二

、
依
テレ

有
ニ二

智
臣
ノ
誉
レ一

、

先
帝
ノ
朝
、
平
家
在
世
ノ
時
、
輔
二
佐
ス

諸
事
ヲ一

、
雖
二
当
時
ト一

為
二
朝
庭
ノ一

可
レ
惜
歟
之
由
、

二（
源
頼
朝
）

品
被
レ
仰
セ
、
亦
彼
ノ
年
齢
有
二
御
不
審
一
、
数
輩
雖
レ
候
ス
ト

二

御
前
ニ一

、
無
二
覚
悟
ノ
人
一
、

仍
テ
被
レ
尋
二
大

（
三
善
康
信
）

夫

属
さ
の
は
ん

入
（
さ
か
ん
）

道
ニ二

之
処
、
六
十
二
之
由
申
トレ

之
ヲ
云
々
、
依
レ
之
考
ル
に
平
大

納
言
に
は
あ
ら
さ
る
へ
し
、
後
人
の
誤
伝
も
の
な
ら
ん

　
「
甲
斐
名
勝
志
」
の
編
者
荻
原
元
克
は
、
縁
起
に
つ
い
て
の
記
述
は
簡
略
に
と
ど
め
、『
吾
妻
鑑
』

な
ど
に
基
づ
く
考
察
を
加
え
、
こ
の
漁
翁
は
平
大
納
言
で
は
な
い
、
後
世
の
人
が
誤
っ
て
伝
え
た

も
の
で
あ
ろ
う
、
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

　

文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
成
立
の
「
甲
斐
国
志
」
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

〔
史
料

（
（5
（10

〕

　

一
、
石
禾
河　

笛
吹
川
ノ
別
称
ナ
リ
、
此
ノ
河
ハ
栗
原
筋
・
万
力
筋
の
交
界
ヨ
リ
川
中
島
ノ
東

北
ニ
出
ヅ
、
昔
時
ハ
石
和
宿
ノ
東
辺
ヲ
歴へ

、
平
井
村
ノ
方
ニ
流
レ
テ
金
河
ニ
会
ス
、
此
レ
ヲ

石
禾
河
ト
呼
ベ
リ
、
僧
日
蓮
ガ
漁
夫
ノ
幽
冥
ヲ
済
度
セ
シ
ト
云
フ
モ
此
ノ
所
ノ
事
ナ
リ
、
其

ノ
後
ハ
鵜ウ

カ
ヒ飼

河
ト
呼
ビ
シ
ト
モ
云
フ
、
何
レ
ノ
頃
カ
河
流
転
変
シ
テ
、
今
ハ
八ハ

ツ
タ田

村
ノ
北
ヨ

リ
石
和
宿
ノ
西
ニ
出
デ
南
流
シ
、
笛
吹
河
ト
呼
ブ
、
涸コ

セ
キ迹

ハ
尽
ク
耕
田
ト
ナ
レ
リ
、
金
河
ハ

一
流
ト
成
リ
タ
レ
ド
モ
昔
シ
会
注
セ
シ
処
ヨ
リ
末
ヲ
バ
猶
ホ
鵜
飼
河
ト
云
フ
ナ
リ
、
鵜
飼
ノ

謡
曲
ニ
、
つ
る
の
郡
の
朝
立
も
、
日
た
け
て
こ
ゆ
る
山
道
を
、
過
て
い
さ
は
に
着
に
け
り

中略
、
抑
モ
此
ノ
い
さ
は
河
と
申
は
、
上
下
三
里
か
間
は
堅
く
殺
生
禁
断
の
所
也
、
又云

此
河
下
、

岩
落
と
申
所
を
通
り
候
ひ
し
に
下略

、
岩
落
ト
云
フ
処
ハ
小
石
和
筋
四
日
市
場
村
ニ
ア
リ
、
此

ノ
辺
リ
ヨ
リ
十
八
・
九
町
東
道
三
里
ト
謂
フ
ベ
シ
、
是
ノ
川
大
神
宮
御ミ

ク
リ厨

ノ
内
ナ
レ
バ
殺
生

禁
断
ト
モ
、
又
観
音
寺
領
ナ
レ
バ
ト
モ
云
ヒ
伝
フ

　

地
理
に
特
化
し
た
叙
述
に
な
っ
て
い
る
た
め
か
、
縁
起
の
内
容
は
「
甲
斐
名
勝
志
」
に
ま
し
て

簡
素
と
な
っ
て
い
る
。
時
忠
の
名
は
出
さ
ず
、
単
に
「
漁
夫
」
と
し
て
い
る
の
も
特
徴
と
い
え
よ

う
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
末
尾
の
部
分
、
殺
生
禁
断
の
理
由
に
つ
い
て
、
御
厨
由
来
と
観
音

寺
領
由
来
と
を
併
記
す
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
み
た
「
裏
見
寒
話
」、「
甲
斐
名
勝
志
」、「
甲
斐

国
石
和
鵜
飼
山
遠
妙
寺
略
縁
記
」
の
い
ず
れ
も
が
観
音
寺
領
で
あ
っ
た
こ
と
と
の
関
わ
り
だ
け
を

記
し
て
い
た
が
、
十
九
世
紀
前
半
に
は
御
厨
由
来
説
が
姿
を
み
せ
る
よ
う
に
な
り
、
観
音
寺
領
由

来
説
と
並
ん
で
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
れ
ら
を
含
め
、
十
八
世
紀
中
ご
ろ
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
石
和
遠
妙
寺
の
「
鵜
飼
伝

説
」
が
描
か
れ
て
い
く
。
目
に
付
く
限
り
を
列
挙
す
れ
ば
、「
甲
斐
国
志
」
に
遅
れ
る
こ
と
二
年
、

文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
に
徳
川
家
斉
に
献
呈
さ
れ
た
「
官
遊
紀
勝
」
に
も
、「
鵜
飼
伝
説
」

に
つ
い
て
の
記
述
が
み
ら
れ
る

（
（6
（

。
や
や
さ
か
の
ぼ
っ
て
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）、
鵜
飼
勘
作
の

住
家
が
主
要
な
舞
台
と
な
る
浄
瑠
璃
「
日

に
ち
れ
ん
し
ょ
う
に
ん
み
の
り
の
う
み

蓮
聖
人
御
法
海
」
が
初
演
さ
れ
た
。
さ
ら
に
天
保
二
年

（
一
八
三
一
）、
日
蓮
の
五
百
五
十
周
年
遠
忌
を
記
念
し
て
作
成
さ
れ
た
歌
川
国
芳
の
連
作
「
高
祖

御
一
代
略
図
」
で
は
、「
甲
斐
国
石
和
川
鵜
飼
亡
魂
化
」
と
し
て
「
鵜
飼
伝
説
」
が
描
か
れ
る

（
（6
（

な
ど
、

祖
師
日
蓮
へ
の
信
仰
の
高
揚
に
も
支
え
ら
れ
、
様
々
な
媒
体
に
よ
っ
て
「
鵜
飼
伝
説
」
は
展
開
さ

れ
、
石
和
遠
妙
寺
の
名
と
と
も
に
、
十
九
世
紀
前
半
に
は
全
国
的
に
定
着
し
て
い
っ
た
。
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澄
寺
と
て
上
人
の
師
の
坊
を
い
ふ
な
り
（
中
略
）

　

生イ

沢ザ
ワ　

同
国
山
梨
郡
也
、
伊イ

沢サ
ワ

共
、
石同和
共
書

　
　
（
中
略
）

　

此�

御
堂
に
と
ま
り
て
候　

石
和
村
に
鵜
飼
山
遠
妙
寺
と
て
有
、
身
延
派
也
、
生
沢
川
に
近
し
、

此
御
堂
と
は
遠
妙
寺
を
云
也

　
　
（
中
略
）

　

妙�

な
る
法
の
御
経
を
一
石
に
一
字
書
付
て　

妙
な
る
法
と
は
妙
法
花
経
を
云
也
、
鵜
飼
の
石
と

て
一
字
づ
ゝ
経
文
を
書
た
る
石
、
生
沢
川
よ
り
今
に
出
る
也
、
文
字
そ
れ
〳゙
〵
に
か
は
れ
り
、

世
に
題
目
石
と
云
也
、
或
説
に
日
蓮
上
人
為
二
平
大
納
言
時
忠
卿
菩
提
一
一
石
書
二
法
花
経

文
字
一
投
二
于
生
沢
川
一
と
有
、
尋
ぬ
へ
し
（
後
略
）

　

一
見
し
て
明
ら
か
な
と
お
り
、
石
和
遠
妙
寺
の
「
鵜
飼
伝
説
」
を
踏
ま
え
て
お
り
、
ワ
キ
僧
が

日
蓮
で
あ
る
と
い
う
認
識
も
示
さ
れ
て
い
る
。
伊
藤
正
義
氏

（
（5
（

に
よ
れ
ば
、「
謡
曲
拾
葉
抄
」
は
京

都
の
犬
井
貞
恕
が
延
宝
期
後
半
か
ら
着
手
し
、元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
に
貞
恕
が
没
し
た
後
、

空
華
庵
忍
鎧
が
四
十
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
に
序
文
を
付
し
、
さ
ら
に

後
の
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
に
み
ら
れ
る
記
述
も
、

と
も
す
れ
ば
貞
恕
の
生
前
、
十
七
世
紀
後
半
ま
で
遡
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
遅
く

と
も
十
八
世
紀
中
ご
ろ
に
は
、
京
都
に
お
い
て
も
《
鵜
飼
》
と
「
鵜
飼
伝
説
」
と
の
関
係
が
認
識

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
次
に
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
の
序
を
持
つ

野
田
成
方
の
「
裏
見
寒
話
」
を
み
よ
う
。

〔
史
料
８

（
（5
（

〕

　

○
鵜
飼
山
遠
妙
寺　

石
和
駅　

日
蓮
宗

　
　

縁
起
の
略
に
云
、
俗
謡
に
所
謂
、
鵜
飼
の
翁
は
平
大
納
言
時
忠
也
、
元
暦
の
頃
、
平
家
放
流

の
時
、
時
忠
は
甲
州
に
配
流
す
、
心
猛
悪
に
し
て
殺
生
に
身
を
委
ね
、
菊
島
、
下
岩
落
迄
、

南
北
拾
八
丁
は
法
城
山
観
音
寺
と
云
る
禅
院
の
領
地
に
し
て
、厳
し
く
殺
生
を
禁
す
と
雖
も
、

毎
夜
此
処
に
出
て
鵜
を
放
ち
網
を
下
す
、
終
に
顕
れ
て
文
治
年
中
岩
落
の
深
底
へ
ふ
し
つ
け

に
せ
ら
る
、
最
期
の
悪
念
に
や
、
忽
悪
鬼
と
成
て
瞋
恚
の
炎
壮
に
し
て
、
日
夜
中
有
に
苦
し

む
折
し
も
、
宗
祖
日
蓮
大
師
、
文
永
の
頃
身
延
よ
り
石
和
に
至
る
時
、
日
暮
、
雨
烈
し
く
し

て
里
に
一
宿
を
乞
と
雖
も
、
謗
法
の
宗
旨
な
れ
は
、
曾
て
免
さ
ず
、
終
に
菊
島
に
至
て
一
庵

を
求
む
、
庵
主
は
八
旬
余
の
漁
翁
た
り
、
是
即
時
忠
の
幽
霊
な
り
、
宗
祖
終
夜
殺
生
を
教
化

し
て
戒
む
と
雖
も
、
教
化
に
随
は
ず
、
面
色
変
つ
て
一
丈
余
の
鬼
形
と
成
、
瞋
恚
の
焔
燃
立

と
見
へ
し
か
、
忽
姿
失
せ
庵
も
消
へ
、
菊
島
の
草
む
ら
に
一
夜
を
明
し
て
延
山
に
帰
ら
る
ゝ
、

翌
春
日
朗
・
日
向
と
倶
に
此
処
に
来
り
、
再
び
漁
翁
の
亡
霊
に
逢
ひ
、
三
昼
夜
の
間
、
法
華

経
壱
部
一
石
に
一
字
ツ
ヽ
書
写
し
、
教
化
有
た
れ
ば
、
漁
夫
忽
ち
罪
障
滅
し
て
成
仏
す
、
古

は
伊
沢
と
書
し
か
後
に
石
沢
と
書
く
、四
百
余
年
石
経
書
写
の
石
は
、鵜
飼
寺
什
物
と
す
、（
中

略
）
或
人
云
、
平
時
忠
甲
州
配
流
の
事
不
審
也
と
、
如
何
と
な
れ
は
、
時
忠
は
平
家
の
重
族
、

配
所
に
て
奚
ぞ
川
獵
等
の
遊
行
あ
ら
ん
や
、
厳
し
く
守
護
し
て
他
出
を
禁
ず
べ
き
事
也
、
又

重
刑
の
人
を
窺
わ
す
し
て
死
刑
に
行
ふ
も
、
不
審
（
中
略
）

　

○
鵜
飼
川　

日
蓮
上
人
、
鵜
飼
翁
を
済
度
し
て
よ
り
後
、
鵜
飼
川
の
名
あ
り
、
今
も
至
誠
を
尽

し
て
尋
れ
ば
、
経
石
を
拾
う
事
あ
り

　

先
に
み
た
慶
応
四
年
の
「
由
緒
明
細
帳
」
と
少
々
異
な
る
と
こ
ろ
も
み
ら
れ
る
が
、
大
筋
は
同

じ
と
い
っ
て
よ
い
。《
鵜
飼
》に
は
み
ら
れ
な
い
二
度
の
教
化
も「
由
緒
明
細
帳
」と
共
通
し
て
い
る
。

ま
た
冒
頭
に
「
縁
起
の
略
に
云
」
と
あ
り
、「
岩
落
の
深
底
」、「
最
期
の
悪
念
」
な
ど
共
通
す
る

表
現
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
裏
見
寒
話
」
は
こ
の
部
分
を
「
甲
斐
国
石
和
鵜
飼
山
遠
妙
寺

略
縁
記
」
に
基
づ
い
て
書
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、「
裏
見
寒
話
」
が
成
立

し
た
十
八
世
紀
中
ご
ろ
に
は
「
甲
斐
国
石
和
鵜
飼
山
遠
妙
寺
略
縁
起
」
が
流
布
し
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
傍
線
部
に
あ
る
「
或
人
」
が
呈
す
る
疑
問
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
平

時
忠
が
甲
斐
に
配
流
さ
れ
た
こ
と
は
疑
問
と
し
、
さ
ら
に
平
家
の
重
要
人
物
の
時
忠
が
、
配
所
で

遊
漁
す
る
こ
と
も
お
か
し
く
、
厳
し
く
監
視
し
て
外
出
を
禁
止
す
べ
き
で
あ
り
、
な
お
か
つ
重
罪

人
を
許
可
な
く
死
刑
に
処
す
こ
と
も
不
審
だ
と
す
る
。
十
七
世
紀
に
石
和
遠
妙
寺
に
よ
っ
て
形
成
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霊れ
い
じ
や
う場

也
、
熟

つ
ら
〳
〵

探き
う
き
を
さ
ぐ
り

旧
記
尋で

ん
せ
つ
を
た
づ
ぬ
る

伝
説
に
、
鵜
飼
の
漁ぎ

よ
お
う翁

ハ
所い

ハ
ゆ
る謂

平へ
い
だ
い
な
ご
ん

大
納
言
時と

き
た忠ゞ

卿け
う

是こ
れ

也
、

疇そ
の
か
ミ昔

元げ
ん
り
や
く暦

年
中
、
平へ

い
け家

の
一
門
諸し

よ
し
よ処

に
放ほ

う
り
う流

せ
し
砌

ミ
ぎ
り、

甲か
ひ
の
く
に

斐
国
伊い

さ
ハ沢

の
里さ

と

菊き
く
し
ま島

と
い
へ

る
処

と
こ
ろに

左さ
す
ら
へ遷

給
へ
り
、
嘗か

つ
て
此こ

の
き
ミ君

栄ゑ
い
よ
う耀

の
昔

む
か
しハ

意
こ
ゝ
ろ

凶き
や
う
あ
く

悪
に
し
て
、
平へ

い
ぜ
い生

殺せ
つ
せ
う生

を
好

こ
の
めり

、
故ゆ

へ

に
初

は
じ
め

官く
わ
ん
と途

に
誇

ほ
こ
りて

ハ
、
日に

ち
や夜

闘と
う
じ
や
う

争
の
喧

か
ま
び
す
きを

楽
た
の
し
ミ、

晩の
ち

に
辺へ

ん
ち地

に
吟さ

ま
よ
ふ行

て
ハ
、
孤こ

し
ん身

甚
は
な
ハ
だ

放ほ
う
い
つ逸

に
し
て
、
民み

ん
か
ん間

に
猥な

れ
て
朝て

う
ぼ暮

殺せ
つ
せ
う生

に
身ミ

を
委

ゆ
だ
ね

給
へ
り
、
爰こ

ゝ
に
菊
島
と
い
ふ
と
こ
ろ
よ

り
岩い

ハ
お
ち落

と
い
へ
る
所
迄
南な

ん
ぼ
く北

十
八
町
の
間

あ
い
だハ

、
法

ほ
う
ぜ
う
さ
ん

城
山
観く

ハ
ん
お
ん
じ

音
寺
と
い
へ
る
禅ぜ

ん
い
ん院

の
寺じ

れ
う領

に

し
て
、
堅か

た
く
殺せ

つ
せ
う生

を
禁き

ん
だ
ん断

せ
り
、
然し

か
る
に
此こ

の

卿け
う

い
か
な
る
業ご

う
い
ん因

に
や
、
毎ま

い
よ夜

此
処
に
至

い
た
つて

、

深し
ん
か
う更

に
ハ
密

ひ
そ
かに

網あ
ミ

を
入い

れ
、
暗あ

ん
や夜

に
ハ
恣

ほ
し
い
ま
ゝに

鵜う

を
飼つ

か
ひ
、
阿あ

こ
ぎ漕

が
浦う

ら
に
あ
ら
ね
ど
も
、
た
び

か
さ
な
り
て
終つ

い
に
顕

あ
ら
ハれ

、
文
治
年
中
の
夏な

つ
の
頃こ

ろ
、
岩い

ハ
お
ち落

と
い
へ
る
所
の
深ミ

な
そ
こ底

に
柴ふ

し
づ
け漬

に
せ
ら

れ
け
る
、
其そ

の

最さ
い
ご後

の
悪あ

く
ね
ん念

に
や
よ
り
け
ん
、
忽

た
ち
ま
ち

霊れ
い
き鬼

と
な
り
、
瞋し

ん
い恚

の
か
ゞ
り
火び

盛さ
か
んに

も

え
た
ち
、悪あ

く
ご
う業

の
手た

づ
な綱

に
つ
な
が
れ
て
、九
十
年
来
業（

果
）

か
の
鵜う

を
飼つ

か
ひ
、夜よ

ご
と
苦

く
る
しミ

給
へ
り
、

然し
か

る
に

（
闕
字
）

高か
う
そ祖

大
菩ぼ

さ
つ薩

、
一
乗じ

や
うの

車
を
四
方
に
轟

と
ど
ろ
かし

給た
ま

へ
る
折お

り
ふ
し
、
文
永
六
年
の
頃こ

ろ
、

此
伊
沢さ

ハ
の
里
に
至

い
た
り

給
ふ
に
、
日
も
暮く

れ

雨あ
め

頻し
き
りな

り
、
一
夜や

を
求も

と
め
給
へ
ど
も
、
謗ほ

う

法ぐ
の
街

ち
ま
たな

れ
バ
曽か

つ
て
ゆ
る
し
奉
ら
ず
、
是ぜ

ひ非
な
く
菊
島
の
ほ
と
り
に
た
ど
り
給
ひ
て
、
あ
や
し
き
庵

い
ほ
り

の
有
け
る
に
宿
を
乞こ

ひ

給
へ
バ
、
八や

そ
じ旬

有あ
ま
り余

の
翁

お
き
な

立
出
て
一
宿
を
ま
い
ら
せ
奉
る
、
是こ

れ

則
す
な
ハ
ち

鵜う
か
ひ飼

漁き
よ
お
う翁

の
亡も

う
れ
い霊

也
、
高
祖
大
菩
薩
、
竟

よ
も
す
か
ら夜

教け
う
か化

ま
し
〳
〵
て
殺せ

つ
せ
う生

を
い
ま
し
め
給
へ
ど

も
、
い
ま
だ
時と

き

至い
た

ら
ず
、
御ご

き
や
う
け

教
化
に
背そ

む
き
す
さ
ま
じ
く
面
色

し
よ
く

変か
ハ

り
、
一

い
ち
じ
や
う

丈
あ
ま
り
の
悪あ

く
き鬼

と
な
り
、
瞋し

ん
い恚

の
焔

ほ
の
ほも

え
上
が
る
と
見
ゆ
れ
バ
、
忽

た
ち
ま
ちに

姿
す
が
たも

う
せ
、
庵

い
ほ
りも

消き
へ

て
、
菊
島
の

芝し
バ

の
上
に
難

あ
り
が
た
く

有
も
一
夜
を
明あ

か
さ
せ
給
ひ
ぬ
、
此
砌ミ

ぎ
りに

ハ
虚

む
な
しく

過す
ご

し
給
ふ
と
い
へ
ど
も
、
又

文
永
十
一
年
の
夏
の
頃
、
日
朗ら

う
・
日
向か

う
の
御
弟で

し子
と
共と

も
に
此
処
に
至

い
た
り、

道ミ
ち

の
ほ
と
り
の
辻つ

ぢ
ど
う堂

に
止

と
ゞ
まり

給
ひ
し
か
バ
、
再

ふ
た
ゝび

鵜
飼
の
亡も

う
じ
や者

に
対た

い
め
ん面

し
給
ひ
、
三
日
三
夜
の
間
に
法ほ

け
き
や
う

華
経
一

部ぶ

一
石
一
字じ

に
書し

よ
し
や写

し
、
水ミ

な
そ
こ底

に
し
づ
め
、
懇

ね
ん
ご
ろに

教け
う

化け

ま
し
ま
せ
バ
、
有
が
た
や
、
衆し

う
ざ
い罪

ハ
草さ

う
ろ露

の
如ご

と
く
石
経
書
写
の
恵ゑ

日
に
消き

へ
て
、
鵜う

ぶ
ね舩

も
弘ぐ

ぜ
い誓

の
舟
と
な
り
、
春は

る
の
夜
の
夢ゆ

め
ば

か
り
な
る
、
一
夜
の
宿や

ど
の
縁ゑ

ん
つ
き
ず
、
仏ぶ

つ
し
よ所

に
導

み
ち
びき

給
ふ
、
あ
り
が
た
や
と
合

が
つ
し
や
う掌

成ぜ
う
ぶ
つ仏

の

望の
ぞ
ミを

と
け
て
、
金こ

ん
ご
う剛

不ふ
ゑ壊

の
堅か

た
き
し
る
し
の
経
石
、
あ
ま
ね
く
諸
国こ

く
に
散さ

ん
ざ
い在

せ
り
、
往そ

の
か
ミ昔

、

提だ
い
ば
た
つ
た

婆
達
多
が
五
逆
の
罪
に
し
づ
ミ
は
て
に
し
无む

け
ん間

の
苦

く
る
しミ

も
、
一

い
ち
ぶ
つ
じ
や
う

仏
乗
の
功く

り
き力

に
て
、
天て

ん
わ
う王

如に
よ
ら
い来

の
記

を
蒙

か
う
むる

、
今
の
鵜
飼
が
恒ご

う
が河

に
漁

す
な
どる

罪つ
ミ

も
報

む
く
ひも

、
石

せ
き
き
や
う経

書し
よ
し
や写

の
利り

や
く益

に
消き

ゆ
る

水
の
泡あ

は
、
石い

さ
わ和

川か
ハ
せ瀬

の
末す

へ

永な
が

く
清き

よ
き
流

な
が
れの

あ
り
が
た
き
た
め
し
な
ら
す
や
、
在ざ

い
せ世

の
提だ

い
ば婆

も

滅め
つ
ご後

の
鵜
飼
も
、
御ミ

の
り法

ハ
同
じ
、
二
も
な
く
三
も
な
く
、
唯た

ゞ

一
仏ぶ

つ
ぜ
う乗

の
徳と

く
に
よ
り
て
、
奈な

ら
く落

に
し
づ
ミ
は
て
ゝ
浮う

か
ミ
難が

た
き
悪あ

く
に
ん人

の
成ぜ

う
ぶ
つ仏

せ
し
旧き

う
せ
き跡

な
れ
バ
、
後ご

ご
ひ
ゃ
く
さ
い

五
百
歳
遠お

ん
で
ん
め
う
ど
う

沽
妙
道
の
い
ハ

れ
に
や
、
鵜う

か
ひ
さ
ん

飼
山
遠お

ん
め
う
じ

妙
寺
と
号が

う
す
る
も
の
な
ら
し
、
南
無
妙
法
蓮
華
経

　

微
妙
な
違
い
が
あ
る
と
は
い
え
、
基
本
的
な
話
の
筋
は
、
さ
き
に
み
た
「
由
緒
明
細
帳
」
記
載

の
も
の
と
変
わ
ら
な
い
。
ま
た
、
石
和
川
で
の
殺
生
禁
断
に
つ
い
て
、
伊
勢
神
宮
の
御
厨
で
あ
る

こ
と
で
は
な
く
、
臨
済
宗
の
法
城
山
観
音
寺
の
寺
領
で
あ
る
こ
と
を
そ
の
理
由
と
し
て
明
示
し
て

い
る

（
（5
（

。
し
か
し
、
御
厨
と
殺
生
禁
断
と
を
結
び
つ
け
た
説
と
同
様
、
殺
生
禁
断
の
観
音
寺
領
由
来

説
も
成
り
立
ち
が
た
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
石
和
川
に
布
か
れ
て
い
た
殺
生
禁
断
の
法
が
、
禅
宗

寺
院
の
観
音
寺
に
よ
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
殺
生
戒
を
根
拠
と
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
だ
が
そ
れ
で
は
周
辺
に
鵜
使
い
た
ち
が
多
く
住
む
と
い
う
劇
中
の
描
写
と
矛
盾
し
て
し
ま

う
（
（5
（

。
こ
れ
も
近
世
の
石
和
遠
妙
寺
が
、
鵜
飼
山
の
山
号
が
成
立
す
る
以
前
に
周
辺
が
殺
生
禁
断
と

さ
れ
た
理
由
を
、
何
ら
か
の
か
た
ち
で
求
め
よ
う
と
し
て
付
会
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う

（
（5
（

。

　

略
縁
起
の
成
立
や
「
鵜
飼
伝
説
」
の
浸
透
を
考
え
る
た
め
、
い
く
つ
か
史
料
を
み
て
い
く
こ
と

に
し
よ
う
。
ま
ず
十
八
世
紀
に
成
立
し
た
謡
曲
の
註
釈
書
「
謡
曲
拾
葉
抄
」
で
あ
る
。

〔
史
料
７

（
（5
（

〕

　
　
　
　
　

鵜　

飼

世
伝
云
、
甲
斐
国
山
梨
郡
石イ

ザ

和
川
は
殺
生
禁
断
の
所
な
る
に
、
夜
毎
に
し
の
び
出
て
鵜

を
つ
か
ひ
け
る
も
の
あ
り
、
里
人
是
を
と
ら
へ
て
つ
み
に
し
づ
め
た
り
、
聖
人
不
便
に
お

ぼ
し
め
さ
れ
、
法
花
経
一
部
一
石
に
一
字
づ
ゝ
あ
そ
ば
し
て
御
と
ふ
ら
ひ
有
け
り
、
か
の

鵜
つ
か
ひ
は
申
に
及
ば
ず
、
一
石
一
字
の
川
水
を
の
め
る
う
ろ
く
す
ま
で
、
皆
解
脱
を
得

ず
と
い
ふ
事
な
か
る
べ
し
と
云
々

　
　

是
は
安
房
の
清
澄
よ
り
出
た
る
僧
に
て
候　

此
僧
は
日
蓮
上
人
を
云
也
、
安
房
の
清
澄
は
清
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こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
が
事
実
だ
と
す
る
と
、
慶
長
初
年
、
久
遠
寺
と
石
和
遠
妙
寺
は
、
日

乾
・
日
遠
と
日
豫
と
い
う
、
と
も
に
同
じ
日
重
門
下
の
住
職
を
持
つ
寺
院
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る

（
（4
（

。

　

日
豫
の
先
代
で
あ
る
十
三
世
日
境
は
天
正
十
三
年
五
月
に
没
し
、
日
豫
は
慶
長
十
年
四
月
に
没

し
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
日
豫
の
在
職
期
間
は
最
長
で
も
そ
の
間
の
お
よ
そ
二
十
年
ほ
ど
と
い

う
こ
と
に
な
る

（
（4
（

。
日
乾
と
日
豫
の
ど
ち
ら
が
先
に
甲
斐
国
に
入
っ
た
か
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
乾
ら
が
久
遠
寺
に
入
る
に
あ
た
り
、
単
身

で
乗
り
込
む
の
で
は
な
く
、
日
豫
ら
同
門
の
僧
侶
を
多
数
同
行
し
、
久
遠
寺
の
膝
下
で
あ
る
甲
斐

国
の
寺
院
に
送
り
込
ん
で
い
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い

（
（4
（

。
お
そ
ら
く
、
慶
長
八
年

の
日
乾
の
身
延
晋
山
前
後
、
そ
う
遠
く
な
い
時
期
に
石
和
遠
妙
寺
は
日
豫
を
住
職
に
迎
え
、
久
遠

寺
の
末
寺
と
な
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
石
和
遠
妙
寺
が
久
遠
寺
の
「
身
延
客
末
五
ヶ

寺
ノ
一

（
（4
（

」
と
し
て
、
他
の
末
寺
一
般
と
は
異
な
る
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
た

（
（5
（

の
も
、
日
豫
以
来
の

久
遠
寺
と
の
関
係
の
強
さ
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

で
は
、な
ぜ
日
豫
の
入
寺
先
と
し
て
石
和
遠
妙
寺
が
選
ば
れ
た
の
か
。
そ
こ
で
浮
か
ぶ
の
が「
鵜

飼
伝
説
」の
存
在
で
あ
る
。日
乾
の
身
延
晋
山
が
慶
長
八
年
の
い
つ
で
あ
っ
た
か
は
不
明
だ
が
、〔
史

料
４
〕
が
発
給
さ
れ
た
慶
長
八
年
の
三
月
ま
で
に
は
石
和
遠
妙
寺
は
「
鵜
飼
伝
説
」
を
そ
の
縁
起

と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
日
豫
ら
日
乾
同
門
の
入
寺
に
あ
た
っ
て
は
、
石
和
遠
妙
寺

を
含
む
甲
斐
国
内
の
諸
寺
院
が
も
つ
由
緒
や
縁
起
が
考
慮
さ
れ
、
相
応
の
寺
院
が
選
定
さ
れ
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
京
都
か
ら
甲
斐
国
に
入
っ
た
日
乾
や
日
豫
ら
は
、
お
そ
ら
く
初
め
て
石

和
遠
妙
寺
の
「
鵜
飼
伝
説
」
に
触
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
祖
師
日
蓮
に
関
す
る
縁
起
を
有
す

る
こ
と
は
、日
豫
の
入
寺
に
あ
た
っ
て
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。す
な
わ
ち
、「
鵜

飼
伝
説
」
が
石
和
遠
妙
寺
と
日
豫
を
結
び
つ
け
、
久
遠
寺
と
の
強
い
関
係
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た

と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
も
そ
も
、
日
乾
・
日
豫
ら
日
重
門
下
の
甲
斐
入
国
に
先
立
っ
て
、
石
和
遠
妙
寺
が
「
鵜
飼
伝

説
」
と
の
関
わ
り
を
全
面
に
押
し
出
し
、
鵜
飼
山
と
称
す
よ
う
に
な
っ
た
背
景
を
考
え
る
に
、
京

都
で
の
受
不
施
派
と
不
受
不
施
派
の
対
立
が
関
東
に
飛
び
火
す
る
こ
と
を
予
見
し
、
ど
ち
ら
が
優

勢
と
な
っ
て
も
そ
の
中
枢
と
接
触
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
祖
師
日
蓮
と
の
関
係
を
誇

示
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　

日
豫
に
ま
つ
わ
る
石
和
遠
妙
寺
の
寺
伝
が
疑
わ
し
く
と
も
、
幕
府
の
後
援
を
う
け
、
関
東
に
お

け
る
法
華
宗
の
一
大
拠
点
に
成
長
し
つ
つ
あ
っ
た
久
遠
寺
に
接
近
す
る
こ
と
は
、
同
じ
甲
斐
国
内

に
所
在
す
る
法
華
宗
寺
院
と
し
て
、
む
し
ろ
当
然
と
も
い
え
る
。
こ
の
場
合
、
石
和
遠
妙
寺
が
久

遠
寺
に
接
近
す
る
に
あ
た
っ
て
、い
わ
ば
最
大
の
武
器
と
な
っ
た
の
が
祖
師
日
蓮
に
ま
つ
わ
る「
鵜

飼
伝
説
」
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

日
豫
に
つ
い
て
の
寺
伝
の
信
憑
性
が
い
か
に
あ
ろ
う
と
も
、
縁
起
と
し
て
の
「
鵜
飼
伝
説
」
の

存
在
は
、
近
世
へ
の
移
行
期
を
生
き
抜
く
石
和
遠
妙
寺
の
し
た
た
か
な
戦
略
の
賜
物
で
あ
っ
た
と

い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

三
「
鵜
飼
伝
説
」
の
展
開

　

さ
き
に
慶
応
四
年
の
「
由
緒
明
細
帳
」
を
も
と
に
、石
和
遠
妙
寺
の
由
緒
と
し
て
「
鵜
飼
伝
説
」

を
紹
介
し
た
が
、
地
誌
類
に
示
さ
れ
る
石
和
遠
妙
寺
の
縁
起
は
、
相
互
に
細
か
な
違
い
が
確
認
さ

れ
る
。
こ
こ
で
は
、
近
世
に
作
成
さ
れ
た
縁
起
や
地
誌
な
ど
か
ら
、「
鵜
飼
伝
説
」
の
変
遷
を
と

ら
え
た
い
。
本
来
な
ら
ば
近
世
に
「
鵜
飼
伝
説
」
を
記
し
た
全
て
の
史
料
を
検
討
の
対
象
と
す
べ

き
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
代
表
的
な
も
の
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
て
全
体
的
な
傾
向
を
確
認
す
る

こ
と
と
す
る
。
ま
ず
は
「
甲
斐
国
石
和
鵜
飼
山
遠
妙
寺
略
縁
記
」
を
み
よ
う
。

〔
史
料
６

（
（5
（

〕

　
　

（
表
紙
）

　
　
「	
甲
斐
国
石
和

	
鵜
飼
山
遠
妙
寺　

畧
縁
記　

」

抑そ
も
〳
〵

鵜う
か
ひ
さ
ん

飼
山
遠お

ん
め
う
じ

妙
寺
ハ
、
祖そ

し師
大だ

い
ぼ
さ
つ

菩
薩
石し

や
く
き
や
う

経
を
書し

よ
し
や写

し
て
、
鵜う

か
ひ飼

の
亡も

う
れ
い霊

を
済さ

い
ど度

し
給
ふ
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【
系
図
】
久
遠
寺
歴
世
略
系
図
（
開
山
日
蓮
よ
り
二
十
八
世
日
奠
ま
で
）

①
日
蓮　
　

②
日
向

　
　
　
　
　

③
日
進　
　

⑤
日
台

　
　
　
　
　

④
日
善　
　

⑥
日
院　
　

⑦
日
叡　
　

⑧
日
億　
　

⑩
日
延

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑨
日
学

　

日
出　
　

⑪
日
朝　
　

⑫
日
意　
　

⑭
日
鏡　
　

⑰
日
新　
　

⑱
日
賢　
　

⑲
日
道

　
　
　
　
　

⑬
日
伝　
　

⑮
日
叙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑯
日
整

⑳（
京
都
本
満
寺
）

日
重　
　

㉑
日
乾　
　

㉕
日
深

　
　
　
　
　

㉒
日
遠　
　

㉓
日
祝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㉔
日
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㉖
日
暹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㉘
日
奠

 （�『
身
延
山
史
』、『
身
延
町
誌
』
な
ど
に
よ
り
作
成
。
実
線
は
師
弟
関
係
、
破
線
は
推
定
、
丸
数

字
は
久
遠
寺
に
お
け
る
代
数
）

※
⑳
日
重
は
久
遠
寺
に
入
っ
て
い
な
い
が
、弟
子
の
㉑
日
乾
・
㉒
日
遠
ら
に
よ
っ
て
歴
代
法
主
に
加
え
ら
れ
た
。

　
�

㉑
日
乾
は
慶
長
八
年
と
慶
長
十
四
年
〜
十
九
年
、
㉒
日
遠
は
慶
長
九
年
〜
十
四
年
と
元
和
元
年
〜
二
年
の

そ
れ
ぞ
れ
二
度
ず
つ
久
遠
寺
法
主
を
務
め
て
い
る
。

　

�
㉗
日
境
は
玉
沢
妙
法
華
寺
日
達
の
弟
子
で
あ
り
、
㉖
日
暹
お
よ
び
鷹
峰
檀
林
講
主
の
日
揚
（
㉑
日
乾
弟
子
）

の
俗
弟
と
い
う
。

42

を
除
い
て
処
分
を
受
け
、
禁
圧
さ
れ
る
に
至
っ
た
（
寛
文
の
惣
滅
）。
こ
の
よ
う
に
久
遠
寺
は
、

十
七
世
紀
初
頭
か
ら
中
ご
ろ
に
か
け
て
、
不
受
不
施
派
と
の
戦
い
を
制
す
る
な
か
で
関
東
で
の
勢

力
を
拡
大
さ
せ
つ
つ
、
幕
府
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
、
の
ち
の
法
華
宗
の
総
本
山
と
し
て
の
地
歩

を
固
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
久
遠
寺
で
は
、
慶
長
六
年
十
二
月
に
十
九
世
日
道
が
没
す
る
と
、
京
都
本
満
寺
の
十
二
世

日
重
を
法
主
に
招
こ
う
と
し
た
が
固
辞
さ
れ
、
慶
長
八
年
、
そ
の
弟
子
で
あ
っ
た
日
乾
を
久
遠
寺

二
十
一
世
に
、
翌
慶
長
九
年
に
は
同
じ
く
日
重
の
弟
子
の
日
遠
を
二
十
二
世
に
迎
え
た

（
（4
（

。『
身
延

山
史

（
（4
（

』
な
ど
に
よ
り
久
遠
寺
の
歴
代
法
主
を
追
う
と
、
以
下
の
【
系
図
】
の
よ
う
に
な
る
。
経
歴

の
判
然
と
し
な
い
法
主
も
あ
る
が
、
久
遠
寺
法
主
は
お
お
む
ね
三
世
日
進
以
来
の
法
脈
を
受
け
継

ぐ
弟
子
に
相
承
さ
れ
て
い
た
。
と
く
に
十
五
世
紀
後
半
に
衰
退
し
て
い
た
寺
勢
を
回
復
し
、
久
遠

寺
の
基
盤
を
再
建
し
た
と
い
う
十
一
世
日
朝
以
降
、
十
九
世
日
道
に
至
る
ま
で
、
そ
の
教
学
を
受

け
継
ぐ
僧
侶
が
歴
代
の
法
主
を
務
め
て
い
た
。し
か
し
日
道
の
死
に
よ
っ
て
そ
の
法
脈
は
途
絶
え
、

二
年
ほ
ど
の
空
白
期
間
を
経
て
、
久
遠
寺
と
し
て
は
初
め
て
、
関
東
で
の
修
行
経
験
を
持
た
な
い

日
乾
・
日
遠
ら
が
相
次
い
で
法
主
と
な
っ
た

（
（4
（

。
身
池
対
論
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
二
十
六
世
日
暹

な
ど
、
二
十
八
世
日
奠
に
い
た
る
以
後
の
歴
代
も
、
ほ
ぼ
全
員
が
日
乾
・
日
遠
の
直
弟
子
で
占
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
慶
長
八
年
の
日
乾
の
身
延
晋
山
を
境
に
、
久
遠
寺
の
法
脈
は
日
重

門
下
、
日
乾
・
日
遠
の
系
統
に
入
れ
替
わ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
久
遠
寺
の
法
脈
が
受
不
施
派
の
日
重
門
下
に
変
わ
っ
た
こ
と
は
、
久
遠
寺
の
そ
の
後
に

大
き
な
意
味
を
持
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
先
に
み
た
よ
う
に
、
日
乾
の
晋
山
以
降
、
久
遠
寺
は
関

東
で
不
受
不
施
派
と
の
戦
い
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
畿
内
で
の
受
・
不
受
両
派

の
対
立
が
関
東
に
波
及
す
る
な
か
で
、
関
東
近
郊
の
大
寺
院
で
あ
り
な
が
ら
法
主
が
不
在
と
な
っ

て
い
た
久
遠
寺
が
、
受
不
施
派
の
法
主
を
迎
え
た
こ
と
で
、
関
東
に
お
け
る
受
不
施
派
の
旗
手
と

な
っ
た

（
（4
（

。

　

視
点
を
石
和
遠
妙
寺
に
戻
そ
う
。
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
石
和
遠
妙
寺
の
十
四
世
日
豫
は
日
重
門
下

で
あ
っ
た
と
い
う

（
（4
（

。
他
に
こ
の
こ
と
が
ら
を
示
す
史
料
が
み
ら
れ
な
い
た
め
、
安
易
に
依
拠
す
る

（
三
島
本
覚
寺
）
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法
華
宗
か
ら
も
妙
満
寺
二
十
六
世
の
久
遠
院
日
淵
と
要
法
寺
の
本
地
院
日
性
（
世
雄
坊
円
智
）、

お
よ
び
日
淵
の
弟
子
で
、
日
海
の
法
号
を
も
つ
本
因
坊
算
砂
の
三
人
が
参
画
し
て
い
る

（
（3
（

。
他
に
も

多
数
の
知
識
人
が
編
纂
に
関
わ
っ
て
い
る
「
謡
抄
」
に
「
鵜
飼
伝
説
」
に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ

な
い
と
い
う
こ
と
は
、「
謡
抄
」
が
完
成
す
る
十
六
世
紀
末
の
段
階
に
お
い
て
、
京
都
周
辺
の
知

識
人
た
ち
に
は
、《
鵜
飼
》
と
「
鵜
飼
伝
説
」
と
の
関
係
は
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
も
し
く

は
「
鵜
飼
伝
説
」
そ
の
も
の
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
史
料
で
も
う
一
つ
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
安
房
清
澄
、
一
石
一
字
な
ど
の
語
句
に
付

さ
れ
た
註
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
こ
れ
ま
で
《
鵜
飼
》
の
ワ
キ
僧
が
日
蓮
だ
と
す
る
根
拠
と
さ
れ
て

き
た
も
の
だ
が
、
一
見
し
て
わ
か
る
と
お
り
、「
安
房
き
よ
す
み
」
の
註
で
日
蓮
ゆ
か
り
の
安
房

清
澄
寺
と
の
関
係
に
言
及
せ
ず
、「
一
石
一
字
」
は
、「
清
水
ノ
経
書
堂
（
来
迎
院

（
（3
（

）」、
あ
る
い
は

蘇
軾
の
詩
に
み
ら
れ
る
も
の
と
同
様
だ
と
す
る
の
み
で
、
川
施
餓
鬼
な
ど
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く

触
れ
て
い
な
い
。と
も
す
れ
ば
、《
鵜
飼
》の
ワ
キ
僧
が
日
蓮
で
あ
る
と
い
う
解
釈
も
存
在
し
な
か
っ

た
可
能
性
さ
え
あ
る
。

　

法
華
宗
礼
賛
の
色
彩
が
濃
厚
な
《
鵜
飼
》
の
註
釈
に
あ
た
っ
て
は
、
当
然
法
華
宗
の
僧
侶
た

ち
の
知
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、「
謡
抄
」
に
は
祖
師
日
蓮
、

お
よ
び
そ
の
日
蓮
に
ま
つ
わ
る
「
鵜
飼
伝
説
」
を
み
て
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

十
六
世
紀
末
の
京
都
周
辺
の
法
華
宗
の
僧
侶
た
ち
は
、「
鵜
飼
伝
説
」
を
認
識
し
て
い
な
か
っ
た

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、《
鵜
飼
》
が
祖
師
日
蓮
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
は

み
な
し
て
い
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
日
蓮
と
の
関
係
を
認
識
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
情
報
は

註
釈
に
加
え
る
ほ
ど
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
は
考
え
て
は
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
可
能
性
も
指
摘

で
き
よ
う

（
（3
（

。

　
「
鵜
飼
伝
説
」
に
基
づ
く
山
号
で
あ
る
鵜
飼
山
の
初
見
と
、「
鵜
飼
伝
説
」
が
確
認
で
き
な
い
「
謡

抄
」
の
完
成
が
、
と
も
に
慶
長
年
間
の
初
め
で
あ
る
こ
と
は
、
筆
者
に
は
偶
然
と
は
思
わ
れ
な
い
。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
ら
を
整
合
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
石
和
遠
妙
寺
に
は
「
鵜

飼
伝
説
」
が
存
在
し
、
京
都
周
辺
に
は
そ
の
存
在
が
認
識
さ
れ
て
い
な
い
状
況
が
想
定
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
こ
こ
か
ら
「
鵜
飼
伝
説
」
が
慶
長
初
年
か
ら
さ
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
時
期
に
石
和

で
形
成
さ
れ
、
ま
だ
定
着
を
み
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

（
（3
（

。

　

で
は
な
ぜ
こ
の
時
期
に
こ
う
し
た
縁
起
が
創
作
さ
れ
た
の
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
な
ぜ
石
和
遠

妙
寺
は
「
鵜
飼
伝
説
」
に
基
づ
く
縁
起
を
慶
長
初
年
ま
で
に
必
要
と
し
た
の
か
。
十
六
世
紀
末
か

ら
十
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
石
和
遠
妙
寺
を
め
ぐ
る
情
勢
を
探
る
と
、
一
つ
大
き
な
変
化
が
確

認
さ
れ
る
。
そ
れ
は
身
延
山
久
遠
寺
と
の
本
末
関
係
の
形
成
で
あ
る
。

　

近
世
初
頭
の
久
遠
寺
の
末
寺
編
成
に
つ
い
て
検
討
し
た
斎
藤
典
男
氏

（
（3
（

に
よ
れ
ば
、
石
和
遠
妙
寺

は
、
天
正
二
十
年
（
文
禄
元
年
、
一
五
九
二
）
の
久
遠
寺
の
「
末
寺
屋
敷
免
許
状

（
（3
（

」
に
は
記
載
が

な
く
、
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
の
末
寺
帳
に
は
「
鵜
飼
遠
妙
寺
」
と
し
て
そ
の
名
が
み
え
る
こ

と
か
ら
、
天
正
末
年
か
ら
寛
永
年
間
に
か
け
て
久
遠
寺
の
末
寺
と
な
っ
た
と
い
う
。

　

こ
こ
で
当
時
の
法
華
宗
の
動
向
、
と
り
わ
け
受
不
施
派
と
不
受
不
施
派
の
対
立
と
久
遠
寺
の
立

場
を
確
認
し
て
お
き
た
い

（
（4
（

。
ま
ず
、
文
禄
四
年
に
豊
臣
秀
吉
が
命
じ
た
京
都
東
山
の
大
仏
千
僧
会

へ
の
出
仕
を
め
ぐ
り
、
受
不
施
派
と
不
受
不
施
派
が
厳
し
く
対
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
両
者
は

秀
吉
没
後
の
慶
長
四
年
、
大
坂
城
で
問
答
を
行
い
、
受
不
施
派
が
勝
利
す
る
（
大
坂
対
論
）。
こ

の
よ
う
に
京
都
を
中
心
と
す
る
畿
内
で
受
不
施
派
が
勢
力
を
強
め
る
い
っ
ぽ
う
で
、
関
東
で
は
依

然
と
し
て
不
受
不
施
派
が
優
勢
で
あ
っ
た
。
慶
長
八
年
、
久
遠
寺
に
京
都
か
ら
日
乾
が
二
十
一
世

法
主
と
し
て
迎
え
ら
れ
て
以
降
、
関
東
に
お
け
る
受
布
施
派
の
一
大
拠
点
と
し
て
、
久
遠
寺
は
池

上
本
門
寺
を
中
心
と
す
る
関
東
の
不
受
不
施
派
と
対
立
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）、
久
遠
寺
二
十
六
世
日
暹
は
幕
府
に
訴
状
を
提
出
し
、
翌
寛
永
七
年

に
幕
府
は
久
遠
寺
・
本
門
寺
の
両
者
を
江
戸
城
に
召
喚
し
て
対
論
さ
せ
た
（
身
池
対
論
）。
久
遠

寺
は
こ
れ
に
勝
利
し
た
後
、
幕
府
の
援
護
を
う
け
つ
つ
関
東
の
不
受
不
施
派
諸
寺
院
を
次
々
と
支

配
下
に
編
成
し
て
い
く
。
し
か
し
多
く
の
寺
院
は
こ
れ
に
抵
抗
し
、
什
物
を
持
ち
出
し
て
近
隣
に

新
た
な
寺
院
を
建
立
す
る
も
の
や
、
い
っ
た
ん
は
久
遠
寺
の
末
寺
と
な
り
な
が
ら
離
反
す
る
も
の

が
相
次
い
だ
。
そ
の
後
両
派
の
対
立
は
三
十
年
ほ
ど
続
い
た
が
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）、
幕

府
が
命
じ
た
朱
印
改
め
を
契
機
に
不
受
不
施
派
は
追
い
込
ま
れ
、
悲
田
宗
と
し
て
分
派
し
た
も
の
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忠
と
い
う
実
在
の
人
物
に
設
定
し
て
い
る
こ
と

（
（2
（

、
さ
ら
に
そ
の
た
め
に
日
蓮
の
活
動
時
期
と
の
ズ

レ
が
生
じ
、
両
者
が
出
会
う
ま
で
九
十
年
ほ
ど
の
間
隔
が
生
じ
て
い
る
こ
と
、
漁
翁
を
殺
害
す
る

の
が
他
の
鵜
飼
た
ち
で
は
な
く
観
音
寺
の
寺
僧
で
あ
る
こ
と
、
日
蓮
が
時
忠
を
教
化
し
よ
う
と
し

て
一
度
は
果
た
せ
ず
、
弟
子
の
日
朗
・
日
向
を
連
れ
て
再
び
石
和
を
訪
れ
、
よ
う
や
く
亡
霊
を
成

仏
さ
せ
た
と
す
る
こ
と
な
ど
が
目
に
付
く
。

　

こ
の
「
鵜
飼
伝
説
」
は
、
史
料
上
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
確
認
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。〔
史
料
３
〕

に
よ
れ
ば
、
傍
線
部
で
示
し
た
通
り
、
石
和
遠
妙
寺
は
慶
長
年
中
に
山
号
を
鵜
飼
山
と
改
め
た
と

い
う
。
こ
の
記
述
の
根
拠
と
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
の
が
、
以
下
の
史
料
で
あ
る
。

〔
史
料
４

（
（3
（

〕

　
　
　
　
　
　
　

御
寺
領
覚　

甲
州
大
石
和
之
内

　
　
　
　
　

合
拾
石　
　
　
　
　

市
部
村
之
内

　
　
　
　
　

同
七
百
弐
拾
三
坪　

寺
内

　
　

�

右
、
御
寄
進
候
、
国
家
之
御
祈
念
・
寺
中
御
造
営
肝
要
存
、
重
而
御
朱
印
申
調
可
進
候
、　

以
上

　
　
　
　
　

慶（
一
六
〇
三
）

長
八
年
癸卯	

桜
井
安
芸
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
月
朔
日		



信
忠
（
花
押
）

	

石
原
四
郎
右
衛
門
尉

		


昌
明
（
花
押
）

	

小
田
切
大
隅
守

		


茂
冨
（
花
押
）

　
　

 　
　
　
　

鵜
飼
山	

跡
部
九
郎
右
衛
門
尉

　
　
　
　
　
　
　

 

遠
妙
寺		



昌
忠
（
花
押
）

　

こ
れ
は
大
久
保
長
安
が
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
か
ら
翌
七
年
に
か
け
て
行
っ
た
甲
斐
一
国
検

地
を
う
け
、
い
わ
ゆ
る
徳
川
四
奉
行
か
ら
石
和
遠
妙
寺
に
発
給
さ
れ
た
寄
進
状
で
あ
り
、
現
在
の

と
こ
ろ
確
認
さ
れ
る
鵜
飼
山
の
山
号
の
史
料
上
の
初
見
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
先
の「
由
緒
明
細
帳
」

が
作
成
さ
れ
た
慶
応
四
年
に
は
、
石
和
遠
妙
寺
の
持
つ
史
料
の
中
に
、〔
史
料
４
〕
以
前
に
鵜
飼

山
の
存
在
を
示
す
史
料
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
史
料
に
よ
っ
て
「
慶
長
年
中
鵜
飼
山
遠

妙
寺
と
改
め
候
」
と
い
う
記
述
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

（
（3
（

。
鵜
飼
山
と
い
う
山
号
に
は
、
明
ら
か

に
「
鵜
飼
伝
説
」、
お
よ
び
《
鵜
飼
》
の
影
響
が
み
て
と
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
遅
く
と
も
十
七
世

紀
初
頭
に
は
、「
鵜
飼
伝
説
」
な
い
し
は
そ
の
祖
形
が
存
在
し
、
石
和
遠
妙
寺
と
結
び
つ
い
て
い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
も
う
一
つ
史
料
を
み
た
い
。
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
に
関
白
豊
臣
秀
次
の
命
に
よ
り

編
纂
が
開
始
さ
れ
、
同
年
の
秀
次
の
失
脚
・
切
腹
を
経
て
、
慶
長
四
年
こ
ろ
完
成
を
み
た
謡
曲
の

註
釈
書「
謡
抄
」で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
は
、《
鵜
飼
》に
つ
い
て
も
い
く
つ
か
の
文
言
を
と
り
あ
げ
、

註
釈
を
付
し
て
い
る
。
註
釈
は
曲
の
全
体
に
お
よ
ぶ
が
、
こ
こ
で
は
特
に
本
稿
の
論
旨
に
関
わ
る

と
こ
ろ
を
抜
粋
し
て
示
す
こ
と
に
す
る
。

〔
史
料
５

（
（3
（

〕

　
　
　
　

鸕
飼

　
　

安ア
ハ房

き
よ
す
み　

安
房
に
あ
る
べ
し

　
　

イ
サ
ハ　

生
沢
、
又
ハ
伊
沢
ト
モ
書
也
、
甲
斐ノ国
ニ
ア
リ

　
　

殺
セ
ツ
シ
ヤ
ウ

生　

イ
キ
タ
ル
者
ヲ
コ
ロ
ス
義
也

　
　
（
中
略
）

　
　

禁キ
ン
ダ
ン断　

停チ
ョ
ウ
ジ止

ノ
義
也

　
　
（
中
略
）

　
　

�

一イ
ツ
セ
キ石

一イ
チ
ジ字

ヲ
書

カ
キ
ツ
ケ
テ

付　

石
一
ツ
ニ
、
法
華
ノ
一
字
ヅ
ヽ
書カ

キ
ツ
ク付

ル
義
也
、
清キ

ヨ
ミ
ズ水

ノ
経
書
堂
モ
如
レ

　

此
也
、
東
坡ノ

五　
ノ
マ
キ巻

ニ
石

セ
キ
キ
ヤ
ウ
イ
ン

経
院
ト
云
モ
、
如
レ
此ノ

ル
イ類

也

　

い
さ
さ
か
拍
子
抜
け
す
る
ほ
ど
簡
素
な
説
明
で
あ
る
が
、
曲
全
体
に
つ
け
ら
れ
た
註
釈
を
通
し

て
み
て
も
、
石
和
に
お
け
る
「
鵜
飼
伝
説
」
の
存
在
や
、
石
和
遠
妙
寺
の
名
は
確
認
で
き
な
い

（
（3
（

。

こ
の
こ
と
は
、
何
を
意
味
す
る
の
か
。

　
「
謡
抄
」
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
は
、
当
時
一
流
の
知
識
人
に
よ
る
編
纂
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
、
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的
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
虚
構
や
誇
張
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
し
た
。
こ
う
し
た
各
種
の
謡
曲
の
あ

り
方
と
、
世
阿
弥
の
「
作
能
」
に
つ
い
て
の
考
え
方
も
ふ
ま
え
れ
ば
、《
鵜
飼
》
は
石
和
と
そ
の

周
辺
の
地
名
の
み
を
、
お
そ
ら
く
さ
ほ
ど
の
思
惑
な
し
に
劇
中
に
用
い
、
鵜
飼
の
よ
う
す
に
つ
い

て
は
京
都
近
郊
な
ど
各
地
で
行
わ
れ
て
い
た
鵜
飼

（
（2
（

を
参
考
に
す
る
な
ど
し
て
取
り
入
れ
た「
作
能
」

で
あ
る
と
み
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か

（
（2
（

。

二
「
鵜
飼
伝
説
」
の
形
成

　
《
鵜
飼
》
成
立
以
前
に
は
石
和
に
お
け
る
鵜
飼
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

当
然
、
石
和
に
お
け
る
「
鵜
飼
伝
説
」
も
、《
鵜
飼
》
以
前
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
で
は
、
石
和
に
お
い
て
「
鵜
飼
伝
説
」
が
形
成
さ
れ
る
の
は
い
つ
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
ろ

う
か
。

　

こ
こ
で
「
鵜
飼
伝
説
」
の
内
容
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
も
っ
て
語
ら
れ
る
「
鵜
飼
伝
説
」
だ
が
、
そ
の
原
型
と
な
っ
た
も
の
は
、
石
和
遠
妙
寺
の
縁

起
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
慶
応
四
年
（
明
治
元
年
、
一
八
六
八
）
に
、
石
和
遠
妙
寺
が
甲
州
寺
社
総

轄
役
所
に
提
出
し
た
「
由
緒
明
細
帳
」
か
ら
、
や
や
長
文
と
な
る
が
、
関
連
部
分
を
引
用
し
よ
う
。

〔
史
料
３

（
（2
（

〕

　
　
　
　
　
　

鵜
飼
山
遠
妙
寺
由
緒

　
　

一
、
元
暦
年
中
平
家
御
没
落
之
砌
、
平
大
納
言
時
忠
卿
、
当
国
伊
沢
の
郷
菊
嶋
と
い
へ
る
所

へ
左
迷
ひ
給
ひ
、
此
卿
常
ニ
殺
生
を
好
ミ
、
法
城
山
観
音
寺
と
い
へ
る
禅
院
之
寺
領
ニ
伊
沢

川
の
流
水
あ
り
、
殺
生
か
た
く
禁
断
之
処
、
毎
夜
忍
ひ
て
鵜
を
遣
ひ
、
寺
僧
是
を
悪
ミ
、
文

治
年
中
、此
卿
を
水
底
ニ
沈
殺
、其
怨
霊
、凡
九
拾
年
来
鵜
遣
ひ
の
形
を
顕
し
、郷
民
を
悩
し
、

衆
人
安
居
な
り
か
た
く
、
折
柄
文
永
六
年
、
宗
祖（

日
蓮
）大

菩
薩
此
郷
ニ
至
り
、
日
も
暮
大
雨
な
れ

ハ
、
一
夜
の
宿
り
を
求
れ
と
も
、
里
人
ゆ
る
す
も
の
な
く
、
是
非
な
く
菊
嶋
の
辺
り
に
一
夜

を
明
し
給
ふ
、
折
か
ら
鵜
飼
漁
翁
乃
亡
霊
現
ら

（
マ
マ
）れ

、
教
化
し
給
へ
と
も
時
至
ら
す
、
空
し

く
同
十
一
年
夏
の
頃
、
御
弟
子
日
朗
・
日
向
上
人
召
連
、
道
の
辺
り
の
辻
堂
ニ
止
り
給
ひ
、

再
ひ
漁
翁
の
亡
霊
ニ
逢
ひ
給
ひ
、
三
日
三
夜
之
間
経
文
読
誦
し
、
法
華
経
一
部
八
巻
廿
八
品

六
万
九
千
三
百
八
十
四
文
字
を
、
一
石
ニ
一
字
ツ
々

（
マ
マ
）書

写
し
水
底
ニ
沈
め
、
教
化
し
給
へ
と

衣
冠
正
し
き
御
姿
ニ
現
し
、
法
華
経
守
護
の
御
契
約
あ
つ
て
空
中
に
為
上
給
ひ
し
よ
り
悪
霊

の
愁
ひ
な
く
、
当
山
ニ
相
伝
り
候
一
石
一
字
書
写
し
給
ひ
し
石
七
ツ
之
内
、
壱
ツ
其
後
打
割

し
に
、
石
中
へ
文
字
染
入
せ
し
故
、
宿
名
伊
沢
を
改
め
石
和
と
唱
、
又
郷
名
も
法
花
経
一
部

一
石
一
字
書
写
せ
し
故
を
以
、
市
部
と
改
め
候
由
、
旧
来
ゟ
申
伝
候
、
宗
門
開
闢
川
施
餓
鬼

之
根
本
の
霊
場
ニ
御
座
候
、
道
の
辺
り
の
辻
堂
、
其
侭
鵜
飼
寺
と
唱
、
其
後
慶
長
年
中
鵜
飼

山
遠
妙
寺
と
改
め
候
、
別
に
漁
翁
塚
あ
り
、
其
後
漁
翁
堂
再
建
之
砌
、
吉
田
家
江
相
願
、
願

満
鵜
飼
天
神
の
贈
号
有
之
、
尤
再
度
焼
失
故
、
諸
書
物
等
焼
亡
仕
、
年
暦
相
分
兼
候
（
後
略
）

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
十
九
世
紀
後
半
に
石
和
遠
妙
寺
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
た
「
鵜
飼
伝
説
」
と

は
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

元
暦
年
間
（
一
一
八
四
・
五
）
に
平
家
が
没
落
し
た
頃
、
平
時
忠
は
伊
沢
（
石
和
）
の
菊

嶋
と
い
う
場
所
に
さ
ま
よ
っ
て
い
た
。
時
忠
は
殺
生
を
好
み
、
禅
宗
寺
院
の
観
音
寺
領
で
あ

り
、
殺
生
禁
断
と
さ
れ
て
い
た
石
和
川
で
夜
な
夜
な
鵜
飼
を
行
っ
て
い
た
。
怒
っ
た
観
音
寺

の
僧
た
ち
は
、
文
治
年
間
（
一
一
八
五
〜
九
〇
）
に
時
忠
を
川
の
底
に
沈
め
て
殺
し
た
。
そ

の
後
、
時
忠
の
怨
霊
が
鵜
使
い
の
姿
と
な
っ
て
現
れ
、
お
よ
そ
九
十
年
ほ
ど
石
和
の
人
々
を

悩
ま
せ
た
。
文
永
六
年
（
一
二
六
九
）、
石
和
に
や
っ
て
き
た
日
蓮
は
、
里
人
に
宿
を
借
り

よ
う
と
し
た
が
許
さ
れ
ず
、
や
む
な
く
菊
嶋
で
夜
を
明
か
す
。
そ
の
と
き
時
忠
の
亡
霊
が
現

れ
、
日
蓮
は
こ
れ
を
教
化
し
た
が
果
た
せ
な
か
っ
た
。
同
十
一
年
、
弟
子
の
日
朗
・
日
向
を

連
れ
て
石
和
を
訪
れ
た
日
蓮
は
、
再
び
時
忠
の
亡
霊
と
遭
遇
し
た
の
で
、
辻
堂
で
三
日
三
晩

の
読
経
を
行
い
、
法
華
経
の
経
文
を
一
石
に
一
字
ず
つ
書
写
し
て
川
に
沈
め
て
教
化
を
行
っ

た
。
す
る
と
時
忠
の
亡
霊
が
衣
冠
を
正
し
た
姿
で
現
れ
、法
華
経
の
力
に
よ
り
、空
中
に
上
っ

て
い
っ
て
か
ら
、
悪
霊
の
憂
い
が
な
く
な
っ
た
。

　

殺
生
禁
断
を
破
っ
た
鵜
飼
の
漁
翁
が
殺
害
さ
れ
、
そ
の
亡
霊
を
日
蓮
が
救
済
す
る
、
と
い
う
基

本
的
な
モ
チ
ー
フ
は
《
鵜
飼
》
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
異
な
る
点
も
多
い
。
ま
ず
漁
翁
を
平
時
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シ
テ
「
総
じ
て
こ
の
浦
を
阿
漕
が
浦
と
申
す
は
、
伊
勢
大
神
宮
ご
降
臨
よ
り
こ
の
か
た
、
ご

膳
調
進
の
網
を
引
く
所
な
り
、
さ
れ
ば
神
の
お
ん
誓
ひ
に
よ
る
に
や
、
海
辺
の
鱗う

ろ
く
ず類

こ
の
所

に
多
く
集
ま
る
に
よ
っ
て
、
憂
き
世
を
渡
る
あ
た
り
の
海あ

ま
び
と

士
人
、
こ
の
所
に
漁

す
な
どり

を
望
む
と

い
へ
ど
も
、
神
前
の
恐
れ
あ
る
に
よ
り
、
か
た
く
戒
め
て
こ
れ
を
許
さ
ぬ
と
こ
ろ
に
（
後
略
）

　

シ
テ
で
あ
る
漁
翁
（
実
は
漁
師
の
霊
）
が
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
阿
漕
ヶ
浦
は
「
ご
膳
調
進

の
網
を
引
く
所
」
な
の
で
、
神
の
救
済
を
求
め
て
で
あ
ろ
う
か
、
魚
類
が
多
く
集
ま
る
と
い
う
。

そ
の
た
め
周
辺
の
漁
師
た
ち
は
こ
こ
で
漁
を
し
た
い
と
は
思
う
が
、
そ
れ
は
「
神
前
の
恐
れ
あ
る

に
よ
り
、
か
た
く
戒
め
て
こ
れ
を
許
さ
ぬ
」
と
い
う
の
で
あ
る

（
（1
（

。
実
際
に
阿
漕
ヶ
浦
は
伊
勢
神
宮

領
安
濃
津
御
厨
に
属
し
、「
御
贄
」
が
六
・
九
・
十
二
月
に
進
上
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

（
（1
（

。《
鵜

飼
》
と
異
な
り
、
劇
中
で
の
描
か
れ
方
と
史
料
に
み
え
る
状
況
は
矛
盾
し
て
い
な
い
。

　

で
は
、《
阿
漕
》
か
ら
の
類
推
で
《
鵜
飼
》
も
同
様
で
あ
る
、と
み
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。

成
立
年
代
も
作
者
も
不
明
な
《
阿
漕
》
と
、
既
に
み
た
と
お
り
、
多
少
な
り
と
も
来
歴
の
判
明
し

て
い
る
《
鵜
飼
》
と
を
同
列
に
お
き
、
そ
の
共
通
性
に
つ
い
て
比
較
す
る
の
は
、
筆
者
に
は
た
め

ら
わ
れ
る
。《
阿
漕
》が
複
式
夢
幻
能
と
し
て
ほ
ぼ
完
成
さ
れ
た
形
態
で
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
る
と
、

そ
の
成
立
時
期
は
《
鵜
飼
》
よ
り
大
き
く
下
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
史
料
的
な
裏
付
け
の
有
無

を
別
に
し
て
も
、《
阿
漕
》
で
描
か
れ
て
い
る
内
容
か
ら
《
鵜
飼
》
成
立
の
背
景
を
推
測
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
石
和
に
伊
勢
神
宮
の
御
厨
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
か
ら
は
、
石
和
に

鵜
飼
や
そ
の
集
団
が
存
在
し
た
こ
と
、
お
よ
び
殺
生
禁
断
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
推
定
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
石
和
が
御
厨
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
そ
こ
が
殺
生
禁
断
の
地
と
さ
れ
た
こ
と
と
を

結
び
付
け
る
見
解

（
（1
（

は
、
一
見
そ
れ
ら
し
く
み
え
な
く
も
な
い
が
、
石
和
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、

確
証
の
な
い
推
論
に
す
ぎ
ず
、
到
底
従
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
石
和
に
お
い
て
は
、
少
な
く
と
も

世
阿
弥
の
改
作
を
経
た
《
鵜
飼
》
が
成
立
す
る
十
五
世
紀
前
半
段
階
に
お
い
て
、
御
厨
に
帰
属
す

る
と
さ
れ
る
鵜
飼
の
活
動
も
、《
鵜
飼
》
の
典
拠
と
な
る
よ
う
な
事
実
や
説
話
の
存
在
も
、
と
も

に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る

（
（2
（

。

　

こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
に
語
ら
れ
て
き
た
石
和
に
お
け
る
鵜
飼
の
存
在
は
、
す
べ
て
は
《
鵜
飼
》

が
何
か
を
も
と
に
し
て
創
作
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
思
い
込
み
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
と
い
っ

て
よ
い
だ
ろ
う
。
残
さ
れ
て
い
る
史
料
か
ら
考
え
る
に
、
佐
成
謙
太
郎
氏
が
述
べ
た
よ
う
に
、「
い

づ
れ
も
謡
曲
以
後
の
付
会
説
と
思
は
れ
、
本
曲
の
原
拠
と
見
る
べ
き
も
の
は
見
当
た
ら
な
い

（
（2
（

」
と

い
う
ほ
か
な
い
。

　

も
と
よ
り
「
な
か
っ
た
こ
と
」
の
証
明
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
提
示
さ
れ
て

い
る
根
拠
が
崩
れ
、《
鵜
飼
》
の
典
拠
と
な
る
よ
う
な
、
石
和
に
お
け
る
鵜
飼
の
存
在
を
肯
定
す

る
要
素
が
何
一
つ
な
く
な
っ
た
以
上
、
そ
の
存
在
を
信
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

そ
れ
で
も
な
お
、「
記
録
に
は
残
っ
て
い
な
く
と
も
、
鵜
飼
を
題
材
に
し
た
曲
に
、
石
和
や
そ

の
周
辺
の
具
体
的
な
地
名
が
選
ば
れ
た
の
に
は
、
何
か
背
景
や
根
拠
が
あ
っ
た
は
ず
だ
」
と
い
う

反
論
も
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
世
阿
弥
が
次
男
元
能
に
与
え
た
伝
書
「
三
道
」
の
記
述
が

参
考
に
な
る
。

〔
史
料
２

（
（2
（

〕

　
　

又
、
作
能
と
て
、
さ
ら
に
本
説
も
な
き
事
を
新
作
に
し
て
、
名
所
・
旧き

う
せ
き跡

の
縁ゑ

ん
に
作
な
し
て
、

一
座
見
風
の
曲
感
を
な
す
事
あ
り
。
是
は
、
極き

は
め
た
る
達
人
の
才
学
の
能

（
（2
（

な
り

　

世
阿
弥
は
こ
こ
で
、
能
を
作
る
と
き
に
、
典
拠
と
な
る
よ
う
な
「
本
説
」
が
ま
っ
た
く
な
い
よ

う
な
こ
と
を
新
た
に
作
り
出
し
、
名
所
や
旧
跡
と
の
関
係
を
も
仮
構
し
て
、
そ
の
場
に
集
っ
た
観

客
の
心
を
動
か
す
よ
う
な
能
を
「
作
能
」
と
呼
ん
だ
。
さ
ら
に
そ
れ
は
「
極
め
た
る
達
人
の
才
学
」

に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
非
常
に
高
く
評
価
し
て
い
る
。
い
か
に
も
そ
れ
ら
し
く
、
根
拠
が
あ
る
よ

う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
設
定
を
仮
構
す
る
の
は
、
世
阿
弥
の
能
作
の
一
つ
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た

（
（2
（

。

　

ま
た
、
石
井
進
氏

（
（2
（

は
、
北
条
時
頼
の
廻
国
伝
説
に
取
材
し
た
《
鉢は

ち
の
き木

》、《
藤と

う
え
い栄

》、《
浦う

ら
か
み上

》
の

三
曲
に
登
場
す
る
荘
園
名
や
人
名
を
検
討
し
、
そ
れ
ら
が
固
有
名
詞
こ
そ
実
在
の
も
の
を
用
い
て

い
る
が
、
そ
の
内
実
は
ま
っ
た
く
事
実
と
は
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ

ら
に
こ
れ
ら
の
謡
曲
は
、
弱
小
御
家
人
の
没
落
と
い
う
社
会
的
状
況
と
、
そ
れ
に
対
す
る
時
頼
の

政
策
的
対
応
と
い
う
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
は
史
実
と
の
対
応
関
係
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
基
本
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の
縁
起
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
当
時
鵜
飼
山
遠
妙
寺
の
名
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た

鵜
飼
の
老
人
を
平
大
納
言
時
忠
と
す
る
縁
起
ま
で
成
立
し
て
い
た
と
は
思
え
な
い
が
、
日
蓮

（
一
二
二
二
〜
八
二
）
の
没
後
久
し
か
ら
ず
し
て
、
日
蓮
が
鵜
飼
の
老
人
の
亡
霊
を
済
度
し

た
と
い
う
奇
跡
談
が
生
れ
、
そ
の
場
所
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
鵜
飼
堂
と
か
鵜
飼
寺
と
か
呼

ば
れ
る
小
堂
が
建
て
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
奇
跡
談
が
教
線
の
拡
大
と
と
も
に
流
布
せ
ら

れ
て
有
名
と
な
り
、
榎
並
の
左
衛
門
五
郎
が
そ
れ
を
素
材
と
し
て
謡
曲
「
鵜
飼
」
を
書
い
た

こ
と
な
ど
は
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

（
（
（

。

　

こ
こ
で
は
、「
鵜
飼
伝
説
」
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
祖
型
と
な
る
も
の
が
石
和
の
地
に

存
在
し
、
そ
れ
を
も
と
に
《
鵜
飼
》
が
成
立
し
た
と
し
て
い
る
。
文
学
や
歴
史
学
の
専
門
家
の
間

で
も
、《
鵜
飼
》
の
成
立
に
は
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
石
和
を
舞
台
と
す
る
何
ら
か
の
事
実
や
説

話
が
あ
っ
た
と
す
る
立
場
が
有
力
で
あ
る

（
（
（

。

　

で
は
、《
鵜
飼
》
の
成
立
以
前
、
石
和
に
そ
の
典
拠
と
な
る
よ
う
な
事
実
や
説
話
は
存
在
し
た

の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
こ
の
点
を
検
討
し
、《
鵜
飼
》
と
「
鵜
飼
伝
説
」
と
の
関
係
を
明
ら
か
に

す
る
。
そ
こ
か
ら
、
石
和
遠
妙
寺
の
縁
起
と
し
て
「
鵜
飼
伝
説
」
が
形
成
さ
れ
る
背
景
と
、
そ
の

後
の
変
遷
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

一
《
鵜
飼
》
の
典
拠
の
有
無　

―
石
和
御
厨
と
殺
生
禁
断
―

　
《
鵜
飼
》
と
石
和
に
お
け
る
鵜
飼
と
の
関
係
を
考
え
る
手
が
か
り
と
し
て
、
劇
中
に
描
か
れ
た

殺
生
禁
断
を
取
り
上
げ
る
。《
鵜
飼
》
の
前
シ
テ
で
あ
る
鵜
使
い
の
老
人
が
無
惨
に
殺
害
さ
れ
た

の
は
、
石
和
川
に
布
か
れ
た
殺
生
禁
断
の
法
を
破
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。《
鵜
飼
》
に
お
け
る
殺

生
禁
断
は
、
ド
ラ
マ
を
作
り
出
す
鍵
と
な
る
き
わ
め
て
重
要
な
「
装
置
」
と
い
っ
て
よ
い
。

　

こ
の
殺
生
禁
断
に
つ
い
て
、
現
在
で
は
、
石
和
が
御
厨
（
伊
勢
神
宮
領
）
で
あ
っ
た
こ
と
と
関

連
付
け
る
見
解
が
主
流
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
石
和
に
は
、
鵜
飼
を
行
っ
て
鮎
を
伊
勢
神
宮
に
進

上
す
る
特
権
的
鵜
飼
集
団
が
存
在
し
、
彼
ら
の
権
益
を
守
る
た
め
に
殺
生
禁
断
が
行
わ
れ
て
い
た

の
だ
と
い
う

（
（
（

。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
一
般
論
か
ら
の
推
定
に
す
ぎ
ず
、《
鵜
飼
》
の
舞
台
と
な
っ

た
中
世
の
石
和
地
域
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
さ
れ
た
結
果
で
は
な
い
。
石
和
御
厨
と
殺
生
禁
断

と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、
鎌
倉
時
代
の
石
和
に
、
伊
勢
外
宮
の

御
厨
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る

（
（1
（

。
た
だ
し
、「
諸
国
御
厨
御
園
帳
」
や
「
外
宮
神
領

目
録
」
な
ど
に
よ
れ
ば
、
こ
の
石
和
御
厨
か
ら
伊
勢
外
宮
に
進
上
さ
れ
て
い
た
も
の
は
、
長
日
御

幣
紙
三
百
六
十
帖
で
あ
っ
た

（
（1
（

。
同
様
に
御
幣
紙
を
伊
勢
に
進
上
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
御
厨
・
御

園
と
し
て
は
、
神
宮
膝
下
の
伊
勢
国
の
も
の
を
除
く
と
、
下
野
国
寒
河
御
厨
（
栃
木
県
小
山
市
）、

武
蔵
国
大
河
土
御
厨
（
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
松
伏
町
）、
安
房
国
東
条
御
厨
（
千
葉
県
鴨
川
市
）、
信

濃
国
藤
長
御
厨
（
長
野
県
長
野
市
）、
遠
江
国
美
園
御
厨
（
静
岡
県
浜
北
市
）、
三
河
国
濱
田
御
園

（
愛
知
県
田
原
市
）、
越
中
国
弘
田
御
厨
（
富
山
県
富
山
市
）
な
ど
が
確
認
で
き
る

（
（1
（

。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
弘
田
御
厨
に
つ
い
て
の
記
述
に
は
、
同
じ
進
上
品
の
な
か
に
「
鮭
」
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
諸
国
御
厨
御
園
帳
」
で
は
、
こ
う
し
た
魚
介
類
に
つ
い
て
も
、
進

上
の
必
要
が
あ
れ
ば
そ
の
品
目
が
記
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
い
っ
ぽ
う
、
石
和
御
厨
に
つ
い
て
は

長
日
御
幣
紙
以
外
に
は
品
目
の
記
述
が
み
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
石
和
御
厨
か
ら
、
長
日
御
幣

紙
以
外
に
鮎
も
進
上
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
、
鮎
を
伊
勢
神
宮
に
進
上
す

る
特
権
的
鵜
飼
集
団
な
る
も
の
が
石
和
御
厨
に
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
こ
の
史
料
か

ら
石
和
御
厨
と
鵜
飼
の
関
係
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い

（
（1
（

。

　

御
厨
と
殺
生
禁
断
を
密
接
に
関
連
付
け
る
立
場
に
は
、
も
う
一
つ
根
拠
と
な
り
う
る
も
の
が
あ

る
。《
鵜
飼
》
と
同
じ
く
、
殺
生
禁
断
を
破
っ
た
漁
師
が
殺
さ
れ
、
供
養
を
求
め
る
《
阿あ

こ
ぎ漕

》
と

い
う
曲
の
存
在
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
、
両
者
の
関
係
か
ら
殺
生
禁
断
に
つ
い
て
検
討
し
た
も

の
は
み
ら
れ
な
い
が
、《
善う

と知
鳥

う
う（
う（

》
と
あ
わ
せ
て
「
三
卑
賤
」
と
も
呼
ば
れ
る
こ
れ
ら
諸
曲
の
類

似
性

（
（1
（

を
も
と
に
、《
鵜
飼
》
が
作
ら
れ
た
こ
ろ
の
一
般
的
な
認
識
と
し
て
、
御
厨
と
殺
生
禁
断
と

の
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。

　

さ
て
、
そ
の
《
阿
漕
》
で
は
、
劇
中
に
殺
生
禁
断
の
理
由
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

〔
史
料
１

（
（1
（

〕
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は
じ
め
に

　

謡
曲
《
鵜う

か
い飼

》
に
は
、
山
梨
県
立
博
物
館
に
ほ
ど
近
い
笛
吹
市
石
和
町
周
辺
の
地
名
が
登
場
す

る
。
ま
た
、《
鵜
飼
》
と
よ
く
似
た
筋
立
て
の
説
話
が
、
同
じ
石
和
町
に
所
在
す
る
遠
妙
寺
の
縁

起
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
本
稿
で
は
便
宜
的
に
こ
の
説
話
を
「
鵜
飼
伝
説
」
と
呼
ぶ

こ
と
と
す
る
。

　

さ
て
《
鵜
飼
》
は
、
夏
を
中
心
に
各
地
の
能
舞
台
で
盛
ん
に
上
演
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
よ
く

知
ら
れ
た
人
気
曲
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
あ
ら
す
じ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　

安
房
清
澄
の
僧
（
ワ
キ
）
が
、
日
暮
れ
に
石
和
川
に
た
ど
り
着
き
、
里
の
者
（
ア
イ
）
に

宿
を
乞
う
。
し
か
し
「
所
の
大
法
」
を
理
由
に
断
ら
れ
、代
わ
り
に
里
の
者
た
ち
が
寄
り
合
っ

て
建
て
た
と
い
う
川
崎
の
御
堂
に
泊
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
に
鵜
使
い
の
老
人
（
前
シ

テ
）
が
現
れ
、
御
堂
で
休
も
う
と
し
て
僧
た
ち
と
出
会
う
。
僧
は
殺
生
を
戒
め
、
他
の
生
業

を
す
る
よ
う
老
人
に
勧
め
る
。
そ
の
や
り
と
り
の
な
か
、
従
僧
（
ワ
キ
ツ
レ
）
が
二
、三
年

前
に
そ
の
老
人
に
出
会
っ
た
と
述
べ
る
と
、
老
人
は
自
身
が
す
で
に
こ
の
世
の
も
の
で
は
な

い
こ
と
を
明
か
す
。
さ
ら
に
老
人
は
自
ら
が
石
和
川
の
殺
生
禁
断
を
破
り
、
そ
の
た
め
に
捕

え
ら
れ
、
殺
さ
れ
た
経
緯
を
語
る
。
僧
は
懇
ろ
に
老
人
の
菩
提
を
弔
う
代
わ
り
に
、
そ
の
鵜

使
い
の
業
を
見
せ
る
よ
う
願
い
、
老
人
は
そ
れ
に
応
え
て
鵜
飼
の
様
子
を
示
し
、
暗
闇
の
中

に
姿
を
消
す
（
中
入
り
）。
後
場
で
は
、
僧
と
従
僧
が
川
瀬
の
石
に
法
華
経
を
一
字
ず
つ
書

き
つ
け
て
川
に
沈
め
、
老
人
を
弔
う
。
す
る
と
地
獄
の
鬼
（
後
ジ
テ
）
が
現
れ
、
本
来
な
ら

ば
地
獄
に
堕
ち
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
老
人
を
、僧
と
法
華
経
の
力
に
よ
っ
て
極
楽
往
生
さ
せ
、

そ
の
力
を
称
え
る
。

　

法
華
経
の
功
徳
を
称
え
る
曲
調
や
、
法
華
宗
の
祖
・
日
蓮
を
想
起
さ
せ
る
「
安
房
清
澄
」
出
身

の
ワ
キ
僧
な
ど
、
全
体
的
に
法
華
宗
賛
美
の
色
彩
の
強
い
曲
で
あ
る
。
こ
の
曲
の
成
立
に
あ
た
っ

て
は
、『
申
楽
談
義
』
の
記
述
な
ど
か
ら
、
摂
津
猿
楽
の
榎
並
の
左
衛
門
五
郎
が
原
曲
を
作
り
、

そ
こ
に
世
阿
弥
が
後
場
を
付
け
加
え
る
な
ど
し
て
改
作
し
た
結
果
、
現
行
の
も
の
に
近
い
も
の
に

な
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る

（
（
（

。
世
阿
弥
の
改
作
を
経
た
《
鵜
飼
》
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
永
享

二
年
（
一
四
三
〇
）
成
立
の
『
申
楽
談
義
』
に
現
行
と
同
様
の
詞
章
を
引
用
し
た
記
事
が
み
え
る

た
め
、
先
学
の
指
摘
す
る
通
り
、
下
限
が
永
享
二
年
で
あ
る
こ
と
は
動
か
し
が
た
い

（
（
（

。
ま
た
、
上

限
に
つ
い
て
は
、
天
野
文
雄
氏
が
応
永
二
十
七
、八
年
（
一
四
二
〇
、二
一
）
こ
ろ
で
は
な
い
か
と

推
定
し
て
い
る

（
（
（

。
す
な
わ
ち
《
鵜
飼
》
は
、
応
永
末
年
か
ら
永
享
初
年
ま
で
の
お
よ
そ
十
年
ほ
ど

の
間
に
完
成
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
《
鵜
飼
》
と
非
常
に
関
わ
り
が
深
い
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、
石
和
遠
妙
寺

（
（
（

の
縁
起
と
し
て

伝
わ
る
「
鵜
飼
伝
説
」
で
あ
る
。
そ
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
後
で
検
討
す
る
が
、
鵜
飼
山
の
山

号
を
持
つ
石
和
遠
妙
寺
は
、《
鵜
飼
》
の
謡
曲
に
ま
つ
わ
る
場
所
と
し
て
訪
れ
る
人
が
多
い
。

　
《
鵜
飼
》
と
「
鵜
飼
伝
説
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、《
鵜
飼
》
を
扱
っ
た
謡
曲
の
諸
註
釈
書
に

お
い
て
も
、《
鵜
飼
》
に
は
各
別
の
典
拠
な
し
、
す
な
わ
ち
「
鵜
飼
伝
説
」
な
ど
と
の
関
係
は
み

ら
れ
な
い
と
す
る
見
解

（
（
（

と
、
関
係
の
強
弱
は
あ
れ
、
両
者
の
間
に
な
ん
ら
か
の
つ
な
が
り
を
見
出

す
立
場

（
（
（

と
に
分
か
れ
て
い
る
。
後
者
の
主
張
は
、
註
釈
書
以
外
に
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
た
と
え

ば
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

そ
の
（《
鵜
飼
》
の
、引
用
者
註
）
素
材
と
な
っ
た
も
の
は
恐
ら
く
鵜
飼
山
遠
妙
寺
（
前
身
）

謡
曲《
鵜
飼
》と「
鵜
飼
伝
説
」  

―
近
世
石
和
遠
妙
寺
縁
起
の
形
成
と
展
開
―

中
　
野
　
賢
　
治
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（
2
）（
天
正
二
年
）
八
月
廿
四
日
付
武
田
勝
頼
書
状
（
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
文
書
、
資
料
番
号
：
歴

-2008-000-000003

、
戦
武
二
三
三
九
、
山
５
三
〇
七
二
）。

（
3
）（
天
正
二
年
）
八
月
朔
日
付
武
田
勝
頼
書
状
写
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
「
中
村
不
能
斎
採
集
文
書
」

九
所
収
、
戦
武
二
三
二
四
、
山
５
一
〇
八
八
）。

（
4
）（
天
正
二
年
）
八
月
十
二
日
付
北
条
氏
照
書
状
（
名
古
屋
大
学
文
学
部
所
蔵
文
書
、
戦
北
一
七
一
八
）。

（
5
）
丸
島
和
洋
『
戦
国
大
名
の
外
交
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
二
〇
一
三
年
八
月
）。

（
6
）
本
資
料
の
戦
国
大
名
外
交
と
い
う
視
点
か
ら
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
丸
島
和
洋
氏
よ
り
御
教
示
を
得
た
。

記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
7
）
大
久
保
長
安
の
石
見
守
叙
任
は
慶
長
八
年
十
一
月
の
こ
と
だ
が
、
文
書
で
の
石
見
守
の
所
見
は
同
年
七

月
か
ら
認
め
ら
れ
る
（
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
『
大
久
保
長
安
と
八
王
子
』
展
示
図
録
、
二
〇
一
三
年

十
月
）。

（
8
）
大
久
保
長
安
の
花
押
・
印
判
の
分
類
に
つ
い
て
は
、和
泉
清
司
編
著
『
江
戸
幕
府
代
官
頭
文
書
集
成
』（
文

献
出
版
、
一
九
九
九
年
二
月
）
研
究
編
「
四
、
代
官
頭
の
花
押
と
印
判
に
つ
い
て
」
参
照
。

（
9
）
柴
裕
之
「
原
田
種
雄
」（『
戦
国
人
名
辞
典
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
一
月
）。
武
蔵
国
内
の
知
行

に
関
す
る
大
久
保
長
安
・
原
田
種
雄
の
連
署
状
の
事
例
と
し
て
は
、前
掲
『
江
戸
幕
府
代
官
頭
文
書
集
成
』

一
八
六
〜
一
八
八
号
文
書
が
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

（
山
梨
県
立
博
物
館
）
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は
大
久
保
長
安
単
独
の
発
給
文
書
と
い
え
よ
う
が
、
こ
こ
で
は
様
式
に
従
っ
て
名
称
を
連
署
状
と

し
た
。

　

年
記
は
卯
と
記
さ
れ
る
の
み
だ
が
、
武
蔵
国
に
お
け
る
知
行
宛
行
と
い
う
内
容
か
ら
、
天
正

十
八
年
（
一
五
九
〇
）
の
徳
川
氏
の
関
東
移
封
後
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
大
久
保
長
安
が
石
見
守

に
任
じ
ら
れ
、
仮
名
十
兵
衛
か
ら
受
領
名
を
名
乗
る
の
が
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
の
こ
と
で
あ

る
（
（
（

。
し
た
が
っ
て
卯
年
に
大
久
保
十
兵
衛
の
署
名
で
武
蔵
国
内
の
知
行
宛
行
と
し
て
発
給
さ
れ
た

本
文
書
は
、
天
正
十
九
年
（
辛
卯
・
一
五
九
一
）
の
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

　

長
安
の
花
押
は
、和
泉
清
司
氏
に
よ
る
分
類
で
は
Ⅰ
型
（
所
見
は
天
正
十
七
年
〜
慶
長
十
二
年
）

の
も
の
で
、
黒
印
は
Ａ
型
（
天
正
十
八
年
〜
慶
長
十
七
年
）
の
印
文
「
道
」
で
あ
り

（
（
（

、
本
資
料
の

年
代
と
も
矛
盾
し
な
い
。

　

徳
川
氏
は
関
東
移
封
後
、
伊
奈
忠
次
・
彦
坂
元
正
・
長
谷
川
長
綱
・
大
久
保
長
安
の
四
名
を
代

官
頭
と
し
て
在
地
支
配
を
行
っ
た
。
大
久
保
長
安
は
と
く
に
武
蔵
西
部
の
山
之
根
地
域
を
担
当
し

て
、
同
地
域
に
お
け
る
知
行
・
寺
領
書
出
を
発
給
し
て
い
る
。
原
田
種
雄
は
徳
川
氏
の
五
カ
国
領

有
時
代
に
は
、
天
正
十
七
年
の
領
国
内
の
検
地
と
、
郷
村
へ
の
七
ヶ
条
定
書
の
発
給
に
携
わ
り
、

関
東
移
封
後
に
は
大
久
保
長
安
と
行
動
を
共
に
し
て
、
長
安
と
の
連
署
に
よ
る
知
行
書
出
等
が
散

見
さ
れ
る

（
（
（

。
本
資
料
も
大
久
保
長
安
・
原
田
種
雄
の
こ
う
し
た
政
治
動
向
の
一
環
の
も
の
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

　

周
知
の
と
お
り
、
大
久
保
長
安
は
も
と
武
田
家
臣
で
あ
り
、
武
田
氏
滅
亡
後
に
徳
川
氏
に
仕
え
、

と
く
に
関
ヶ
原
合
戦
以
降
に
急
速
に
政
治
的
地
位
を
高
め
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
行
動
は
全
国
に

及
ぶ
が
、
八
王
子
に
お
い
て
は
武
田
旧
臣
を
千
人
同
心
と
し
て
配
置
す
る
な
ど
、
甲
斐
と
の
関
わ

り
も
深
い
。
本
資
料
も
大
久
保
長
安
の
八
王
子
周
辺
に
お
け
る
活
動
を
裏
付
け
る
資
料
と
し
て
貴

重
な
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
甚
だ
簡
単
で
は
あ
る
が
、
平
成
二
十
五
年
度
に
収
集
し
た
資
料
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
新
出
資
料
の
紹
介
を
行
っ
た
。
武
田
勝
頼
書
状
に
つ
い
て
は
、
天
正
二
年
に

お
け
る
武
田
・
北
条
両
氏
の
軍
事
動
向
を
詳
細
に
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
両
者
の
外
交
交
渉

に
つ
い
て
も
新
た
な
知
見
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
徳
川
家
奉
行
人
連
署

状
は
、
武
田
遺
臣
で
あ
る
大
久
保
長
安
の
動
向
を
物
語
る
資
料
の
ひ
と
つ
と
し
て
重
要
な
も
の
と

な
ろ
う
。
今
後
は
武
田
氏
に
関
す
る
資
料
は
勿
論
で
あ
る
が
、
後
者
の
よ
う
な
武
田
氏
滅
亡
後
に

各
地
で
活
動
し
た
、
武
田
遺
臣
の
動
向
に
関
わ
る
資
料
の
調
査
・
収
集
に
も
努
め
て
い
き
た
い
と

思
う
。

　

な
お
今
回
紹
介
し
た
資
料
は
、
当
館
の
資
料
即
日
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
外
で
あ
る
。
閲
覧
を

希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
事
前
の
お
問
い
合
わ
せ
・
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

註（
1
）（
天
正
二
年
）
六
月
十
一
日
付
武
田
勝
頼
書
状
（
内
閣
文
庫
「
武
州
文
書
」
四
所
収
、『
戦
国
遺
文
武
田
氏
編
』

二
二
九
五
号
、『
山
梨
県
史
』
資
料
編
五
、九
一
九
号
。
以
下
、『
戦
国
遺
文
武
田
氏
編
』
は
戦
武
、『
戦

国
遺
文
後
北
条
氏
編
』
は
戦
北
、『
山
梨
県
史
資
料
編
』
は
山
＋
資
料
編
巻
数
と
略
記
し
て
文
書
番
号
を

付
す
）。

図２　大久保長安署判
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て
、北
条
氏
の
使
者
か
ら
説
明
を
受
け
た
勝
頼
が
書
状
を
認
め
た
と
こ
ろ
、綱
秀
か
ら
返
信
が
あ
り
、

厩
橋
で
の
戦
況
が
北
条
氏
有
利
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
こ
れ
を
祝
し
て
い
る
。
ま
た

勝
頼
自
身
は
遠
江
に
在
陣
中
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
綱
秀
に
北
条
氏
照
へ
の
取
り

成
し
を
依
頼
し
て
い
る
。

　

年
記
は
な
い
が
、
北
条
氏
に
よ
る
越
後
上
杉
氏
方
の
厩
橋
城
へ
の
攻
撃
と
、
武
田
氏
に
よ
る
遠

江
へ
の
出
陣
が
七
〜
八
月
の
ほ
ぼ
同
時
期
に
展
開
さ
れ
て
い
る
の
は
、
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）

に
限
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
本
文
書
も
、
天
正
二
年
の
も
の
と
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ

の
年
勝
頼
は
、
四
月
に
遠
江
へ
出
陣
し
、
五
月
十
二
日
に
高
天
神
城
（
静
岡
県
掛
川
市
）
を
包
囲
、

六
月
十
一
日
に
同
城
主
小
笠
原
氏
助
が
降
伏
を
申
し
出
て
間
も
な
く
開
城
さ
せ

（
（
（

、
七
月
下
旬
に
は

帰
国
し
て
い
る

（
（
（

。
一
方
で
勝
頼
は
帰
国
直
後
の
八
月
一
日
に
、
上
野
国
衆
小
幡
信
真
に
対
し
、
北

条
氏
政
の
軍
事
行
動
に
応
じ
、
こ
れ
を
支
援
す
る
た
め
に
出
陣
す
る
よ
う
指
示
し
て
お
り

（
（
（

、
上
杉

謙
信
の
関
東
出
兵
に
北
条
氏
と
と
も
に
備
え
る
体
勢
を
と
っ
た
。
勝
頼
は
遠
江
か
ら
の
帰
国
直
後

よ
り
、
上
野
に
お
け
る
上
杉
氏
対
策
・
北
条
氏
支
援
の
策
を
講
じ
て
お
り
、
本
資
料
の
内
容
か
ら

も
、
上
野
の
情
勢
を
注
視
す
る
勝
頼
の
姿
勢
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

本
資
料
と
同
時
期
に
北
条
氏
か
ら
武
田
氏
へ
出
さ
れ
た
文
書
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て

い
な
い
。
た
だ
し
八
月
十
二
日
付
で
北
条
氏
照
が
会
津
の
蘆
名
氏
に
発
し
た
書
状
に「
当
秋
之
動
、

由
良
信
濃
守
依
懇
望
候
、
去
十
五
日
出
張
、
十
余
日
在
陣
、
大
胡
・
厩
橋
領
無
所
残
成
于
壚
、
被

納
馬
候
、
近
日
重
而
当
口
可
為
出
張
候
」
と
あ
り
、
北
条
氏
照
ら
は
七
月
中
旬
か
ら
上
野
に
出
陣

し
て
大
胡
・
厩
橋
周
辺
を
攻
撃
し
、
戦
況
は
北
条
氏
の
優
位
に
進
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

（
（
（

。

武
田
氏
に
対
し
て
も
ほ
ぼ
同
様
の
状
況
を
報
じ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
勝
頼
は
そ
の
こ
と
を
受

け
て
「
遂
日
貴
国
御
本
意
候
由
、
大
慶
候
」
と
述
べ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

書
状
の
最
後
で
、
勝
頼
は
近
藤
綱
秀
に
北
条
氏
照
へ
の
取
り
成
し
を
依
頼
し
て
い
る
。
つ
ま
り

北
条
氏
と
武
田
氏
と
の
外
交
交
渉
に
お
い
て
、
北
条
氏
方
の
交
渉
責
任
者
（
取
次
）
を
北
条
氏
照

が
担
当
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
北
条
氏
と
武
田
氏
と
の
外
交
に
お
い
て
は
、
武
田
信
玄
の
時
期

に
は
北
条
氏
照
が
取
次
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
も
の
の

（
（
（

、
そ
れ
が
勝
頼
期
ま
で

継
続
し
て
い
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。
本
資
料
に
よ
っ
て
、
北
条
氏
の
武
田
氏
へ
の
取
次

は
、
北
条
氏
照
が
一
貫
し
て
担
当
し
て
い
た
こ
と
が
確
実
と
な
っ
た

（
（
（

。

二　

徳
川
家
奉
行
人
連
署
状（
卯
月
十
二
月
二
日
、中
村
新
三
郎
あ
て
：
巻
頭
図
版
２
）

　

分
野
別
番
号	

歴-2014-000-000002

　

形　
　
　

態	

楮
紙
・
竪
紙
・
裏
打

　

法
量
（
本
紙
）	

縦 

三
〇
・
三　
　

横 

四
二
・
〇

　
　
　

  （
花
押
）	

縦 

三
・
六　
　
　

横 

五
・
三　
　
　
　

　
　
　

  （
黒
印
）	

外
径 

二
・
五　
　

内
径 

二
・
三　
　

（
図
２
）

　
（
翻
刻
）

　
　
　
　

相
渡
申
御
知
行
事

一
、
弐
百
石
者　
　

川
口
郷
之
内

　

右
自
当
納
可
有
御
所
務
候
、

　

御
朱
印
重
而
相
調
可
進
之
候

　

者
也
、
仍
如
件
、

　
　

卯　
　
　
　
　

大
十
兵
衛
（
花
押
・「
道
」
黒
印
）

　
　
　

十
二
月
二
日　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
佐
左

　
　
　
　
　

中
村
新
三
郎
殿

　

本
資
料
は
、
徳
川
家
の
奉
行
人
で
あ
る
大
久
保
十
兵
衛
長
安
と
原
田
佐
左
衛
門
尉
種
雄
が
連
名

で
、
中
村
新
三
郎
に
対
し
武
蔵
国
川
口
郷
（
東
京
都
八
王
子
市
）
に
お
い
て
二
百
石
の
知
行
を
宛

行
う
こ
と
、家
康
の
朱
印
状
を
追
っ
て
発
給
す
る
こ
と
を
伝
え
た
文
書
で
あ
る
。連
署
の
形
式
な
っ

て
い
る
が
、
原
田
種
雄
は
こ
の
と
き
不
在
と
し
て
い
た
た
め
か
、
書
判
や
押
印
は
な
い
。
事
実
上
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は
じ
め
に

　

山
梨
県
立
博
物
館
で
は
「
山
梨
の
自
然
と
人
」
を
基
本
テ
ー
マ
に
据
え
、
山
梨
の
歴
史
・
文
化

を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
重
要
な
資
料
の
収
集
に
努
め
て
い
る
。
と
く
に
甲
斐
武
田
氏
を
中
心
と

し
た
甲
斐
国
の
武
士
に
関
わ
る
資
料
に
つ
い
て
は
、重
点
的
に
収
集
す
る
資
料
の
一
分
野
と
し
て
、

収
集
活
動
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

平
成
二
十
五
年
度
に
は
、
武
田
氏
・
甲
斐
国
の
武
士
に
関
わ
る
資
料
と
し
て
「
武
田
勝
頼
書
状
」

「
徳
川
家
奉
行
人
連
署
状
」
の
二
点
を
収
集
し
た
。
と
も
に
『
山
梨
県
史
』
等
で
も
紹
介
さ
れ
て

い
な
い
新
出
資
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
概
略
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

一　

武
田
勝
頼
書
状
（
八
月
十
七
日
付
、
近
藤
出
羽
守
あ
て
：
巻
頭
図
版
１
）

　

ま
ず
、
本
資
料
の
基
本
的
情
報
及
び
翻
刻
を
掲
げ
る
。

　

分
野
別
番
号	

歴-2014-000-000001

　

形　
　
　

態	

楮
紙
・
竪
紙
・
掛
軸
装

　

法
量
（
本
紙
）	

縦 

二
五
・
〇　
　

横 

四
一
・
二　
（
㎝
、
以
下
同
じ
）

　
　
　

  （
花
押
）	

縦 

五
・
六　
　
　

横 

四
・
八　
　
（
図
１
）

　
（
翻
刻
）

氏
政
・
氏
照
向
厩
橋
被
及
御

行
之
由
候
条
、
以
使
者
申
候
き
、
因
茲

其
方
へ
も
染
一
筆
候
処
、
態

回
札
珎
重
候
、
其
表
無
相
替
儀
、
遂

日
貴
国
御
本
意
候
由
、
大
慶
候
、

仍
遠
州
陣
已
来
過
半
在
陣

故
無
音
、
併
相
似
等
閑
候
、
猶
氏
照
へ
宜

取
成
可
為
祝
着
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　

八
月
十
七
日　

勝
頼
（
花
押
）

　
　
　
　

近
藤
出
羽
守
殿

　

本
資
料
は
、
武
田
勝
頼
が
同
盟
国
で
あ
る
相
模
北
条
氏
の
家
臣
近
藤
出
羽
守
綱
秀（
北
条
氏
照
の

重
臣
）に
送
っ
た
書
状
で
あ
る
。
北
条
氏
の
厩
橋（
群
馬
県
前
橋
市
）へ
の
軍
事
行
動
の
状
況
に
つ
い

新
収
集
資
料
紹
介
「
武
田
勝
頼
書
状
」「
徳
川
家
奉
行
人
連
署
状
」

海
老
沼
　
真
　
治

図１　武田勝頼署判
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75 市河経助代着到状 1336 建武3年2月21日 七十二 巻九−10
76 市河経助軍忠状 1336 建武3年2月23日 七十五 巻九−12
77 市河助房代難波助元軍忠状 1336 建武3年1月17日 六十九 巻九−7
78 市河経助軍忠状 1336 建武3年11月 七十八 付箋の内容を記す。 巻十−2
79 市河経助軍忠状 1337 建武4年3月 八十六 巻十−10
80 市河経助軍忠状 1337 建武4年3月 八十七 巻十−11
81 市河助房代小見経胤軍忠状 1337 建武4年3月 九十 付箋の内容を記す。 巻十一−3
82 中野家氏軍忠状 1337 建武4年9月 九十三 付箋のうち「かう八郎殿ハん」のみ記す。 巻十一−6
83 市河親宗軍忠状 1337 建武4年3月 八十八 巻十一−1
84 市河助房代小見経胤軍忠状 1337 建武4年3月 九十一 巻十一−4
85 市河助房代島田助朝軍忠状 1337 建武4年4月 九十二 巻十一−5

№ 文書名 西暦 和暦 ラベル その他 現「本市」
1 市河倫房軍忠状 1340 暦応3年8月 九十四 巻十一−7
2 市河倫房軍忠状 1341 暦応4年6月 九十五 奥に「右二通十三号ニアリ」。 巻十一−8
3 市河助房自筆譲状 1343 康永2年3月22日 九十六 巻十一−9
4 市河助房自筆譲状 1343 康永2年5月26日 九十七 付箋の内容を記さず。 巻十一−10
5 市河倫房代同親房軍忠状 1343 康永2年12月 九十八 巻十一−11
6 市河経高軍忠状 1356 正平11年10月 一〇三 巻十二−4
7 市河経高軍忠状 1356 正平11年12月 一〇四 巻十二−5
8 足利尊氏御教書 1347 貞和3年4月21日 九十九 付箋の内容を記す。 巻十一−12
9 市河頼房代泰房軍忠状 1351 観応2年3月 一〇一 巻十二−2

10 市河経助軍忠状 1351 観応2年3月 一〇〇 巻十二−1
11 足利直義御教書 1351 観応2年6月2日 一〇二 巻十二−3
12 小笠原長基宛行状 1360 延文5年6月27日 一〇五 付箋の内容を記す。 巻十二−6
13 市河頼房難波基房軍忠状 1368 応安元年9月 一〇七 巻十二−8
14 足利氏満御教書 1368 応安元年閏6月23日 一〇六 巻十二−7
15 小笠原長基宛行状 1370 応安3年4月3日 一〇八 冒頭部のみ付箋の内容を記す。 巻十二−9
16 信濃守護使重義注進状 1373 応安6年6月 一〇九 巻十二−10
17 上杉朝房安堵状 1375 永和元年10月16日 一一〇 巻十二−11
18 上杉朝房安堵状 1375 永和元年10月26日 一一一 付箋の内容を記す。 巻十二−12
この間に、応永7年10月29日・小笠原長秀書下（山市）を書写し、抹消している。

19 某書状 149十一
冒頭に応永30年7月10日・足利義量御教書（№52）の
懸紙うわ書、付箋の内容を記す。 

「一四八の付箋」と書かれたラベルも貼る。
巻二−2

20 某宛行状 1397 元中14年7月5日 一二三 巻十三−12
21 斯波義種安堵状 1385 至徳2年2月12日 一一二 巻十三−1
22 斯波義種判物 1385 至徳2年7月18日 一一三 付箋の内容を記す。 巻十三−2
23 斯波義種感状 1386 （至徳3年）8月12日 一一五 年号の付箋を記す。 巻十三−4
24 足利義満御教書 1387 至徳4年6月9日 一一六 巻十三−5
25 二宮種氏宛行状 1387 至徳4年6月12日 一一七 付箋の内容を記さず。 巻十三−6
26 斯波義種感状 1387 至徳4年6月25日 一一八 年号の付箋を記す。 巻十三−7
27 市河頼房軍忠状 1387 至徳4年9月 一一九 巻十三−8
28 二宮氏泰奉書 1387 嘉慶元年12月17日 一二一 付箋の内容を記さず。 巻十三−10
29 二宮氏泰宛行状 1388 嘉慶2年8月19日 一二二 付箋の内容を記す。 巻十三−11
30 二宮是随奉書 1397 応永4年7月2日 一二四 付箋の内容を記す。 巻十四−1
31 中野頼兼軍忠状 1399 応永6年12月27日 一二五 巻十四−2
32 市河興仙軍忠状 1400 応永7年4月21日 一二六 巻十四−3
33 小笠原長秀安堵状 1400 応永7年6月2日 一二八 奥に「小笠原長秀判」。 巻十四−5
34 小笠原長秀施行状 1400 応永7年6月3日 一三〇 付箋の内容を記す。 巻十四−7
35 小笠原古米入道打渡状 1400 応永7年6月3日 一三一 冒頭の付箋のみ記す。 巻十四−8
36 小笠原長秀施行状 1400 応永7年6月3日 一二九 付箋の内容を記さず。 巻十四−6
37 小笠原長秀宛行状 1400 応永7年5月27日 一二七 付箋の内容を記さず。 巻十四−4
38 小笠原古米入道打渡状 1400 応永7年6月3日 ラベル欠 付箋の内容を記す。 巻十四−9
39 赤沢秀国打渡状 1400 応永7年6月14日 一三三 付箋の内容を記す。 巻十四−10
40 赤沢秀国打渡状 1400 応永7年6月14日 一三三と同じ 下39と同一の文書。 巻十四−10
41 市河興仙軍忠状 1400 応永7年11月15日 一三六 巻十四−12
42 斯波義将下知状 1401 応永8年6月25日 一三九 付箋の内容を記さず。 巻十五−2
43 斯波義将安堵状 1401 応永8年6月25日 一三八 巻十五−1
44 足利義持御教書 1402 応永9年5月14日 一四〇 巻十五−3
45 細川慈忠遵行状 1402 応永9年9月17日 一四一 付箋の内容を記さず。 巻十五−4
46 伊勢道券打渡状 1402 応永9年9月18日 一四二 巻十五−5
47 足利義満安堵状 1403 応永10年7月2日 一四三 巻十五−6
48 細川慈忠遵行状 1404 応永11年11月20日 一四四 巻十五−7
49 市河氏貞軍忠状 1404 応永11年12月 一四五 巻十五−8
この間に、応永4年7月2日・二宮是随奉書を書写し、抹消している。
50 真晃契状 1407 応永14年6月23日 一四六 巻十五−9
51 足利義持御教書 1415 応永22年7月19日 一四七 巻十五−10
52 足利義量御教書 1423 応永30年7月10日 一四八 付箋の内容を記さず。懸紙うわ書を記さず。 巻十五−11

下巻

「古状共写」に収録されなかった「本市」の文書
№ 文書名 西暦 和暦 現「本市」
1 北条義時消息 1221 （承久3年）6月6日 巻二−1
2 中野能成自筆譲状 1249 建長元年12月15日 巻三−3
3 中野仲能訴状案 巻四−2
4 中野仲能訴状案 巻五−3
5 足利直義感状 1336 建武3年12月29日 巻十−9
6 市河親宗軍忠状 1337 建武4年3月 巻十一−2
7 二宮氏泰書状 1386 （至徳3年）7月1日 巻十三−3
8 斯波義将感状 1387 （至徳4年）9月15日 巻十三−9
9 小笠原長秀奉書 1399 （応永6年）11月3日 巻十四−11
10 武田信玄定書 1569 （永禄12年）10月12日 巻十六

※「文書名」は、長野県立歴史館ホームページ「市河文書データベー
ス」掲載の名称を示した。ただし一部訂正したものがある。
※「ラベル」は、文書写に貼られているラベルに記載された漢数字
等の内容である。
※「その他」では、文書原本に見える付箋・貼紙等の有無と、その
他文書写以外に記された内容を示している。
※「現「本市」」では、現在の「本市」の構成（16巻146通）として、
巻号を漢数字で、成巻の順序を算用数字で示した。



− 17 −54

№ 文書名 西暦 和暦 ラベル その他 現「本市」
1 某下文 1170 嘉応2年2月7日 一 端裏書の内容を一部記す。 

※系図に関する注記あり。 巻一−1

2 木曽義仲下文 1180 治承4年11月13日 二 ※系図に関する注記あり。 巻一−2
3 醍醐寺全成下文 1183 寿永2年12月7日 三 ※系図に関する注記あり。 巻一−3
4 醍醐寺全成下文 1184 寿永3年3月6日 四 奥に「右四通第壱号」。 巻一−4
5 将軍家政所下文 1192 建久3年12月10日 六 端裏書の内容を記す。花押無。 巻一−5
6 鎌倉幕府下知状 1203 建仁3年9月23日 八 付箋の内容を記す。 巻一−7
7 北条時政安堵状 1203 建仁3年9月4日 七 付箋の内容を記す。 巻一−6
8 鎌倉幕府下知状 1204 建仁4年2月21日 九 巻一−8
9 鎌倉幕府下知状 1204 元久元年3月19日 十 付箋の内容を記す。奥に「右四通第二号」。 巻一−9

10 鎌倉幕府下知状 1224 貞応3年11月11日 十二 端裏書の内容を記す。 巻二−3
11 北条泰時副状 1224 （貞応3年）11月13日 十三 年号の付箋を記す。 巻二−4
12 北条重時書状 1225 （嘉禄元年）9月9日 十四 年号の付箋を記す。 巻二−5
13 北条重時施行状 1225 嘉禄元年9月9日 十五 端裏書の内容を記す。付箋の内容は記さず。 巻二−6
この間に、建武3年12月・市河経助着到状を書写し、抹消している。
14 北条重時御教書 1225 嘉禄元年9月16日 十六 端裏書の内容を記す。奥に「右五通第三号」。 巻二−7
15 将軍家政所下文 1252 建長4年12月26日 二十 奥に「馬てう」。 巻三−4
16 将軍家政所下文 1252 建長4年12月28日 二十一 巻三−5
17 将軍家政所下文 1254 建長6年12月12日 二十二 奥に「右四通第四号」。 巻三−6
18 鎌倉幕府下知状 1265 文永2年閏4月18日 二十三 奥に「右第五号」。 巻四−1
19 将軍家政所下文 1265 文永2年5月25日 二十五 巻四−3
20 将軍家政所下文 1274 文永11年2月20日 二十七 裏書を記さず。 巻四−4
21 将軍家御教書 1274 文永11年6月15日 二十八 奥に「右第六号」。 巻四−5
22 鎌倉幕府下知状 1278 弘安元年9月7日 二十九 奥に「右一通第七号」。 巻五−1
23 鎌倉幕府下知状 1290 正応3年11月17日 三十 奥に「右一通第八号」。 巻五−2
この間に、元弘3年6月7日・市河助泰着到状を書写し、抹消している。
24 鎌倉幕府下知状 1300 正安2年3月3日 三十二 付箋の内容を記さず。 巻六−1
25 鎌倉幕府下知状 1300 正安2年11月8日 三十三 巻六−2
26 鎌倉幕府下知状 1302 正安4年12月1日 三十四 巻六−3
27 志久見郷田在家目録注進状 1309 延慶2年卯月 三十六 付箋の内容を記す。 巻六−5
28 信濃国庁宣 1309 延慶2年4月 三十五 奥に「右五通第九号」。 巻六−4
29 市河盛房自筆譲状 1321 元亨元年10月24日 三十九 付箋の内容を記す。端裏書の内容を記さず。 巻六−8
30 尼寂阿譲状 1272 文永9年8月18日 二十六 付箋・端裏書の内容を記す。 巻六−9
31 市河盛房自筆置文 1321 元亨元年10月24日 三十七 巻六−6
32 市河盛房自筆譲状 1321 元亨元年10月24日 三十八 端裏書の内容を記さず。 巻六−7

33 信濃国雑掌則能申状 1324 元亨4年9月 四十 袖に「是ハ上書也 信濃国雑掌申状 元亨四七廿九」、奥
に「右五通第十号」。 巻六−10

34 鎌倉幕府引付頭人奉書 1327 嘉暦2年10月8日 四十一 巻七−1
35 尼せんかう自筆譲状 1329 嘉暦4年6月23日 四十二 奥に「右弐通第十一号」。 巻七−2
36 信濃国宣 1333 元弘3年8月6日 四十九 巻七−9
37 官宣旨案 1333 元弘3年7月25日 四十八 付箋の内容を記す。 巻七−8
38 市河助房申状 1333 元弘3年10月 五〇 裏書部分にラベル「五十一」を貼る。 巻七−10
39 北条重時御教書 1229 寛喜元年12月13日 十八 裏書のみ写される。 巻三−1
40 左衛門少尉兼致書状 1229 （寛喜元年）11月28日 ラベル欠 巻三−2
41 中野家平着到状 1333 元弘3年5月8日 四十三 巻七−3
42 中野家平着到状 1333 元弘3年5月14日 四十四 巻七−4
43 市河経助着到状 1333 元弘3年6月7日 四十五 巻七−5
44 市河助房同経助着到状 1333 元弘3年6月29日 四十七 巻七−7
45 市河助泰着到状 1333 元弘3年6月7日 四十六 奥に「右八通第十二号」。 巻七−6
46 鎌倉幕府下知状 1332 正慶元年12月23日 五十二 付箋の内容を記す。 巻八−1

47 鎌倉幕府下知状 1332 正慶元年12月27日 五十三 奥に「右二通第十三号 此巻之内ニ但書二通アリ 但暦応
三四ノ御書二通写ノ下ノ冊ニアリ」。 巻八−2

48 市河助房等着到状 1334 建武元年6月25日 五十五 巻八−4
49 市河助房等着到状 1334 建武元年8月 五十六 巻八−5
50 雑訴決断所牒 1334 建武元年6月16日 五十四 奥に「右三通十四号」。 巻八−3
51 市河経助軍忠状 1335 建武2年9月22日 六十六 巻九−4
52 市河経助等着到状 1335 建武2年5月16日 六十一 巻八−10
53 市河助房等着到状 1335 建武2年5月16日 六〇 巻八−9
54 市河助房同経助着到状 1335 建武2年6月 六十二 付箋の内容を記す。 巻八−11
55 市河助房等着到状 1335 建武2年3月 五十八 巻八−7
56 市河助房等着到状 1335 建武2年7月 六十三 巻九−1
57 平長胤綸旨副状 1335 建武2年2月5日 五十七 巻八−6
58 市河助房同経助着到状 1335 建武2年3月 五十九 巻八−8
59 市河親宗着到状 1335 建武2年11月28日 六十八 巻九−6
60 市河倫房同助保着到状 1335 建武2年10月 六十七 巻九−5
61 雑訴決断所牒 1335 建武2年8月14日 六十五 巻九−3
62 市河親宗軍忠状 1335 建武2年8月 六十四 巻九−2
63 市河経助着到状 1336 建武3年12月 八十四 巻十−7
64 市河親宗着到状 1336 建武3年12月 八十五 巻十−8
65 市河親宗着到状 1336 建武3年11月 八十一 巻十−4
66 市河親宗軍忠状 1336 建武3年11月 八十二 巻十−6
67 市河親宗着到状 1336 建武3年11月 八十 巻十−3
68 市河親宗軍忠状 1336 建武3年11月3日 七十九 巻十−5
69 市河経助軍忠状 1336 建武3年6月29日 七十六 付箋の内容を記す。 巻九−14
70 市河経助軍忠状 1336 建武3年2月23日 七十五 付箋の内容を記す。 巻九−11
71 市河経助軍忠状 1336 建武3年1月17日 七十 付箋の内容を記す。 巻九−8
72 市河経助軍忠状 1336 建武3年2月23日 七十四 巻九−13
73 市河経助同助泰軍忠状 1336 建武3年1月18日 七十一 付箋の内容を記す。 巻九−9
74 市河経助同助泰軍忠状 1336 建武3年6月29日 七十七 巻十−1

市河家文書「古状共写」所載文書一覧
上巻
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（
9
）
な
お
註
（
8
）
の
「
目
録
」
で
は
、「
一
、
寛
喜　

四
通　
　

同
」
と
み
え
、
寛
喜
年
号
を
有
す
る
四
通

の
文
書
が
一
巻
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
し
か
し
、「
本
市
」
に
お
い
て
寛
喜
と
み
ら
れ
る

文
書
は
上
39
・
40
の
二
通
だ
け
で
あ
り
、「
目
録
」の
こ
の
巻
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
は「
写
」

の
巻
号
記
載
と
も
概
ね
符
合
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
10
）
西
川
氏
註
（
2
）
論
考
。

（
11
）
山
田
邦
明
「
上
杉
家
中
先
祖
由
緒
書
と
そ
の
成
立
」（『
日
本
歴
史
』
六
七
三
、二
〇
〇
四
年
六
月
）。

（
12
）「
山
市
」
に
あ
る
「
藤
原
姓
市
川
氏
系
図
」
に
「
助
弘
」
の
名
が
見
え
る
。「
中
野
八
郎
」
と
称
し
、
系

図
中
で
初
め
て
「
中
野
」
の
名
字
を
名
乗
る
人
物
と
さ
れ
る
。
延
応
二
年
（
一
二
四
〇
）
没
と
あ
り
、

系
図
中
で
初
め
て
「
市
川
」
の
名
字
を
名
乗
る
重
房
の
曾
祖
父
に
あ
た
る
。

（
13
）
た
だ
し
こ
の
よ
う
に
推
定
す
る
場
合
、「
藤
原
姓
市
川
氏
系
図
」（
十
八
世
紀
中
期
成
立
）
に
先
行
す
る

市
河
氏
の
系
図
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
註
（
8
）
の
「
目
録
」
で
は
、
下
書
を
含
め
て
五
本

の
系
図
が
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、「
藤
原
姓
市
川
氏
系
図
」
以
外
に
も
系
図
が
存
在
し

て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
な
お
延
宝
五
年
段
階
に
お
け
る
市
河
氏
の
系
図
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で

は
不
明
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

（
14
）
西
川
氏
註
（
2
）
論
考
。

（
15
）
金
子
拓
『
記
憶
の
歴
史
学　

史
料
に
み
る
戦
国
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
二
〇
一
一
年
年
十
二
月
）
第

六
章
で
は
、
秋
田
藩
に
お
け
る
岩
屋
家
文
書
の
取
り
扱
い
の
経
緯
に
つ
い
て
の
検
討
を
通
じ
て
、「
所
持

す
る
い
わ
れ
の
な
い
文
書
を
所
持
し
て
い
れ
ば
、
有
無
を
い
わ
さ
ず
召
し
あ
げ
ら
れ
、
本
来
所
蔵
す
べ

き
正
統
性
を
も
っ
て
い
る
者
に
返
付
さ
れ
た
」（
二
五
〇
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

【
付
記
】
本
間
美
術
館
所
蔵
「
市
河
文
書
」
の
写
真
図
版
掲
載
に
あ
た
り
、
本
間
美
術
館
、
長
野

県
立
歴
史
館
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

　

ま
た
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
事
業　

学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金　

若
手
研
究
Ｂ
「
戦
国
大
名
家
臣
の
関
係
史
料
収
集
と
近
世
的
展
開
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」（
研

究
課
題
番
号
：
２
６
７
７
０
２
３
７
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
　

右
之
内
壹
本
ハ
改
候
系
図

　
　
　

弐
本
ハ
下
書
也

　
　
　

〆
三
拾
八
本

　
　

右
古
状
之
数

　
　
　

〆
百
八
拾
四
通
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（
5
）
た
だ
し
、
一
度
書
写
し
た
後
に
貼
紙
な
ど
で
抹
消
し
た
文
書
の
中
に
、「
山
市
」
の
な
か
の
一
通
が
含
ま

れ
て
い
る
（
一
覧
表
参
照
）。
こ
れ
ら
抹
消
行
為
の
経
緯
は
未
詳
で
あ
る
。

（
6
）「
本
市
」に
あ
る
付
箋
等
の
年
代
に
つ
い
て
は
、『
信
濃
』五
‐
七（
一
九
三
六
年
七
月
）付
録
写
真
の
解
説
や
、

井
原
註
（
4
）
論
考
な
ど
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）「
本
市
」
の
現
在
の
十
六
巻
本
以
前
の
形
態
に
つ
い
て
は
、
井
原
註
（
4
）
論
考
を
参
照
。
戦
前
の
構
成

は
二
十
九
巻
三
十
一
軸
で
、
そ
れ
ぞ
れ
外
題
に
収
録
し
た
文
書
の
年
号
と
巻
号
が
記
さ
れ
て
い
た
。

（
8
）
西
川
註
（
1
）
論
考
所
収
の
「
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
「
市
河
家
文
書
」
目
録
」
第
五
五
号
。
以
下
参

考
と
し
て
全
文
を
掲
げ
る
。

　

一
、
正
安　
　

三
通　
　
　

同

　

一
、
延
慶　
　

弐
通

　

一
、
元
亨　
　

五
通　
　
　

同

　

一
、
嘉
暦　
　

弐
通　
　
　

同

　

一
、
元
弘　
　

九八
通　
　
　

同

　

一
、
正
慶　
　

弐
通　
　
　

同

　

一
、
暦
応　
　

弐
通

　

一
、
建
武　
　

四
拾
壹
通　

六
本

　

一
、
康
永　
　

三
通

　

一
、
貞
和　
　

壹
通　
　
　

壹
本

　

一
、
観
応　
　

三
通

　

一
、
延
文　
　

壹
通　
　
　

同

　

一
、
応
安　
　

四
通

　

一
、
永
和　
　

弐
通　
　
　

同

　

一
、
嘉
慶　
　

同

　

一
、
至
徳　
　

拾
通　
　
　

同

　

一
、
応
永　
　

廿
九
通　
　

四
本

　

一
、
永
録　
　

壹
通　
　
　

壹
本

　

一
、
武
田
晴
信
公
御
書
一
本　

同

　

一
、
天
正　
　

七
通　
　
　

同

　

一
、
後
醍
醐
之
天
王
南
朝
之
年
号

　
　
　

正
平　
　

四
通　
　
　

同
元
弘
建
武

　
　
　

元
中　
　

三
通　
　
　
　

之
頃
ニ
当
ル

　

一
、
無
年
号　

同　
　
　
　

同

　

一
、
系
図　
　
　
　
　
　
　

五
本

　
　
　
　

古
状
之
惣
目
録

　

一
、
嘉
応　
　

壹
通

　

一
、
治
承　
　

同　
　
　
　

壹
本

　

一
、
寿
永　
　

□
通

　

一
、
建
久　
　

□
通

　

一
、
建
仁　
　

三
通　
　
　

壹
本

　

一
、
元
久　
　

壹
通

　

一
、
貞
応　
　

同

　

一
、
元
仁　
　

弐
通　
　
　

同

　

一
、
嘉
録　
　

同

　

一
、
寛
喜　
　

四
通　
　
　

同

　

一
、
建
長　
　

同　
　
　
　

同

　

一
、
文
永　
　

弐
通　
　
　

同

　

一
、
同　
　
　

三
通　
　
　

同

　

一
、
弘
安　
　

壹
通　
　
　

壹
本

　

一
、
正
応　
　

弐
通　
　
　

同

（

（ （（（（
（

（（
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で
き
な
い
内
容
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
再
度
系
図
等
を
調
査
し
た
結
果
、「
助
弘
」と「
資

弘
」
は
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
た
め
、
上
２
の
注
記
を
誤
記
と
し
て
抹
消
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

　

金
子
拓
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
秋
田
藩
に
お
い
て
藩
士
ら
の
家
伝
文
書
の
調
査
を
行
っ
た
際
、

所
持
の
正
統
性
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
文
書
が
没
収
さ
れ
る
と
い
う
事
例
が
あ
っ
た
と
い

う
（
（1
（

。
近
世
の
武
士
に
と
っ
て
、
家
伝
文
書
を
所
持
す
る
こ
と
の
正
統
性
は
、
家
の
由
緒
に
も
関
わ

る
重
要
な
問
題
と
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
米
沢
藩
に
お
い
て
文
書
が
没
収
さ
れ
る
と
い

う
事
例
が
存
在
し
た
か
は
未
確
認
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
「
写
」
の
注
記
か
ら
は
、
米
沢
藩
士

市
河
氏
に
お
い
て
、
文
書
を
所
持
す
る
こ
と
の
正
統
性
は
、
不
可
欠
の
も
の
だ
と
い
う
意
識
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
「
写
」
の
内
容
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
作
成
の
経
緯
や
そ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
近
世
市

河
氏
の
文
書
所
持
に
対
す
る
意
識
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
第
一
に
、
書
写
さ
れ
た
文
書
は
す
べ

て
現
在
の
「
本
市
」
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
、
文
書
の
書
写
に
あ
た
っ
て
は
、
改
行
や
料
紙
の

欠
損
部
分
に
も
配
慮
す
る
な
ど
、
比
較
的
原
本
に
忠
実
に
書
写
し
て
い
た
と
い
う
姿
勢
を
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
た
。
し
た
が
っ
て
「
写
」
に
収
録
さ
れ
た
文
書
写
は
、
中
世
の
史
料
と
し
て
も
原

本
に
次
ぐ
史
料
的
価
値
を
有
す
る
も
の
と
評
価
で
き
よ
う
。
ま
た
巻
号
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
近

世
に
お
け
る
「
市
河
家
文
書
」
の
存
在
形
態
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
情
報
と
い
え
る

が
、
必
ず
し
も
当
時
の
状
態
が
正
確
に
記
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
点
は
、
注
意
を
要
す
る

と
思
わ
れ
る
。

　

第
二
に
、「
写
」
が
作
成
さ
れ
た
の
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
書
写
し
た
文
書
に
見
え
る
「
助
（
資
）

弘
」
と
い
う
人
物
が
系
図
に
存
在
す
る
か
否
か
を
考
証
し
、
そ
の
注
記
を
加
え
た
が
、
こ
の
内
容

が
後
年
に
問
題
と
な
り
、
再
度
の
調
査
を
経
て
現
在
の
注
記
の
形
に
修
正
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
推
測
を
重
ね
た
感
が
あ
り
、
な
お
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
は
あ
る

が
、
市
河
氏
が
文
書
を
所
持
す
る
こ
と
の
正
統
性
を
強
く
意
識
し
た
事
例
の
一
つ
と
な
る
可
能
性

が
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
文
書
・
由
緒
に
関
す
る
調
査
を
行
い
な
が
ら
、
近
世
を
通
じ
て
市
河
氏
が
正
統
に

所
持
し
て
き
た「
市
河
家
文
書
」は
、近
代
に
入
り
過
半
を
手
放
さ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
た
。

第
一
節
で
み
た
よ
う
に
、「
写
」
が
作
成
さ
れ
た
段
階
で
は
、既
に
「
市
河
家
文
書
」
の
な
か
で
「
本

市
」
に
相
当
す
る
ま
と
ま
り
が
で
き
て
い
た
と
み
ら
れ
、
そ
の
こ
と
が
所
有
者
変
更
と
い
う
文
書

保
存
上
の
危
機
に
お
い
て
も
、
大
き
な
散
逸
を
免
れ
る
要
因
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、
近
世
に
「
写
」
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
単
に
文
書
の
写
を
残
す
以
上
の
意
義
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

註（
1
）「
山
市
」
の
紹
介
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
西
川
広
平
「
山
梨
県
立
博
物
館
所
蔵
「
市
河
家
文
書
」
に

つ
い
て
」（『
山
梨
県
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
四
、二
〇
一
〇
年
三
月
）
を
参
照
。

（
2
）
西
川
広
平
「
米
沢
藩
士
市
河
家
に
よ
る
系
図
作
成
」（『
山
梨
県
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
五
、二
〇
一
一
年

三
月
）。

（
3
）
信
濃
史
料
編
纂
会
編
『
信
濃
史
料
叢
書
』
第
五
巻
（
一
九
一
四
年
）
所
収
「
市
河
文
書
」（
本
稿
で
は
、

復
刻
版
の
『
信
濃
史
料
叢
書
（
下
）』〈
歴
史
図
書
社
、一
九
六
九
年
十
一
月
〉
を
使
用
）
の
文
書
番
号
で
は
、

元
弘
三
年
十
月
の
市
河
助
房
申
状
を
五
〇
番
と
し
、
そ
の
裏
書
を
「
國
宣
」
と
い
う
名
称
で
五
一
番
と

し
て
載
録
し
て
い
る
。「
写
」
の
当
該
文
書
（
上
38
）
に
お
い
て
も
、
同
様
の
番
号
ラ
ベ
ル
が
付
け
ら
れ

て
い
る
。

（
4
）
現
在
の
「
本
市
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、井
原
今
朝
男
「
市
河
文
書
の
全
巻
複
製
と
書
誌
学
的
研
究
」（『
長

野
県
立
歴
史
館
研
究
紀
要
』
四
、一
九
九
八
年
三
月
）
に
よ
る
。
ま
た
長
野
県
立
歴
史
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
の「
市
河
文
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」に
掲
載
さ
れ
て
い
る
一
覧
表
や
写
真
等
も
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
　

  　

U
RL

： http://w
w

w
.npm

h.net/archives/kom
onjo_sub.php?n=190&

t=1
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危
険
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
あ
え
て
想
像
す
れ
ば
、
注
記
と
し
て
先
に
あ
っ
た
の
は
上
２
・
３
で

あ
り
、
そ
の
後
に
上
１
を
記
す
と
と
も
に
、
上
２
の
内
容
の
う
ち
、「
資
弘
」
の
名
は
系
図
に
は

無
い
と
記
し
た
部
分
を
誤
記
と
判
断
し
、
墨
線
で
抹
消
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ら
の
注
記
の
内
容
か
ら
、
以
下
の
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

　

上
２
・
３
の
注
記
は
同
時
期
の
も
の
と
思
わ
れ
、
文
書
に
見
え
る
「
助
（
資
）
弘
」
に
つ
い
て
、

市
河
氏
の
系
図
に
存
在
し
て
い
る
か
否
か
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
書
き
こ
ん
だ
も
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
段
階
で
は
上
２
の
「
資
弘
」
と
上
３
の
「
助
弘
」
は
同
一
人
物
と
み
な
さ
れ
ず
、「
助

弘
」
は
系
図
中
に
存
在
し
て
い
た
も
の
の
、「
資
弘
」
の
名
は
無
か
っ
た
た
め
、
正
反
対
の
内
容

が
注
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
「
資
弘
」
の
名
が
あ
る
上
2
の
文
書
原
本
は
、「
秘
蔵
」

さ
れ
る
と
い
う
状
態
に
な
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
そ
の
後
、上
１
の
注
記
を
書
き
こ
む
段
階
で
再
度
系
図
類
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、「
助
弘
」

と
「
資
弘
」
は
同
一
人
物
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
た
め
、
上
２
の
「
資
弘
」
は
系
図
に
は
い
な
い

と
す
る
記
述
を
抹
消
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
段
階
で
文
書
原
本
の
「
秘
蔵
」
と
い
う
処

置
も
解
除
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
写
」
に
見
え
る
「
助（
資
）弘
」
に
つ
い
て
の
三
つ
の
注
記
は
、
先
ず
上
２
・

３
を
記
し
、
そ
の
後
に
上
１
を
記
す
と
い
う
二
つ
の
段
階
が
あ
り
、
そ
の
都
度
系
図
を
参
照
し
て

考
証
を
加
え
た
と
い
う
状
況
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
し
て
先
祖
に
つ
い
て
の
考
証
を
行
う
契
機
と
な
っ
た
の
は
、「
写
」
を
作
成
し
、
藩
士
が
由

緒
書
を
提
出
し
た
延
宝
五
年
が
一
つ
の
段
階
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
も
う
一
つ
の
段
階
は
、
直
近
で

は
「
山
市
」
に
伝
わ
る
「
藤
原
姓
市
川
氏
系
図
」
が
作
成
さ
れ
、
こ
の
系
図
作
成
の
契
機
と
な
る

藩
主
上
杉
家
の
家
史
編
纂
が
命
じ
ら
れ
た
、
十
八
世
紀
半
ば
頃
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う

（
（1
（

。

　
「
藤
原
姓
市
川
氏
系
図
」で
は
、鎌
倉
中
期
の
市
河
重
房
を
中
野
氏
の
一
族
と
し
て
扱
う
こ
と
で
、

中
野
氏
か
ら
市
河
氏
に
所
領
が
譲
渡
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
市
河
氏
が
中
野
氏
関
係
の
文
書
を
所

持
し
て
い
る
こ
と
を
正
統
化
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
と
い
う

（
（1
（

。
そ
う
し
た
意
識
の
も
と
で

「
写
」
を
参
照
し
た
場
合
、
系
図
に
存
在
し
な
い
人
物
の
文
書
だ
と
し
た
上
２
の
注
記
は
、
看
過

　図４
　　　　　上３注記　　　　　　　　　　　　　　上２注記　　　　　　　　　　　　　　　上１注記
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載
の
一
致
も
認
め
ら
れ
る
。
上
45
元
弘
三
年
の
市
河
助
泰
着
到
状
を
書
写
し
た
後
に
「
右
九八
通
第

十
二
号
」
と
あ
り
、「
九
」
を
墨
線
で
抹
消
し
た
隣
に
「
八
」
を
書
き
、
こ
の
巻
子
が
八
通
の
文

書
で
成
巻
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
「
右
」
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

上
36
か
ら
45
ま
で
の
九
通
（
裏
書
の
み
の
上
39
を
数
え
な
い
場
合
）
で
あ
る
。

　

こ
の
部
分
を
「
目
録
」
で
見
る
と
「
一
、
元
弘　

九八
通　

同
（
壹
本
）」

と
あ
り
、
や
は
り
「
九
」
を
訂

正
し
て
「
八
」
と
し
て
お
り
、「
写
」
と
同
様
の
書
き
方
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
九
」
か
ら
「
八
」
へ
訂
正
し
た
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、「
写
」
に
お
い
て
九
通
の

な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
上
39
北
条
重
時
御
教
書
裏
書
と
上
40
左
衛
門
少
尉
兼
致
書
状
の
存
在
で
あ

る
。
こ
の
二
通
を
別
々
に
数
え
れ
ば
十
通
に
な
る
が
、
一
つ
の
文
書
と
み
な
し
て
い
た
と
み
れ
ば

九
通
と
な
る
。
他
の
八
通
は
す
べ
て
元
弘
の
年
号
を
有
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
文
書
に
は
年
号
の

記
載
が
な
く
、
現
在
で
は
寛
喜
元
年
に
比
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
（
上
39
は
書
写
さ
れ
な
か
っ
た

本
文
に
年
記
あ
り
）。
そ
の
た
め「
写
」で
号
数
を
記
入
し
た
人
物
は
、
当
初
は
九
通
と
数
え
た
も

の
の
、
後
に
年
号
の
な
い
文
書
の
存
在
を
あ
え
て
捨
象
し
、
元
弘
年
号
の
文
書
八
通
だ
け
を
カ
ウ

ン
ト
し
て
訂
正
し
、「
目
録
」
に
も
同
様
の
訂
正
を
加
え
た
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い

（
（
（

。

三
「
古
状
共
写
」
と
市
河
氏
の
系
図
・
系
譜
編
纂

　

第
一
節
で
み
た
と
お
り
、「
写
」
は
延
宝
五
年
ま
で
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
西
川
氏
は
、

「
写
」
の
作
成
は
同
年
よ
り
始
ま
る
米
沢
藩
主
上
杉
家
の
家
史
編
纂
と
関
連
す
る
も
の
と
指
摘
さ

れ
た

（
（1
（

。
さ
ら
に
こ
の
年
は
、
山
田
邦
明
氏
が
明
ら
か
に
し
た
と
お
り
、
米
沢
藩
士
の
由
緒
書
が
作

成
さ
れ
た
年
で
も
あ
る

（
（1
（

。
山
田
氏
が
紹
介
し
た
由
緒
書
に
よ
る
と
、
藩
士
が
当
時
所
持
し
て
い
た

古
文
書
に
も
言
及
し
た
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
由
緒
書
の
作
成
を
機
に
、
家
伝
文
書
の
調
査
等

を
行
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
こ
の
時
期
の
市
河
氏
由
緒
書
は
未
確
認
で
あ
る
が
、
お

そ
ら
く
は
藩
内
で
の
こ
の
よ
う
な
動
向
の
中
で
「
写
」
が
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
経
緯
が
あ
っ
た
た
め
か
、「
写
」
の
中
に
は
市
河
氏
の
先
祖
・
由
緒
に
関
わ
る
情
報

も
僅
か
な
が
ら
存
在
す
る
。
上
１
〜
３
の
奥
に
み
ら
れ
る
注
記
で
あ
る
。

　

  （
上
１
：
図
４
右
）

　
　

是
ハ
平
家
ノ
御
下
文
ト
書
付
有
、
偖
又
右
之
助
弘
ハ

　
　

市
川
け
い
図
ノ
内
ニ
在
之
、

　

  （
上
２
：
同
中
）

　
　

是
ハ
き
そ
と
の
ゝ
御
判
由
、
先
年
ゟ
付
札

　
　

い
た
し
置
候
、
右
ノ
資
弘
市
川
け
い
づ
ニ
ハ

　
　

見
へ
不
申
候
へ
共
、
先
祖
ゟ
致
秘
蔵
持
来
候
間
、

　
　

う
つ
し
を
差（

マ
マ
）

存
候
、

　

  （
上
３
：
同
左
）

　
　

是
ハ
あ
く
せ
ん
し
ノ
御
判
ノ
由
、
先
年
ゟ
付
札

　
　

い
た
し
置
候
、
右
ノ
助
弘
ハ
市
川
先
祖
ノ
け
い
図
ニ
有

　

こ
れ
ら
三
点
の
注
記
は
、
現
在
の
「
本
市
」
の
付
箋
等
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
、「
写
」
に

だ
け
記
さ
れ
た
情
報
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
上
１
と
上
２
と
で
、
筆
跡
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
上
３
の
筆
跡
は
上
２
に
近
く
、
文
言
も
共
通
す
る
も
の
が
多
い
。

　

内
容
は
い
ず
れ
も
、
文
書
に
見
え
る
「
助
（
資
）
弘
」
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
言
及
し
た
も

の
で
あ
る
。
上
１
・
３
で
は
、
と
も
に「
助
弘
」は
市
河
氏
の
系
図
中
に
存
在
す
る
人
物
で
あ
る

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

（
（1
（

。
一
方
、
上
２
で
は
、
墨
線
で
抹
消
さ
れ
た
部
分
を
見
る
と
、「
資
弘
」 

は
系
図
に
は
存
在
せ
ず
、
こ
の
文
書
は
「
秘
蔵
」
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
前
者
と
は

正
反
対
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
写
真
４
を
見
て
も
わ
か
る
と
お
り
、
と
く
に
「
資
弘
市
川
け
い

づ
ニ
ハ
」
と
「
致
秘
蔵
持
来
」
の
部
分
は
幾
重
に
も
墨
線
を
引
き
、
こ
の
記
録
を
抹
消
し
よ
う
と

努
め
て
い
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

次
に
筆
跡
・
内
容
の
異
な
る
二
種
の
注
記
に
つ
い
て
、
ど
ち
ら
が
先
に
記
さ
れ
た
も
の
か
、
明

確
に
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。た
だ
し
上
１
で
は
所
々
で
筆
の
か
す
れ
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、

上
２
・
３
で
は
か
す
れ
が
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
上
２
途
中
の
二
行
を
抹
消
す
る
た
め
に
引
い
た
墨

線
に
は
、
筆
の
か
す
れ
て
い
る
様
子
が
明
瞭
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
点
だ
け
で
判
断
す
る
の
は
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し
て
文
字
が
判
読
で
き
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、「
本
書
き
れ
此
所
不
見
」な
ど
と
記
さ
れ
て
お
り
、

原
本
の
状
態
に
も
配
慮
す
る
と
い
う
姿
勢
を
明
確
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
（
図
２
）。
こ
う

し
た
原
本
の
欠
損
は
、
図
３
に
見
え
る
よ
う
に
現
在
の
「
本
市
」
に
見
え
る
欠
損
と
共
通
し
て
お

り
、
料
紙
自
体
は
現
在
の
「
本
市
」
の
状
態
が
、
延
宝
五
年
段
階
か
ら
大
き
く
変
化
し
て
い
な
い

と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

ま
た
書
写
に
あ
た
っ
て
は
、
原
本
に
あ
っ
た
付
箋
や
端
裏
書
等
を
写
し
て
い
る
も
の
も
多
く
、

付
箋
等
に
つ
い
て
も
多
く
は
延
宝
五
年
の
時
点
で
既
に
付
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
の
こ
と
は
現
在
の
「
本
市
」
に
み
え
る
付
箋
が
、
中
世
に
遡
る
も
の
と
推
定
す
る
先
行
研

究
の
見
解
と
も
矛
盾
し
な
い

（
（
（

。

⑵
「
写
」
に
み
ら
れ
る
号
数
の
記
載

　

上
巻
の
中
ほ
ど
ま
で
の
文
書
写
に
は
、た
と
え
ば
上
４
醍
醐
寺
全
成
下
文
を
書
写
し
た
最
後
に
、

文
書
写
と
は
異
な
る
筆
で
「
右
四
通
第
壱
号
」
と
書
さ
れ
、
上
４
以
前
の
四
通
が
何
ら
か
の
形
で

ま
と
め
て
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
以
下
同
様
に
上
50
奥
の
「
第
十
四
号
」
ま

で
注
記
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
下
巻
ま
で
含
め
号
数
の
記
載
は
見
ら
れ
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
号
数
は
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
文
書
が
巻
子
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
ろ
う
。「
本
市
」
は
戦
前
の
段
階
で
す
で
に
巻
子
装
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

お
り

（
（
（

、
そ
の
内
容
は
「
写
」
と
一
致
す
る
と
み
ら
れ
る
巻
号
も
あ
る
。

　

ま
た
「
山
市
」
に
あ
る
「
古
状
之
総
目
録
」（
以
下
「
目
録
」
と
略
記
）
に
は
、
米
沢
藩
士
市

河
氏
が
所
持
し
て
い
た
中
世
文
書
の
概
要
が
示
さ
れ
て
い
る

（
（
（

。
文
書
の
年
号
ご
と
に
員
数
を
「
壹

通
」
な
ど
と
書
し
た
下
に
「
壹
本
」
と
い
っ
た
形
で
巻
子
の
数
を
記
し
て
い
る
。「
目
録
」
の
成

立
年
代
は
未
詳
な
が
ら
、
近
世
に
お
い
て
市
河
氏
の
中
世
文
書
一
八
四
通
が
、
年
号
別
三
十
三
巻

に
成
巻
さ
れ
て
い
た
状
況
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
嘉
応
・
治
承
・
寿
永
年
号

の
文
書
が
一
本
の
巻
子
に
仕
立
て
ら
れ
て
お
り
、
先
に
み
た
上
４
に
あ
る
「
右
四
通
第
壱
号
」
と

符
合
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
「
写
」
に
書
か
れ
た
十
四
号
ま
で
の
巻
子
は
、
す
べ
て
「
目
録
」
の
内
容
と
符
合
す
る
も
の
と

み
ら
れ
、
そ
れ
以
降
の
文
書
に
つ
い
て
も
注
記
は
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、「
目
録
」
の
内
容

と
同
じ
よ
う
な
形
で
成
巻
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、「
写
」
の
号
数
記
載
が
「
目
録
」
の
内
容
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

例
え
ば
上
23
正
応
三
年
の
鎌
倉
幕
府
下
知
状
で
は
、
こ
の
文
書
一
通
を
書
写
し
た
後
に
「
右
一
通

第
八
号
」
と
記
し
て
い
る
。「
目
録
」
で
こ
れ
に
該
当
す
る
と
み
ら
れ
る
の
は
、「
一
、
正
応　

弐

通　

同
（
壹
本
）」

で
あ
り
、
一
通
の
違
い
が
あ
る
。
こ
の
齟
齬
の
要
因
は
定
か
で
は
な
い
が
、「
写
」
の

時
点
で
一
通
を
紛
失
し
て
い
た
か
、
ま
た
は
現
在
の
「
本
市
」
で
正
応
三
年
の
文
書
の
後
に
入
っ

て
い
る
「
中
野
仲
能
訴
状
案
」（「
写
」
未
収
録
文
書
一
覧
№
4
）
が
、「
目
録
」
に
お
け
る
正
応

の
二
通
目
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
後
者
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
訴
状
案
は
「
写
」
に
は

収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
書
写
し
た
一
通
だ
け
を
と
り
あ
げ
て
記
し
た
も
の
と
想
定
さ
れ
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
「
写
」
と
「
目
録
」
の
若
干
の
違
い
が
う
か
が
わ
れ
る
一
方
、
奇
妙
に
思
え
る
記

図２　�上32市河盛房自筆譲状写のうち、料紙欠損につ
いての表記

図３　市河盛房自筆譲状 原本
　　　  （本間美術館所蔵、長野県立歴史館写真提供）
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上
巻
で
は
嘉
応
二
年
（
一
一
七
〇
）
か
ら
建
武
四
年
（
一
三
三
七
）
ま
で
の
文
書
八
五
通
を
、

下
巻
で
は
暦
応
三
年
（
一
三
四
〇
）
か
ら
応
永
三
十
年
（
一
四
二
三
）
ま
で
の
文
書
五
二
通
（
た

だ
し
一
通
は
同
じ
文
書
を
重
複
し
て
書
写
し
て
い
る
た
め
実
際
は
五
一
通
分
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
概

ね
年
代
順
に
書
写
し
て
お
り
、
合
計
で
一
三
七
通
（
一
三
六
通
分
）
の
文
書
写
が
収
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
書
写
さ
れ
た
文
書
の
一
点
ご
と
に
、
表
紙
の
も
の
と
同
様
の
ラ
ベ
ル
が
付
さ
れ
、
漢
数

字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
数
字
は
一
か
ら
整
然
と
昇
順
で
記
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
欠
番
も
あ
る
。
文

書
一
点
ご
と
に
付
さ
れ
た
ラ
ベ
ル
の
番
号
は
、
お
そ
ら
く
大
正
期
の
『
信
濃
史
料
叢
書
』
所
収
の

「
市
河
文
書
」
の
文
書
番
号
を
参
照
し
て
記
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

（
（
（

。

　

本
資
料
の
制
作
者
に
関
す
る
情
報
は
確
認
で
き
な
い
。
た
だ
し
両
冊
と
も
、
第
一
丁
の
表
裏
に

は
、
書
写
し
た
文
書
の
年
代
を
列
記
し
、
そ
の
冒
頭
に
は
「
延
宝
五
年
迄
」
と
書
し
、
以
降
延
宝

五
年
（
一
六
七
七
）
か
ら
当
該
文
書
の
年
代
ま
で
の
年
数
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
写
」

は
延
宝
五
年
ま
で
に
当
時
の
市
河
氏
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
下
巻
冒

頭
に
は
応
永
に
続
け
て
、
弘
治
・
永
禄
・
天
正
の
年
号
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
写
さ
れ
た
文
書
は

応
永
三
十
年
ま
で
で
あ
る
。

　
「
写
」
で
書
写
さ
れ
た
文
書
を
、
収
録
さ
れ
た
順
序
で
配
列
し
、
あ
わ
せ
て
現
存
す
る
原
文
書

と
の
関
係
を
、
後
掲
の
一
覧
表
に
示
し
た
（
以
下
、「
写
」
に
収
録
さ
れ
た
文
書
を
示
す
際
に

は
、
巻
の
上
下
に
一
覧
表
の
番
号
を
付
す
）。
こ
の
表
か
ら
は
、
月
日
の
ば
ら
つ
き
は
あ
る
も
の

の
、
概
ね
文
書
の
年
代
に
従
っ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
上
47

正
慶
元
年
（
一
三
三
二
）
の
鎌
倉
幕
府
下
知
状
を
書
写
し
た
後
の
注
記
に
「
右
二
通
第
十
三
号 

此
巻
之
内
ニ
但
書
二
通
ア
リ 

但
暦
応
三
四
ノ
御
書
二
通
写
ノ
下
ノ
冊
ニ
ア
リ
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
も
う
か
が
え
る
。
こ
の
文
書
を
含
む
巻
に
は
も
う
二
通
の
文
書
が
あ
っ
た
が
、
暦
応
三
・
四
年

（
一
三
四
〇
・
四
一
）
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
暦
応
以
降
の
文
書
を
対
象
と
し
た
下
巻
に
収
め
た
と

い
う
（
下
１
・
２
）。「
写
」
作
者
の
、
文
書
を
年
代
順
に
収
め
よ
う
と
す
る
意
識
を
示
す
も
の
と

い
え
よ
う
。

　

た
だ
し
上
39
北
条
重
時
御
教
書
は
裏
書
の
み
を
記
し
て
お
り
、
本
文
は
書
写
し
て
い
な
い
。
ま

た
下
19
年
未
詳
某
書
状
の
冒
頭
に
、
下
52
足
利
義
量
御
教
書
に
附
属
す
る
べ
き
懸
紙
う
わ
書
が

書
写
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
若
干
の
混
乱
は
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
下
19
に
つ
い
て
は
、
現
状
で
は

承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
の
北
条
義
時
消
息
（「
写
」
未
収
録
文
書
一
覧
№
1
）
の
後
に
表
装
さ

れ
て
い
る
が
、
内
容
か
ら
応
永
七
年
（
一
四
〇
〇
）
頃
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。「
写
」
で

は
下
18
永
和
元
年
（
一
三
七
五
）
の
上
杉
朝
房
安
堵
状
の
後
に
書
写
さ
れ
、
そ
の
後
に
下
20
元
中

十
四
年
（
一
三
九
七
）
の
某
宛
行
状
が
書
写
さ
れ
る
。
下
19
は
年
次
・
差
出
者
未
詳
（
た
だ
し
暦

応
以
降
の
も
の
と
判
断
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
）、
ま
た
下
20
は
南
朝
年
号
に
加
え
差
出
者
未
詳

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
書
の
位
置
付
け
が
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
と
し
て
、
ひ
と
ま
ず
こ
の
位
置

に
ま
と
め
ら
れ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。

　
二　

書
写
の
特
徴

　

本
節
で
は
一
覧
表
の
内
容
に
基
づ
き
な
が
ら
、「
写
」
に
お
け
る
書
写
の
あ
り
方
や
、
収
録
さ

れ
た
文
書
の
配
列
等
に
つ
い
て
の
特
徴
を
検
討
す
る
。

⑴  

書
写
さ
れ
た
文
書
と
書
写
の
あ
り
方

　

ま
ず
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
書
写
さ
れ
た
文
書
は
す
べ
て
「
本
市
」
の
文
書
で
あ
り

（
（
（

、「
山
市
」

他
の
「
市
河
家
文
書
」
は
存
在
せ
ず
、
い
わ
ゆ
る
新
出
文
書
も
存
在
し
な
い
点
で
あ
る

（
（
（

。
こ
の
こ

と
は
、
近
世
の
市
河
氏
が
所
持
し
て
い
た
文
書
群
に
お
い
て
、
延
宝
五
年
の
時
点
で
既
に
現
在
の

「
本
市
」
に
相
当
す
る
文
書
の
ま
と
ま
り
が
形
成
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
い
え

よ
う
。
た
だ
し
「
本
市
」
の
す
べ
て
が
書
写
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
一
覧
表
に
示
し
た
と

お
り
十
通
の
文
書
が
書
写
か
ら
漏
れ
て
い
る
た
め
、
現
在
の
ま
と
ま
り
が
完
全
に
出
来
上
が
っ
て

い
た
と
ま
で
は
言
い
き
れ
な
い
が
、
そ
の
原
形
と
な
る
も
の
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
収
録

に
漏
れ
た
十
通
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
共
通
す
る
性
格
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
う

ち
三
通
が
中
野
氏
関
係
の
も
の
で
あ
る
点
は
留
意
さ
れ
よ
う
。

　

次
に
書
写
の
形
態
に
着
目
す
る
と
、
文
書
原
本
に
か
な
り
忠
実
に
写
し
て
い
た
と
み
ら
れ
、
ほ

と
ん
ど
の
文
書
写
で
改
行
な
ど
の
字
配
り
が
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
原
本
の
料
紙
が
一
部
欠
損
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は
じ
め
に

　

山
梨
県
立
博
物
館
で
収
蔵
す
る
市
河
家
文
書
（
以
下
「
山
市
」）
は
、
甲
斐
国
出
身
と
伝
わ
り
、

中
世
に
は
信
濃
国
高
井
郡
志
久
見
郷
な
ど
を
領
し
た
武
家
で
あ
る
市
河
氏
（
市
川
と
も
、
以
下
史

料
上
の
表
記
を
除
き
市
河
で
統
一
）
に
伝
え
ら
れ
た
古
文
書
群
で
あ
る
。
そ
の
概
要
は
西
川
広
平

氏
が
紹
介
し
た
よ
う
に
、現
在
本
間
美
術
館
が
所
蔵
す
る
重
要
文
化
財 

市
河
文
書（
以
下「
本
市
」）

ほ
か
と
一
体
の
も
の
で
あ
り
、
中
世
に
お
け
る
地
方
武
士
の
活
動
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

る
重
要
な
資
料
で
あ
る

（
（
（

。
そ
し
て
「
本
市
」
に
は
鎌
倉
〜
室
町
期
の
文
書
が
集
中
し
て
い
る
の
に

対
し
、「
山
市
」
で
は
室
町
〜
戦
国
期
の
文
書
に
加
え
、
江
戸
時
代
以
降
の
米
沢
藩
士
時
代
の
文

書
も
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
市
河
氏
の
近
世
以
降
の
展
開
ま
で
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
資
料
と

し
て
貴
重
な
情
報
を
有
し
て
い
る
。

　
「
山
市
」
を
用
い
た
近
世
米
沢
藩
士
市
河
氏
に
つ
い
て
の
研
究
と
し
て
は
、
前
掲
の
よ
う
に
西

川
氏
が
資
料
の
紹
介
を
行
っ
た
ほ
か
、「
山
市
」
に
含
ま
れ
る
市
河
氏
の
系
図
を
紹
介
・
分
析
す

る
と
と
も
に
、
当
家
に
お
け
る
由
緒
の
調
査
・
編
纂
の
経
緯
を
考
察
し
て
い
る

（
（
（

。
た
だ
し
「
山
市
」

が
当
館
の
収
蔵
に
帰
し
て
ま
だ
日
が
浅
い
た
め
、
研
究
に
十
分
活
用
さ
れ
て
は
い
な
い
と
い
う
現

状
で
あ
る
。

　

本
稿
で
紹
介
す
る
「
古
状
共
写
」
は
、
米
沢
藩
士
市
河
氏
が
所
持
し
て
い
た
古
文
書
を
百
通
以

上
に
わ
た
り
書
写
し
た
も
の
で
、
近
世
に
お
け
る
市
河
家
文
書
（
以
下
こ
の
文
書
群
を
「
市
河
家

文
書
」
と
す
る
）
の
存
在
形
態
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
資
料
で
あ
る
。
本
資
料
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
西
川
氏
が
系
図
の
編
纂
過
程
と
の
関
わ
り
の
中
で
言
及
し
て
い
る
が
、
内
容
の
詳
細
な
説

明
に
は
及
ん
で
い
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
「
古
状
共
写
」（
以
下
「
写
」
と
略
記
）
の
内
容
を
紹
介
し
、
現
在

各
所
に
伝
わ
る
市
河
家
文
書
と
の
関
係
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
本
資
料
が
作
成
さ
れ
た
背
景
な

ど
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

一　
「
古
状
共
写
」
の
概
要

　

本
資
料
は
上
下
二
冊
か
ら
な
り
、

形
態
は
上
下
と
も
縦
帳
で
あ
る
。
法

量
は
上
が
縦
三
三
・
一
×
横
二
二
・
一

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
紙
数
は
一
〇
一

丁
（
表
紙
を
除
く
）、
下
が
縦

三
三
・
〇
×
横
二
二
・
四
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
紙
数
は
五
二
丁
（
同
上
）

で
あ
る
。
表
紙
に
は
本
紙
と
同
質
の

紙
が
使
わ
れ
、「
古
状
共
写
上
」「
古

状
共
写
下
」と
墨
書
さ
れ
る（
図
１
）。

ま
た
表
紙
に
は
当
館
収
蔵
以
前
に
付

さ
れ
た
ラ
ベ
ル
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

算
用
数
字
で
「
44
」「
45
」
の
印
字

が
あ
る
。

市
河
家
文
書
「
古
状
共
写
」
に
つ
い
て

海
老
沼
　
真
　
治

山梨県立博物館研究紀要　第９集　2015

図１　古状共写　上下巻　表紙
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年
（
一
五
二
八
）、
遠
江
国
豊
田
郡
（
静
岡
県
西
部
）
の
源
長
家
ほ
か
が
富
士
山
の
神
号
で
あ
る

浅
間
大
菩
薩
に
奉
納
し
た
と
の
銘
文
が
あ
る
鰐
口
が
伝
来
す
る
こ
と
か
ら
、
西
方
か
ら
富
士
山
に

来
訪
し
た
道
者
が
通
行
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
大
嵐
で
若
彦
路
と
分
岐
し
て
山
頂
を
め
ざ

す
経
路
が
不
明
で
あ
る
。

　

そ
の
他
、
御
中
道
や
鳴
沢
道
の
青
木
ヶ
原
樹
海
内
の
経
路
確
認
、
ま
た
市
川
大
門
（
市
川
三
郷

町
）
を
中
心
に
広
が
っ
た
大
我
講
が
、
忍
野
八
海
（
忍
野
村
）
ほ
か
に
参
詣
す
る
た
め
通
行
し
た

と
推
測
さ
れ
る
本
栖
湖
と
富
士
川
流
域
と
を
結
ぶ
巡
礼
路
の
変
遷
の
確
認
、
さ
ら
に
図
１
に
表
現

さ
れ
て
い
な
い
忍
草
（
忍
野
村
）・
山
中
方
面
か
ら
の
巡
礼
路
の
存
在
の
確
認
な
ど
が
課
題
と
し

て
あ
げ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
へ
の
対
応
と
し
て
、
今
後
、
文
献
・
考
古
・
民
俗
等
、
学
際
的
な
関
係
資
料
の

収
集
が
、
継
続
的
に
必
要
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
富
士
山
保
全
推
進
課
が
行
っ
た
、「
巡
礼
路
の
特
定
」
に
関
す
る
方
針
・
内
容
と
そ
の

成
果
・
課
題
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。
本
文
で
触
れ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
成
果
は
、
こ
れ
ま
で
約

三
十
年
間
に
渡
り
、
山
梨
県
内
で
実
施
さ
れ
て
き
た
調
査
・
研
究
の
蓄
積
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

達
成
で
き
た
と
い
え
る
。
絶
え
間
な
い
調
査
・
研
究
の
必
要
性
を
改
め
て
認
識
す
る
と
と
も
に
、

今
後
は
、
静
岡
県
に
お
け
る
調
査
・
研
究
と
の
連
携
、
お
よ
び
山
梨
県
立
博
物
館
を
中
心
に
実
施

し
て
い
る
富
士
山
総
合
学
術
調
査
研
究
の
成
果
を
反
映
し
つ
つ
、
さ
ら
に
内
容
の
充
実
を
図
る
所

存
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
世
界
遺
産
「
富
士
山
」
に
関
係
す
る
調
査
・
研
究
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
五
年

（
二
〇
一
三
）
の
世
界
遺
産
登
録
ま
で
は
、
個
別
の
構
成
資
産
・
構
成
要
素
を
対
象
と
し
た
も
の

が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
、
イ
コ
モ
ス
勧
告
を
ふ
ま
え
て
「
巡
礼
路
の
特
定
」
に
よ
る
構
成

資
産
・
構
成
要
素
の
相
互
関
係
の
解
明
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
ふ

ま
え
て
、
巡
礼
路
を
と
お
し
て
各
地
に
伝
わ
っ
た
富
士
山
の
信
仰
文
化
の
広
が
り
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
世
界
遺
産
「
富
士
山
」
に
関
す
る
調
査
・
研
究
の
対
象
は
、
い
わ
ば
点

か
ら
線
、
そ
し
て
面
へ
と
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

本
報
告
は
、
筆
者
が
担
当
し
た
富
士
山
保
全
推
進
課
に
よ
る
「
巡
礼
路
の
特
定
」
に
関
す
る
作

業
の
中
間
報
告
で
あ
る
た
め
、
考
察
が
不
十
分
な
点
も
存
在
す
る
。
さ
ら
な
る
内
容
の
充
実
の
た

め
に
、
関
係
各
位
に
は
、
ま
す
ま
す
の
御
指
導
・
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

【
註
】

（
1
）『
山
梨
県
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
』
一
〜
一
九
（
山
梨
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
四
〜
一
九
九
一
年
）。

（
2
）『「
富
士
山
道
し
る
べ
」
を
歩
く
』（
富
士
吉
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
〇
一
年
）、『
富
士
八
海
を
め

ぐ
る
』（
富
士
吉
田
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
3
）
図
１
は
、
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
十
二
月
、
保
全
状
況
報
告
書
の
骨
子
と
な
る
各
種
戦
略
案
の

一
つ
と
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
下
方
斜
面
に
お
け
る
巡
礼
路
の
特
定
」
の
中
で
添
付
し
た
図
を
基

と
し
て
お
り
、
今
後
の
調
査
・
研
究
の
進
展
を
反
映
し
て
、
内
容
の
充
実
を
図
る
予
定
で
あ
る
。

（
4
）『
富
士
山　

山
梨
県
富
士
山
総
合
学
術
調
査
研
究
報
告
書
』（
山
梨
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
二
年
）。

（
5
）『
修
訂
駿
河
国
新
風
土
記
』
下
巻
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
）「
川
口
」
項
。

（
6
）
前
掲
註
（
４
）
報
告
書
。

（
7
）『
山
梨
県
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
』
一
八　

鎌
倉
道
（
山
梨
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
八
年
）。

（
8
）
前
掲
註
（
５
）
参
照
。

（
9
）
こ
の
石
造
物
は
、『
山
梨
県
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
』
八　

若
彦
路
（
山
梨
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
六

年
）
に
お
い
て
所
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）『
都
留
市
史
』
資
料
編　

都
留
郡
村
絵
図
・
村
明
細
帳
集
（
都
留
市
、一
九
八
八
年
）
四
三
号
、『
国
絵
図
・

郡
絵
図
・
村
絵
図
｜
富
士
図
と
の
交
流
｜
』（
富
士
吉
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
〇
四
年
）
二
七
号
。

（
11
）『
国
絵
図
・
郡
絵
図
・
村
絵
図
｜
富
士
図
と
の
交
流
｜
』（
富
士
吉
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館
、二
〇
〇
四
年
）

二
八
号
。

（
12
）『
富
士
山
｜
江
戸
・
東
京
と
練
馬
の
富
士
｜
』（
練
馬
区
立
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館
、二
〇
一
三
年
）

四
二
頁
。

（
13
）
前
掲
註
（
11
）
参
照
。

（
14
）
大
日
本
地
誌
大
系
『
甲
斐
国
志
』
第
二
巻
（
雄
山
閣
、一
九
九
八
年
）
山
川
部
第
一
六
上
「
富
士
山
」
項
。

前
掲
註
（
４
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
堀
内
亨
「
富
士
北
面
の
登
山
道
」
に
お
い
て
、「
ケ
イ
ア
ウ
道
」
は

古
文
書
に
記
載
さ
れ
た
「
京
安
道
」
に
該
当
す
る
こ
と
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。

（
山
梨
県
知
事
政
策
局 

富
士
山
保
全
推
進
課
・
山
梨
県
立
博
物
館
）
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文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
の
成
沢
（
鳴
沢
）
村
絵
図
（
都
留
市
蔵

（
（1
（

）
を
見
る
と
、Ａ
地
点
は
「
上

井
出
道
」
と
記
さ
れ
た
若
彦
路
に
、
鳴
沢
の
集
落
方
面
か
ら
南
（
富
士
山
方
面
）
に
向
か
う
道
が

合
流
す
る
付
近
に
該
当
す
る
と
判
断
さ
れ
、
そ
の
先
（
南
側
）
に
は
「
入
会
馬
草
場
」
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
年
不
詳
の
成
沢
村
絵
図
（
個
人
蔵

（
（1
（

）
に
は
、
こ
の
道
が
「
山
道
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

「
駿
河
海
道
」
と
記
さ
れ
た
若
彦
路
と
交
差
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
図
２
の
石
造
物
に
あ
る

「
人
穴
道
」
は
若
彦
路
、
ま
た
「
山
道
」
は
富
士
山
腹
に
あ
っ
た
鳴
沢
の
入
会
地
に
向
か
う
道
で

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

な
お
、
東
京
都
練
馬
区
に
残
さ
れ
て
い
る
江
戸
時
代
後
期
の
富
士
講
の
道
中
日
記
（
武
内
家
文

書
（
（1
（

）
に
よ
る
と
、
当
地
の
富
士
講
の
道
者
は
、
甲
州
道
中
経
由
で
上
吉
田
の
御
師
住
宅
に
到
着
し
、

船
津
胎
内
や
北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
に
参
詣
し
た
後
、
吉
田
口
登
山
道
を
登
り
、
馬
返
し
・
鈴

原
社
（
一
合
目
）・
冨
士
御
室
浅
間
神
社
本
宮
（
二
合
目
）・
御
中
道
の
小
御
嶽
神
社
（
五
合
目
）・

烏
帽
子
岩
（
七
合
五
勺
）
を
経
て
八
合
目
の
岩
室
に
宿
泊
、
そ
し
て
翌
朝
に
山
頂
で
御
来
光
を
拝

ん
だ
と
い
う
。
な
お
、
上
吉
田
に
下
山
し
た
後
は
、
人
穴
や
白
糸
の
滝
に
参
詣
し
、
東
海
道
経
由

で
帰
路
に
つ
い
て
い
る
。

　

図
２
の
石
造
物
が
上
吉
田
の
住
人
に
よ
る
造
立
で
あ
る
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
上
吉
田
か
ら

人
穴
・
白
糸
の
滝
に
参
詣
す
る
経
路
と
し
て
、
若
彦
路
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

次
に
、
鳴
沢
集
落
内
の
鳴
沢
道
沿
い
に
あ
る
図
１
の
Ｂ
地
点
に
は
、
図
３
の
石
造
物
が
所
在
す

る
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
こ
の
石
造
物
の
正
面
に
は
、「
右
精
進
、
左
駿
河
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

再
び
、年
不
詳
の
成
沢
村
絵
図
（
個
人
蔵

（
（1
（

）
を
見
る
と
、Ｂ
地
点
は
、鳴
沢
道
と
「
蛇
野
萱
野
立
」

に
向
か
う
道
が
分
岐
す
る
位
置
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
石
造
物
の
銘
文
か
ら
判
断
す
る

と
、精
進
に
向
か
う
鳴
沢
道
に
対
し
て
、「
蛇
野
萱
野
立
」に
向
か
う
道
は
、駿
河
国
に
向
か
う
道（
若

彦
路
）
に
接
続
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
（
２
）
作
業
の
課
題

　

こ
の
一
方
、
図
１
で
は
、
い
く
つ
か
の
巡
礼
路
を
、
現
段
階
に
お
い
て
特
定
お
よ
び
推
定
が
不

可
能
な
経
路
と
し
て
記
載
し
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、「
ケ
イ
ア
ウ
道
」「
京
安
道
」
と
呼
ば
れ
る
古
道
は
、
小
御
嶽
か
ら
山
頂
の
釈
迦
ヶ

嶽
（
現
白
山
嶽
）
に
至
る
登
山
道
で
あ
っ
た
が
、
山
腹
に
吹
き
つ
け
る
西
風
の
影
響
が
厳
し
く
、

一
九
世
紀
初
頭
に
は
、
通
行
す
る
人
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
い
る

（
（1
（

。

　

こ
の
道
の
名
称
は
、
九
世
紀
の
甲
斐
国
八
代
郡
に
生
ま
れ
、
山
門
（
比
叡
山
延
暦
寺
）
で
修
行

し
た
後
、
大
野
寺
（
福
光
園
寺
、
笛
吹
市
）
を
建
立
し
、
さ
ら
に
修
験
の
一
大
霊
場
で
あ
っ
た
走

湯
山
（
静
岡
県
熱
海
市
）
に
東
明
寺
を
建
立
し
た
僧
侶
賢
安
に
よ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
、「
ケ
イ

ア
ウ
道
」
は
、
富
士
山
に
登
拝
を
す
る
修
験
者
が
通
行
し
た
巡
礼
路
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
若
彦
路
と
一
部
が
重
な
る
富
士
道
者
道
は
、
沿
道
の
大
嵐
に
あ
る
蓮
華
寺
に
、
享
禄
元

図２　大田和地区の石造物（正面・左側面・右側面）

図３　鳴沢地区の石造物
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流
す
る
ル
ー
ト
に
な
っ
た
と
伝
わ
る

（
（
（

。

③
谷
村
路
（
富
士
道
）

　

甲
州
道
中
の
大
月
宿
か
ら
分
岐
し
、
谷
村
（
都
留
市
）
を
経
由
し
て
上
吉
田
に
至
る
巡
礼
路
。

十
六
世
紀
以
降
、
御
師
集
落
と
し
て
の
上
吉
田
の
発
展
と
と
も
に
利
用
さ
れ
た
が
、
特
に
、
元
亀

三
年
（
一
五
七
二
）
に
上
吉
田
が
雪
代
の
被
害
を
受
け
て
現
在
地
に
移
転
す
る
に
と
も
な
い
、
そ

の
基
軸
を
な
す
道
と
し
て
整
備
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

④
御
中
道

　

吉
田
口
登
山
道
六
合
五
勺
を
起
点
に
山
腹
を
一
周
す
る
巡
礼
路
。
沿
道
に
は
、宝
永
山
・
大
沢
・

小
御
嶽
が
所
在
し
、
十
八
世
紀
以
降
、
富
士
講
の
流
行
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤
胎
内
道
（
越
後
道
）

　

吉
田
口
登
山
道
の
中
ノ
茶
屋
か
ら
吉
田
胎
内
、
船
津
胎
内
に
至
る
巡
礼
路
。
上
吉
田
か
ら
直
接

胎
内
に
向
か
う
道
も
胎
内
道
と
呼
ば
れ
た
。
十
七
・
十
八
世
紀
の
富
士
講
の
指
導
者
た
ち
が
船
津

胎
内
を
発
見
し
た
と
伝
わ
り
、
そ
れ
以
降
、
富
士
講
の
人
々
が
「
胎
内
く
ぐ
り
」
の
修
行
を
行
う

た
め
に
利
用
し
た

（
（
（

。
ま
た
、
冨
士
御
室
浅
間
神
社
神
主
の
小
佐
野
越
後
守
が
勝
山
（
富
士
河
口
湖

町
）
の
里
宮
か
ら
吉
田
口
二
合
目
の
本
宮
に
向
か
う
道
（
越
後
道
）
と
し
て
利
用
し
た
。

⑥
鎌
倉
街
道
（
御
坂
路
）

　

甲
府
盆
地
と
御
厨
地
域
（
静
岡
県
東
部
）
と
を
結
ん
だ
古
代
以
来
の
主
要
道
。
古
代
東
海
道
ま

た
中
世
の
鎌
倉
街
道
と
し
て
整
備
さ
れ
た
が
、
十
五
・
十
六
世
紀
以
降
、
富
士
山
へ
の
道
者
が
往

来
す
る
巡
礼
路
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
。
上
吉
田
か
ら
忍
野
八
海
に
向
か
う
道
や
、
山
中
湖
東
岸

か
ら
三
国
峠
（
山
中
湖
村
・
神
奈
川
県
山
北
町
）
経
由
で
竹
之
下
（
小
山
町
）
に
向
か
う
道
も
「
鎌

倉
道
」
と
呼
ば
れ
た

（
（
（

。

⑦
若
彦
路(

富
士
道
者
道
・
神
野
路
・
人
穴
道
・
上
井
出
道
）

　

河
口
湖
西
岸
か
ら
船
津
口
登
山
道
、
吉
田
口
登
山
道
へ
向
か
う
巡
礼
路
。
主
に
御
坂
山
地
を
越

え
て
甲
府
盆
地
か
ら
来
訪
し
た
道
者
の
ほ
か
、
鳴
沢
道
を
経
て
本
栖
・
精
進
方
面
、
ま
た
神
野
路

を
経
て
人
穴
（
静
岡
県
富
士
宮
市
）
方
面
か
ら
来
訪
し
た
道
者
が
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑧
鳴
沢
道

　

本
栖
・
精
進
か
ら
青
木
ヶ
原
樹
海
を
横
断
し
、
鳴
沢
（
成
沢
）
を
経
由
し
て
上
吉
田
へ
向
か
う

巡
礼
路
。
十
六
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
鳴
沢
に
口
留
番
所
が
設
置
さ
れ
、
富

士
山
に
参
詣
す
る
道
者
の
通
行
を
管
理
し
た
。

⑨
中
道
往
還

　

甲
府
盆
地
と
東
海
道
吉
原
宿
（
富
士
市
）
と
を
結
ん
だ
古
代
以
来
の
主
要
道
。
沿
道
に
設
置
さ

れ
た
本
栖
の
関
所
を
警
備
し
た
渡
辺
囚
獄
佑
は
、
十
六
世
紀
末
ま
で
御
師
を
務
め
て
お
り
、
道
者

た
ち
は
本
栖
か
ら
「
足
機
山
」（
足
和
田
山
、
富
士
河
口
湖
町
）
を
め
ぐ
り
大
嵐
に
出
た
後
、
北

口
の
正
面
の
道
を
利
用
し
て
富
士
山
頂
に
向
か
っ
た
と
伝
わ
る

（
（
（

。

　

本
図
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
富
士
講
最
盛
期
の
十
九
世
紀
中
頃
に
お
け
る
巡
礼
路
の
経
路
を
、

特
定
可
能
な
区
間
・
推
定
可
能
な
区
間
・
未
確
認
の
区
間
の
三
分
類
で
表
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
個
別
に
紹
介
さ
れ
て
き
た
各
経
路
が
、
富
士
山
の
構
成
資
産
を
結
ぶ
巡
礼
路
と
し
て
、

初
め
て
一
つ
の
図
に
表
現
さ
れ
た
こ
と
が
、
本
図
の
最
大
の
成
果
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
本
図
を
参
照
す
る
と
、
富
士
山
の
巡
礼
路
が
、
単
純
な
一
本
の
経
路
で
は
な
く
、
山
中
・

山
麓
の
各
霊
場
間
を
結
ぶ
、
重
層
的
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
複
数
の
参
詣
路
の
集
合
体
で
あ
っ
た
こ

と
を
、
視
覚
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
情
報
提
供
戦
略
に
反
映
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
単
に
巡
礼
路
の
位
置

だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
重
層
的
な
特
徴
を
紹
介
す
る
こ
と
が
、
信
仰
の
多
様
性
と
い
う
世
界
遺
産

「
富
士
山
」
の
顕
著
な
普
遍
的
価
値
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
寄
与
す
る
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
図
に
記
載
さ
れ
た
巡
礼
路
の
う
ち
、
今
回
、
富
士
山
保
全
推
進
課
が
独
自
に
現

地
を
確
認
し
た
の
が
、
若
彦
路
お
よ
び
鳴
沢
道
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
区
間
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
、
若
彦
路
に
つ
い
て
は
、
大
田
和
周
辺
の
経
路
を
特
定
す
る
た
め
、
現
地
を
巡
見
し

た
と
こ
ろ
、
図
１
の
Ａ
地
点
に
お
い
て
図
２
の
石
造
物
を
確
認
し
た
。
こ
の
石
造
物
の
正
面
に
は

「
文
化
十
三
丙
子
年　

念
仏
百
万
遍
供
養　

上
吉
田
村
前
田
多
兵
衛
立
」、
ま
た
、
向
か
っ
て
右
側

面
に
は
「
右
人
穴
」、
左
側
面
に
は
「
山
道
」
と
刻
ま
れ
て
い
る

（
（
（

。
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図１　19世紀中頃の巡礼路経路図（イメージ） 画像提供：株式会社プレック研究所
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ら
同
二
十
三
年
度
（
二
〇
一
一
）
に
か
け
て
四
年
間
に
わ
た
り
、
山
梨
県
富
士
山
総
合
学
術
調
査

研
究
（
第
一
期
）
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
成
果
は
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
三
月
、
山
梨

県
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
『
富
士
山　

山
梨
県
富
士
山
総
合
学
術
調
査
研
究
報
告
書
』
と
し
て
刊

行
さ
れ
た
。
ま
た
、
山
梨
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
、
中
ノ
茶
屋
・
馬
返
し
・
一
合
目
周
辺
や
、

二
合
目
の
冨
士
御
室
浅
間
神
社
周
辺
を
対
象
に
発
掘
調
査
を
行
い
、
近
世
に
使
用
さ
れ
た
登
山
道

の
旧
道
の
発
見
等
の
成
果
を
得
た
ほ
か
、
山
梨
県
立
博
物
館
が
、
船
津
口
登
山
道
の
山
麓
の
起
点

と
な
る
御
師
集
落
で
あ
っ
た
河
口
を
対
象
に
、
古
文
書
お
よ
び
民
俗
調
査
を
実
施
し
た
（
い
ず
れ

も
表
１
を
参
照
）。

　
（
２
）「
巡
礼
路
の
特
定
」
に
関
す
る
調
査
・
研
究

　

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
六
月
、
富
士
山
の
世
界
遺
産
登
録
決
定
の
後
、
山
梨
県
ほ
か
が

「
巡
礼
路
の
特
定
」
に
向
け
た
対
応
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
山
梨
県
は
、
平
成
二
十
四
年
度
（
二
〇
一
二
）
か
ら
同
二
十
七
年
度
（
二
〇
一
五
）

に
か
け
て
実
施
す
る
山
梨
県
富
士
山
総
合
学
術
調
査
研
究
（
第
二
期
）
の
中
で
、
巡
礼
路
に
関
す

る
調
査
・
研
究
を
重
点
的
に
行
う
こ
と
と
し
、
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
十
二
月
ま
で
に
、

御
坂
峠
・
船
津
口
登
山
道
・
若
彦
路
（
富
士
道
者
道
）
を
対
象
に
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の

成
果
報
告
書
は
、
将
来
、
事
務
局
で
あ
る
山
梨
県
立
博
物
館
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

こ
の
一
方
、
保
全
状
況
報
告
書
の
作
成
を
担
当
し
て
い
る
富
士
山
保
全
推
進
課
に
お
い
て
も
、

同
報
告
書
に
収
録
す
る
「
下
方
斜
面
に
お
け
る
巡
礼
路
の
特
定
」
を
ま
と
め
る
た
め
の
作
業
を
実

施
し
て
き
た
。
こ
の
方
針
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
富
士
講
が
最
盛
期
を
迎
え
た
江
戸
時

代
末
期
の
十
九
世
紀
中
頃
に
お
け
る
、
巡
礼
路
と
す
べ
き
道
の
選
択
や
そ
の
経
路
の
把
握
は
、
過

去
に
実
施
さ
れ
た
調
査
・
研
究
の
成
果
を
集
約
し
、
そ
れ
ら
を
、
①
経
路
の
特
定
が
で
き
て
い
る

区
間
、
②
経
路
の
推
定
が
で
き
て
い
る
区
間
、
③
道
の
存
在
は
判
明
す
る
が
経
路
の
特
定
・
推
定

が
で
き
な
い
区
間
の
三
分
類
で
表
す
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、
過
去
の
調
査
・
研
究
が
不
実
施
も
し
く
は
不
明
確
で
あ
る
巡
礼
路
に
つ
い
て
は
、
山
梨

県
富
士
山
総
合
学
術
調
査
研
究
に
お
け
る
最
新
の
調
査
・
研
究
情
報
を
随
時
反
映
さ
せ
た
。

　

さ
ら
に
、
富
士
山
保
全
推
進
課
独
自
で
、
①
『
甲
斐
国
志
』や『
修
訂
駿
河
国
新
風
土
記
』
な

ど
の
近
世
の
地
誌
、
②
森
嶋
家
文
書
（
都
留
市
蔵
）
な
ど
に
含
ま
れ
る
近
世
の
村
絵
図
、
③
明
治

二
十
一
年（
一
八
八
八
）、
同
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
陸
地
測
量
部
が
測
量
し
た
五
万
分
の
一

地
形
図
、
④
現
地
の
石
造
物
を
そ
れ
ぞ
れ
確
認
・
調
査
し
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
の
補
足
を
試
み
た
。

　

富
士
山
保
全
推
進
課
が
行
っ
た
、こ
れ
ら
の
作
業
に
よ
る
具
体
的
な
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
は
、

章
を
改
め
て
説
明
す
る
。

三　
「
巡
礼
路
の
特
定
」
の
成
果
と
課
題

　
（
１
）
作
業
の
成
果

　

富
士
山
保
全
推
進
課
で
は
、「
巡
礼
路
の
特
定
」
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）

十
二
月
ま
で
に
第
一
章
で
触
れ
た
方
針
に
基
づ
き
、
第
二
章
で
説
明
し
た
作
業
を
行
っ
た
。
そ
し

て
、
こ
の
成
果
の
一
部
と
し
て
、「
十
九
世
紀
中
頃
の
巡
礼
路
」（
図
1
）
を
静
岡
県
と
と
も
に
ま

と
め
た

（
（
（

。
本
図
に
反
映
さ
れ
た
経
路
の
う
ち
、
富
士
山
保
全
推
進
課
が
担
当
し
た
山
梨
県
域
の
主

な
巡
礼
路
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
吉
田
口
登
山
道

　

北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
を
起
点
に
山
頂
を
め
ざ
し
た
巡
礼
路
。
既
に
十
五
・
十
六
世
紀
に

は
、
登
拝
を
目
的
と
し
た
道
者
た
ち
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
、
鈴
原
大
日
堂
（
富
士
吉
田
市
）・
冨

士
御
室
浅
間
神
社
本
宮
（
富
士
河
口
湖
町
）・
中
宮
（
富
士
吉
田
市
）
な
ど
、
沿
道
の
各
所
に
信

仰
の
霊
場
が
整
備
さ
れ
た

（
（
（

。
十
八
世
紀
以
降
、
江
戸
を
中
心
に
し
て
関
東
地
方
南
部
に
広
が
っ
た

富
士
講
の
人
々
が
利
用
し
た
。

②
船
津
口
登
山
道

　

河
口
か
ら
河
口
湖
の
湖
畔
ま
た
は
湖
上
を
通
り
、
船
津
胎
内
を
経
て
山
頂
を
め
ざ
し
た
巡
礼

路
。
主
に
鎌
倉
街
道
（
御
坂
路
）
等
を
通
っ
て
富
士
山
を
め
ざ
し
た
甲
信
越
地
方
や
関
東
地
方
北

部
の
人
々
が
利
用
し
、か
つ
て
は
「
北
口
ノ
正
面
」
を
登
頂
す
る
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
が
廃
絶
さ
れ
、

十
九
世
紀
ま
で
に
は
、
船
津
胎
内
か
ら
小
御
嶽
に
至
り
御
中
道
を
経
由
し
て
吉
田
口
登
山
道
に
合
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二　

山
梨
県
域
の
調
査
方
法

　
（
１
）
過
去
に
実
施
さ
れ
た
調
査
・
研
究

　

山
梨
県
域
に
お
け
る
、
富
士
山
の
山
中
お
よ
び
山
麓
の
構
成
資
産
を
結
ぶ
巡
礼
路
を
対
象
と
し

た
調
査
・
研
究
は
、
過
去
に
複
数
回
実
施
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
書
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
の
状

況
を
巡
礼
路
ご
と
に
ま
と
め
た
も
の
が
、
表
１
で
あ
る
。

　

巡
礼
路
の
調
査
・
研
究
の
端
緒
と
な
っ
た
の
が
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け

て
山
梨
県
教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
、『
山
梨
県
歴
史
の
道
調
査
報
告
書

（
（
（

』
の
刊
行
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
主
に
近
世
に
利
用
さ
れ
て
い
た
山
梨
県
域
を
通
過
す
る
各
街
道
を
対
象
に
、
古
文
書
・
地

誌
・
絵
図
と
い
っ
た
文
献
資
料
に
加
え
、
石
造
物
等
の
現
地
調
査
を
ふ
ま
え
て
、
そ
の
街
道
の
成

立
時
期
や
用
途
、
通
行
の
状
況
、
経
路
な
ど
を
考
察
し
た
成
果
で
あ
る
。

　

本
調
査
・
研
究
は
、
対
象
を
富
士
山
の
巡
礼
路
に
限
定
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
甲
州
道
中
の

大
月
宿
（
大
月
市
）
か
ら
谷
村
（
都
留
市
）
を
経
て
上
吉
田
（
富
士
吉
田
市
）
に
至
り
吉
田
口
登

山
道
に
つ
な
が
る
谷
村
路
（
富
士
道
）
や
、
甲
州
道
中
の
石
和
宿
（
笛
吹
市
）
か
ら
御
坂
峠
を
越

え
川
口
（
河
口
、
富
士
河
口
湖
町
）
に
至
り
上
吉
田
・
山
中
（
山
中
湖
村
）・
籠
坂
峠
方
面
お
よ

び
船
津
口
登
山
道
に
接
続
す
る
鎌
倉
街
道
（
御
坂
路
）、さ
ら
に
河
口
湖
西
岸
を
通
過
し
大
嵐
（
富

士
河
口
湖
町
）・
大
田
和
（
鳴
沢
村
）
を
経
て
駿
河
国
（
静
岡
県
）
に
向
か
う
若
彦
路
、
ま
た
甲

府
か
ら
右
左
口
・
古
関
（
以
上
甲
府
市
）・
精
進
・
本
栖
（
以
上
富
士
河
口
湖
町
）
を
経
て
駿
河

国
に
向
か
う
中
道
往
還
な
ど
、
富
士
山
信
仰
に
関
係
す
る
街
道
が
調
査
の
対
象
に
加
え
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
報
告
書
に
デ
ー
タ
が
掲
載
さ
れ
た
石
造
物
等
は
、
調
査
後
約
二
十
年
間
の
歳
月
の
経

過
を
受
け
、
既
に
失
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
調
査
・
研
究
の
成
果
は
、「
巡

礼
路
の
特
定
」
に
関
す
る
調
査
・
研
究
に
お
い
て
、
そ
の
基
盤
を
な
す
も
の
と
し
て
大
い
に
参
考

と
な
る
。

　

そ
の
後
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
る
と
、
富
士
吉
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館
が
、
吉
田
口
登
山
道
の

沿
道
に
所
在
す
る
遺
跡
の
発
掘
調
査
報
告
書
を
刊
行
す
る
と
と
も
に
、
明
治
初
頭
の
神
仏
分
離
ま

で
富
士
山
中
に
祀
ら
れ
て
い
た
彫
像
を
テ
ー
マ
と
し
た
企
画
展
を
開
催
し
た
。
さ
ら
に
、
万
延
元

年
（
一
八
六
〇
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
富
士
山
道
し
る
べ
』
を
も
と
に
し
て
、
甲
州
道
中
・
谷
村
路

（
富
士
道
）・
吉
田
口
登
山
道
や
、
富
士
講
の
霊
場
で
あ
る
内
八
海
を
結
ぶ
巡
礼
路
を
紹
介
す
る
調

査
を
実
施
し
た

（
（
（

。

　

そ
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
代
末
頃
に
な
る
と
、
富
士
山
の
世
界
遺
産
登
録
を
め
ざ
し
て
、
そ
の
基

盤
と
な
る
調
査
・
研
究
の
蓄
積
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
二
十
年
度
（
二
〇
〇
八
）
か

番
号

名　
　

称

書 　

名 　

等

１

吉
田
口
登
山
道

○
山
梨
県
教
育
委
員
会
『
富
士
山　

山
梨
県
富
士
山
総
合
学
術
調
査
研
究

　

報
告
書
』（
二
〇
一
二
）
に
項
目
あ
り 

○
山
梨
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー『
国
指
定
史
跡
富
士
山
復
旧
事
業（
吉
田
口
登
山

　

道
）報
告
書
｜
中
ノ
茶
屋
・
馬
返
し
・一
合
目
（
鈴
原
社
）
地
点
｜
』（
二
〇
一
三
） 

○
富
士
吉
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館
『
富
士
山
吉
田
口
登
山
道
関
連
遺
跡
』 

　
（
二
〇
〇
一
、二
〇
〇
三
） 

○
富
士
吉
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館
『
富
士
山
の
神
仏
｜
吉
田
口
登
山
道
の 

　

彫
像
｜
』（
二
〇
〇
八
）
に
沿
道
の
小
屋
等
に
祀
ら
れ
て
い
た
神
仏
の
彫 

　

像
に
つ
い
て
記
載

２

船
津
口
登
山
道

○
山
梨
県
立
博
物
館
『
河
口
集
落
の
歴
史
民
俗
的
研
究
』（
二
〇
一
四
）

３

谷
村
路
（
富
士
道
）

○
山
梨
県
教
育
委
員
会
『
山
梨
県
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
』
一
一 

　

谷
村
路
（
一
九
八
七
）

４

御
中
道

○
山
梨
県
教
育
委
員
会
『
富
士
山　

山
梨
県
富
士
山
総
合
学
術
調
査
研
究

　

報
告
書
』（
二
〇
一
二
）
に
項
目
あ
り　

５

胎
内
道
（
越
後
道
）

○
山
梨
県
教
育
委
員
会
『
富
士
山　

山
梨
県
富
士
山
総
合
学
術
調
査
研
究

　

報
告
書
』（
二
〇
一
二
）

６

鎌
倉
街
道
（
御
坂
路
）
○
山
梨
県
教
育
委
員
会
『
山
梨
県
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
』
六 

　

鎌
倉
街
道
（
御
坂
路
）（
一
九
八
五
）

７

若
彦
路（
富
士
道
者
道
・
神

野
道
・
人
穴
道
・
上
井
出
道
）

○
山
梨
県
教
育
委
員
会
『
山
梨
県
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
』
八 

　

若
彦
路
（
一
九
八
六
）

８

鳴
沢
道

○
調
査
報
告
書
な
し

９

中
道
往
還

○
山
梨
県
教
育
委
員
会
『
山
梨
県
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
』
三 

　

中
道
往
還
（
一
九
八
四
） 

○
富
士
宮
市
教
育
委
員
会 『
史
蹟
人
穴
』（
一
九
九
八
）

【
表
１
】
山
梨
県
域
を
対
象
と
し
た
、
富
士
山
の
巡
礼
路
に
関
す
る
過
去
の
調
査
・
研
究
報
告
書
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的
地
と
し
て
選
択
し
た
各
霊
場
を
訪
れ
る
た
め
に
、
複
数
の
道
が
使
用
さ
れ
る
複
雑
な
経
路
の
集

合
体
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
山
中
・
山
麓
の
各
地
に
分
布
す
る
霊
場
間
を
結

ぶ
複
数
の
参
詣
路
が
、
重
層
的
に
広
が
り
な
が
ら
存
続
し
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

　

し
た
が
っ
て
、
登
山
道
を
含
め
た
「
巡
礼
路
の
特
定
」
を
行
う
作
業
で
は
、
巡
礼
路
の
位
置
や

変
遷
過
程
だ
け
で
は
な
く
、
各
時
代
の
信
仰
形
態
に
応
じ
て
重
層
的
に
形
成
さ
れ
た
構
成
資
産
・

構
成
要
素
間
の
歴
史
的
な
関
係
性
を
示
す
こ
と
が
、
多
様
な
構
成
資
産
・
構
成
要
素
間
の
つ
な
が

り
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、「
巡
礼
路
の
特
定
」
で
は
、

各
巡
礼
路
の
位
置
や
変
遷
の
過
程
に
加
え
て
、
各
時
代
の
信
仰
形
態
に
応
じ
て
形
成
さ
れ
た
構
成

資
産
間
の
歴
史
的
な
関
係
性
を
集
約
し
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
調
査
・
研
究
の
成
果
と
し
て
示
す
こ

と
と
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
方
針
を
ふ
ま
え
て
ま
と
め
た
、
保
全
状
況
報
告
書
に
掲
載
す
る
「
下
方
斜
面
に
お

け
る
巡
礼
路
の
特
定
に
関
す
る
調
査
・
研
究
の
成
果
」
の
内
容
構
成
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１　

構
成
資
産
の
歴
史
的
つ
な
が
り
と
巡
礼
路
の
変
遷

　
（
１
）
噴
火
と
遥
拝
（
九
世
紀
頃
〜
）

　
（
２
）
修
験
と
登
拝
（
十
二
世
紀
〜
）

　
（
３
）
信
仰
の
大
衆
化
と
巡
拝
（
十
四
世
紀
〜
）

　
（
４
）
登
山
の
多
様
化
（
十
九
世
紀
中
頃
〜
）

２　

各
巡
礼
路
の
概
説

　
（
１
）
大
宮
・
村
山
口
登
山
道

　
（
２
）
須
山
口
登
山
道

　
（
３
）
須
走
口
登
山
道

　
（
４
）
吉
田
口
登
山
道

　
（
５
）
船
津
口
登
山
道

　
（
６
）
御
中
道

　
（
７
）
胎
内
道
（
越
後
道
）

　
（
８
）
鎌
倉
街
道
（
御
坂
路
）

　
（
９
）
若
彦
路
（
富
士
道
者
道
・
神
野
路
・
人
穴
道
・
上
井
出
道
）

　
（
10
）
鳴
沢
道

　
（
11
）
中
道
往
還

　
（
12
）
御
神
幸
道
（
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
〜
山
宮
浅
間
神
社
）

　
（
13
）
三
保
松
原
ル
ー
ト

３　

各
巡
礼
路
に
関
す
る
研
究
状
況
と
今
後
の
研
究
計
画

　
　
　
　
　

巡
礼
路
概
念
図

　
　
　
　
　

十
九
世
紀
中
頃
の
巡
礼
路
経
路
図

　

こ
の
う
ち
、
１
は
、
富
士
山
信
仰
の
歴
史
を
、
そ
の
内
容
・
形
態
に
応
じ
て
四
段
階
に
区
分
し

た
上
で
、
構
成
資
産
間
の
歴
史
的
な
つ
な
が
り
等
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
こ
と
を
意
図
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
ご
と
に
チ
ャ
ー
ト
図
を
用
い
て
、
構
成
資
産
間
の
関
係
性
や
当
時
の
代
表
的
な

巡
礼
路
を
紹
介
し
て
い
る
。
続
い
て
２
は
、
山
梨
・
静
岡
両
県
に
広
が
る
富
士
山
参
詣
の
各
巡
礼

路
の
状
況
を
、
十
三
か
所
の
経
路
ご
と
に
概
説
し
て
い
る
。
な
お
、
巡
礼
路
の
名
称
は
、
原
則
と

し
て
既
刊
の
報
告
書
等
に
記
載
さ
れ
た
も
の
を
使
用
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
３
は
、
過
去
に
実
施

さ
れ
て
き
た
各
巡
礼
路
ご
と
の
調
査
・
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
た
上
で
、
来
訪
者
の
主
な
出
身
地

ま
で
を
含
ん
だ
広
域
的
な
「
巡
礼
路
概
念
図
」、
お
よ
び
富
士
山
の
山
中
・
山
麓
に
お
け
る
巡
礼

路
の
位
置
を
示
し
た
「
十
九
世
紀
中
頃
の
巡
礼
路
経
路
図
」
を
作
成
し
た
。

　

以
上
に
関
す
る
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
最
終
的
に
平
成
二
十
七
年
度
（
二
〇
一
五
）
に

ま
と
め
ら
れ
る
保
全
状
況
報
告
書
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
本
報
告
で
は
、
こ
の
内
容
が
ど
の
よ

う
な
調
査
や
作
業
を
経
て
ま
と
め
ら
れ
た
の
か
を
、山
梨
県
に
お
け
る
事
例
を
も
と
に
説
明
す
る
。
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は
じ
め
に

　

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
六
月
二
十
二
日
、ユ
ネ
ス
コ
（
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
）

世
界
遺
産
委
員
会
に
お
い
て
、
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
が
決
定
し
た
。

　

登
録
に
際
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
の
諮
問
機
関
で
あ
る
イ
コ
モ
ス
（
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
）
か
ら

示
さ
れ
た
勧
告
で
は
、
情
報
提
供
戦
略
や
危
機
管
理
戦
略
な
ど
と
並
ん
で
、
か
つ
て
富
士
山
信
仰

に
利
用
さ
れ
た
山
麓
の
巡
礼
路
の
多
く
が
廃
絶
し
て
い
る
現
状
に
お
い
て
、
二
十
五
か
所
の
構
成

資
産
間
の
つ
な
が
り
が
認
識
さ
れ
、
ま
た
容
易
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
管
理
、
紹
介
さ
れ
る
こ
と

の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
構
成
資
産
・
構
成
要
素
を
結
ぶ
「
下
方
斜
面
に
お
け
る
巡
礼
路

の
特
定
」
を
行
い
、
そ
の
内
容
を
報
告
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
イ
コ
モ
ス
勧
告
を
ふ
ま
え
、
山
梨
県
は
、
文
化
庁
や
静
岡
県
と
と
も
に
、
平
成

二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
二
月
一
日
ま
で
に
保
全
状
況
報
告
書
を
ま
と
め
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産

セ
ン
タ
ー
に
提
出
す
る
こ
と
が
責
務
と
な
っ
て
い
る
。「
下
方
斜
面
に
お
け
る
巡
礼
路
の
特
定
」

に
つ
い
て
も
、
こ
の
保
全
状
況
報
告
書
に
そ
の
成
果
を
反
映
す
る
た
め
、
調
整
を
進
め
て
い
る
。

　

筆
者
は
、
山
梨
県
知
事
政
策
局
富
士
山
保
全
推
進
課
の
担
当
者
と
し
て
、「
下
方
斜
面
に
お
け

る
巡
礼
路
の
特
定
」
に
関
す
る
方
針
の
検
討
や
実
際
の
執
筆
に
携
わ
っ
た
。
こ
の
作
業
は
、
平
成

二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
十
二
月
現
在
、
保
全
状
況
報
告
書
の
骨
子
と
な
る
他
の
各
種
戦
略
案
と

と
も
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
段
階
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
開
催
さ
れ
た
富
士
山
の
保
全
推
進
に

関
わ
る
各
協
議
会
等
に
お
い
て
、
そ
の
内
容
に
高
い
関
心
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
の
調

査
・
研
究
の
進
展
を
ふ
ま
え
た
内
容
の
更
な
る
充
実
化
を
図
る
た
め
に
も
、
こ
の
間
の
作
業
内
容

に
つ
い
て
広
く
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
度
、
イ
コ
モ
ス
勧
告
が
指
摘
す
る
「
下
方
斜
面
に
お
け
る
巡
礼
路
」
に
留
ま
ら

ず
、山
麓
の
各
浅
間
神
社
か
ら
山
頂
に
至
る
登
山
道
を
も
含
ん
だ
、広
義
の
「
巡
礼
路
の
特
定
」（
以

下
、
同
様
の
意
味
で
使
用
す
る
場
合
に
は
「
巡
礼
路
の
特
定
」
と
い
う
）
を
目
標
と
し
た
富
士
山

保
全
推
進
課
に
よ
る
作
業
の
状
況
を
ま
と
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

な
お
、
本
報
告
は
、
筆
者
が
直
接
担
当
し
た
山
梨
県
域
の
状
況
を
対
象
と
し
て
、
担
当
者
の
立

場
で
執
筆
し
た
も
の
で
あ
り
、
保
全
状
況
報
告
書
お
よ
び
山
梨
県
立
博
物
館
が
中
心
と
な
っ
て
進

め
て
い
る
富
士
山
総
合
学
術
調
査
研
究
の
成
果
そ
の
も
の
の
集
約
で
は
な
い
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

一　
「
巡
礼
路
の
特
定
」
の
方
針
と
概
要

　

ま
ず
、
何
故
「
下
方
斜
面
に
お
け
る
巡
礼
路
の
特
定
」
が
、
イ
コ
モ
ス
勧
告
で
求
め
ら
れ
た
の

か
を
再
確
認
し
て
お
き
た
い
。
同
勧
告
を
見
直
す
と
、「
下
方
斜
面
に
お
け
る
巡
礼
路
の
特
定
」は
、

単
に
富
士
山
周
辺
に
広
が
る
信
仰
の
道
の
経
路
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
目
的
な
の
で
は
な
く
、
こ

れ
を
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
構
成
資
産
・
構
成
要
素
相
互
の
関
係
性
を
明
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
資
産
・
構
成
要
素
が
有
し
て
い
る
個
別
の
歴
史
に
留
ま
ら
ず
、
そ
れ
ら
が
結
び

付
き
、
つ
な
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
世
界
遺
産
「
富
士
山
」
の
信
仰
お
よ
び
芸
術
の

歴
史
の
全
体
像
を
示
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
。

　

こ
の
際
、
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
構
成
資
産
・
構
成
要
素
間
を
結
ぶ
、
い
わ
ゆ
る
巡
礼

路
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
各
地
に
点
在
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
霊
場
等
を
順

番
に
た
ど
る
た
め
の
一
本
に
集
約
さ
れ
た
経
路
で
は
な
く
、
当
該
地
域
へ
の
来
訪
者
が
、
そ
の
目

世
界
遺
産
富
士
山
「
巡
礼
路
の
特
定
」
に
関
す
る
作
業
報
告

西
　
川
　
広
　
平
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